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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　誰だれも居ない深夜の京都駅の大階段を、男が駆かけ上がる。

　男が階段を駆け上がる足音と、荒あらい息いき遣づかいが格こう子し状の屋根に木霊こだまする。男の呼吸の間や足音の合間に、もう一つ、静かな足音が響ひびく。それはゆったりと、確実にこちらに迫せまっていた。助けを呼べないことは、男もよく知っていた。

　足がもつれ、階段に倒たおれ込んだ。起き上がろうとした瞬しゆん間かん、背後で足音が止まる。ゆっくりと振ふり返ると、日本刀の切っ先が向けられていた。

　刀の切っ先を制するように、男は掌てのひらを殺人犯に向けた。殺人犯の瞳ひとみに、男の右みぎ腕うでが映る。そこには、三つの月が重なる、丸い模様があった。

「待ってくれ！　どこにいるかなんて知らない！　ただ、見覚えがあると思っただけで……！」

　そう言い募つのると、殺人犯は納なつ得とくした様子で頷うなずいた。その顔には微笑ほほえみすら浮うかんでいる。

「誰にも言わない。本当だ！　何でもするから！」

　ならば協力してくれないかと、刀を持つ殺人犯は頼たのんだ。つい今までは殺す気でいたというのに、突とつ然ぜんそんなことを言い出す殺人犯に戸と惑まどう。しかし頷くしかない。

「わ、わかった。協力する。何をすればいい」

　そう言うと、殺人犯は丁てい寧ねいに感謝の意を述べ、優やさしく微笑んだ。

　瞬間、左目の端はしに銀色の光が一筋走った。その光が消えた直後、紅い飛沫しぶきが見えた。それが自分の血であるとわかった時には、男の体は階段の上に倒れていた。

「な、ぜ……」

　見上げた先の殺人犯もまた、不思議そうな顔をした。協力すると言ったから、それに甘えたまで──それが、男が最さい期ごに聞いた言葉だった。

　長い長い階段を下るように、紅い血が男から流れていく。




　己おのれの家紋を己の血で背中に彩いろどる男の死体を、静かな瞳がぼんやりと見つめる。

「どこにいるんだ……」

　探せばいいのか。待てばいいのか。それすら彼にはわからない。

　彼は男の背中に左手を当てると、右手に持った刀を見つめた。一いつ対ついの瞳が刃はに映ったのを見て、彼は男から手を離はなし、もう一度刀を見つめた。

　次の瞬間、大きな悲鳴が次々に上がった。

　男を殺した彼の姿も、血が流れた跡あともない。背中を紅く彩られた男の死体だけが、そこにぽつんとあった。
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　目が覚めた時、瓜うり巣す志し信のぶの脳は完全に時間の感覚がなくなっていた。

　テレビの電源を入れて時刻を見る。テレビの左上に時間が出ていた。八時五分。時刻が出ているということは朝だろう。

　テレビの中ではキャスターがニュースを読み上げている。ぼんやりした頭には生真面目きまじめな声が入ってこない。志信はクッションに顔を突つっ伏ぷした。

『次のニュースです。今朝未明、京都駅中央口の階段で、男性の遺体が発見されました。遺体には家紋に似た模様が、被ひ害がい者しやの血で描えがかれており、一連の連続殺人事件と同一犯と見て、警察は捜そう査さを進めています。男性の身元はまだ特定されていませんが、三十代から四十代ほどで身長百七十センチ……』

　キャスターの言葉に、志信はようやくもそりと顔を上げた。

『今回も遺い棄きされた遺体の背中には、家紋に似た模様がありました。これで身体からだに家紋のような模様の描かれた遺体は、今年に入って八体目となります』

　テレビに映ったのは、うつ伏ぶせになった男の背中に、繊せん細さいな模様が描かれたイラストだった。

　今年に入ってから、京都では不可解な殺人事件が起きていた。殺された後、腹部、または背中に家紋のようなものが描かれ、まるで見せつけるように、人通りの多い場所に遺棄されているというものだった。

「またこの事件かぁ。やっぱり今回も京都だし……」

『これまでの死体遺棄事件と同様、京都駅は人通りも多い場所ですが、犯人の目もく撃げき情報は寄せられていません』

　テレビには京都駅の中央改札口が映し出されていた。大きな長い階段にはブルーシートが敷しかれ、ただでさえ人の多い京都駅はさらに窮きゆう屈くつそうだった。

「あそこ人でごった返しじゃん。何でそれで目撃者いないんだ？」

『京都にお住まいの方は、夜間は出歩かない、一人にならないなど、十分ご注意下さい』

「夜間じゃなくても出歩かねえっすー」

　心配そうな顔をする女子アナに志信は返事をした。一人暮らしをすると独り言が増える、テレビに話しかけるというのは本当だった。

　テレビは真面目な雰ふん囲い気きから一転、爽さわやかで明るいＢＧＭが流れ始める。

『七月十七日水曜日、八時二十分。続いては最新のスポーツニュースをお届け！』

　ぼーっと野球選手の移い籍せき問題を聞いていた志信だったが、ふとあることに気付いた。

「七月、十七日？　七月？　え、噓うそ、だろ……？」

　カレンダーを見るが、四月以降捲めくっていないので意味がない。慌あわててスマホを見ると、しっかり『七月十七日水曜日』と表示されていた。

「お、俺……いつから学校行ってないっけ!?」

　言いながら、サーッと血の気が引いていくのがわかった。ここ数日の記き憶おくを思い出そうとするが、まったく思い出せない。思い出せるのは、テレビ画面の中のゲームの内容だけだ。

「水曜……水曜って……一限からじゃん！　やっべえ！」

　抱だいていたクッションを放ほうり投げ、志信はベッドから文字通り飛び起きた。シャワーを浴びて着き替がえていると、付けっぱなしのテレビから、綺き麗れいなお姉さんが笑え顔がおで星座の運勢ランキングを発表する。志信は五月十二日生まれの牡お牛うし座ざだ。

『七月十七日！　今日のアンラッキースターは牡牛座さん。とにかく散々な日だから、生きることが嫌いやになっちゃうかも！　そんなあなたのラッキープレイスは富士の樹海と東とう尋じん坊ぼう！』

「……自殺の名所じゃなかったっけ。死んで楽になれってことか？」

『でも大だい丈じよう夫ぶ、懐なつかしのあの人と再会して、あなたを守ってくれますよ。その人と恋こいに落ちちゃえば超ちようラッキーな日に早変わり！　恋人がいる？　気にすんな、欲しけりゃ奪うばえ！』

「このお姉さん綺麗だけど、何かあったのかな。目が怖こわい」

　元から信じていない占うらないより、お姉さんのプライベートの方が気になった。ネットで検けん索さくしてみようかと思ったが、そんな場合ではない。テレビを消し、志信は足の踏ふみ場もない部屋から鞄かばんを探し当て、教科書や辞書を突っ込み、玄げん関かんに走る。

　家にひきこもってゲームに没ぼつ頭とうしている間に、梅つ雨ゆ明あけしたらしい。すっかり強くなった夏の日差しが、青白い肌はだには痛かった。
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　水曜日の一限目は第二外国語だ。志信はドイツ語の授業を取っていたが、授業が終わり、教室を出た志信の足取りは重かった。

「……全っ然わかんなかった」

　しばらく休んでいて忘れている分と、休んでいる間に進んだ分があまりにも多すぎた。当てられても何を言っているのかすらわからない。黒板の文字も何が何だかわからなかった。

「俺、単位取れんのかなぁ。……いや、取らねえとやばいんだよ！」

　独り言を言いながら二限目の授業の教室の扉とびらを開けた。しかしそこには誰もいなかった。

「ん？　休講か？」

　教室を確かく認にんするが、ここで合っている。スマホを家に忘れてしまったので、ネットで確認が出来ず、仕方なく学内掲けい示じ板ばんを見に行く。階段を下りていると、不意に肩かたを叩たたかれた。

「志信じゃん！　久しぶりー！　生きてたんだ」

　振ふり返ると、バンドメンバーのような、派手な格好の女子学生がいた。授業もいくつか一いつ緒しよの友人、国くに友とも静しず香かだ。静かなのは名前だけで、格好も言動も常に騒さわがしい。しかし愛あい想そが良く、志信とは対照的に社交的で、男女ともに友達も多かった。志信が面めん倒ど臭くさがって入らないサークルも、掛かけ持ちしていると聞いていた。

「おー、久しぶ、り……？」

　志信は国友に合わせてそう言ったが、ちょっとゲームをしていただけの志信としては、あまり久しぶりな気がしない。

「元気そうだけど、めちゃくちゃ肌青白いじゃん。大丈夫？　何でこの夏にそんな白いの？」

「ひきこもってゲームしてたから。こないだ発売したホラゲ」

「うわマジ？　私ホラゲだけは絶対無理。ホラー好きな奴やつなんて全員ドＭ認定してる」

　どん引きされた上に勝手にドＭ認定までされ、ムッとした志信は、口元を歪ゆがめて不気味に笑って言った。

「……お前が見ているのは、果たして本当にお前の知っている俺かな……？」

「マジでやめて！　あんたのその青白い顔で言われると本当に怖い！──あ！」

　怖がっていた国友は唐とう突とつに顔色を変え、志信を指さしてぽつりと言った。

「……いるじゃん、行けそうな人」

「は？」

　志信が眉まゆを寄せる。国友はパンッ、と大きな音を立てて、志信を拝むように両手を合わせた。

「志信！　お願い、私の代わりに、絵画展行ってきて！」

「絵画展？　何で？　やだよ俺絵に興味なんてねえもん。そんなことより、二限休講？」

　志信が尋たずねると、国友は珍めずらしく顔に影かげを落として頷うなずいた。

「何？　何かあったのか？」

「ここだけの話、って言っても、もう結構広まってるけど……種たね島しま先生、行方ゆくえ不明なんだよ」

　種島とは、休講になった二限の授業の講師だ。講師がいなければ授業が出来ないのも当然だが──

「……ユクエフメイ？」

　フィクションの世界ではよく聞くが、現実で聞くとその響ひびきはなかなか頭に入ってこなかった。軽く聞き返してしまったが、国友の顔は深刻なものだった。

「私、実は種島先生と親しん戚せきでさ。三日ぐらい前から帰って来てないみたいなんだよね」

　冗じよう談だんを言うことも多い友人だが、質たちの悪い冗談だけは言わない性格だ。彼女の顔もまた、人をからかっているような様子はなかった。

「……それ、警察には？」

「家族が届け出してる。私も探してるんだけど……」

「警察に任せときゃいいじゃん」

「だって警察は、私の話聞いてくんなかったし……」

「話って？」

　訊きいてから、志信の面倒臭がりな部分が「しまった」と胸中で呟つぶやく。案の定、国友は暗い雰囲気ながらも、目を輝かがやかせて喋しやべり始めてしまった。

「私が行ってきて欲しい絵画展ってのがね、呪のろいの絵ってネットで噂うわさのある画家の個展なの。……あったあった、これ」

　国友はネットで検索したページを志信に見せた。自分は見るのも嫌なのか、目をそらしながら志信に画面を向ける。そこには『星ほし見み直なお興き個展　探求』と題された宣伝ページが表示されている。全体的に柔やわらかなタッチで描えがかれた女性の絵と、抽ちゆう象しよう画がというやつなのか、志信には何が何やらさっぱりわからない絵が何枚かあり、その隣となりには画家の経歴や絵の説明文があった。

「その人の描く、女の人の絵に引きずり込まれるっていう噂があって……」

「ただの噂だろ。科学的根こん拠きよなんかねえじゃん」

　文を読む気はせず、絵だけをぼーっと見た志信は友人にスマホを返した。国友は「ぎゃあ！」と可愛かわいくない悲鳴を上げ、慌ててそのページを消していた。スマホを握にぎり締しめ、

「……でも種島先生、その個展に行った日から、帰って来てないんだよ」

「じゃあ怪あやしいのは絵じゃなくて、その個展の関係者じゃねえの？」

「その辺は警察がもう調べて、関係ないって」

「じゃあ関係ねえんじゃん」

「だから！　その、の、呪いの絵が原因かもしれない……！」

　国友の手が震ふるえていた。本当にホラーやオカルトが苦手なようだ。気になっていても、怖くて行けない、ということだろう。

「ねえ、お願い！　協力してよ～！　あんた推理ゲーもやるでしょ？　探たん索さく大好きでしょ？」

「ゲームとリアルを一緒にすんな！　ゲームはゲームだ。ゲームにリアルを持ち込むな！」

「リアルにゲームを持ち込むな、なら聞いたことあるけど……あんたは完全にゲーム側に立ってんだね。ね～え～、こんな美女が頼たのんでるんだから、喜んで受けろよ～。ちょっと噂聞いてくるだけでもいいから～！」

　これだけ国友が志信を頼たよるのは珍しい。友人の多い彼女なら、他ほかに頼む人間もいそうなものだが、今回は他に当てがないのだろうか。

「何で俺なんだよ？」

「みんな嫌って言うんだもん。それに、今日の占いで牡牛座の人に頼み事すると良いって言ってたし。あんた牡牛座でしょ？　牡牛座の知り合い、あんただけだし」

　国友の目は真しん剣けんだったが、「みんな嫌って言う」以外、どう考えても今思いついた適当な理由だ。こういう所が彼女の面おも白しろいところだが、面倒事はご免めんだ。志信が背を向けて歩き出すと、国友は慌てて追ってきた。

「俺は占いなんて信じません。だいたい、そんな話聞いたら誰だれでも行きたくねえよ」

「志信ってカッコイイよね。タレントとかになれそうじゃない？」

「わかりやすく持ち上げても行かねえよ！」

　志信がそう言うと、国友は「まぁ、そうだよね……」と呟いて肩を落とした。諦あきらめた……かと思ったが、何かを思いついた顔をして、志信にニヤリと笑いかけた。

「先生を見つけてくれたら、私、今後先生の授業の単位、口くち利ききしてあげてもいいけど？」

「え……。な、何言ってんだよ。そんなこと、良いわけないだろ」

　種島の授業は後期でも取る予定だ。もしかすると二年でも取ることになるかもしれない。いや、その前にこの出席状じよう況きようで前期の単位を取れるのか。そんな志信の胸中を読んだように、国友が勝ち誇ほこったように笑って言った。

「志信、最近学校で見なかったよねえ？　出席やばいんじゃないんですかぁー？」

　志信が呻うめくと、国友はカバンから何冊かのノートを出した。ノートの表紙を見ると、志信が取っている授業のノートもある。

「ここに数冊のノートがあります。志信が休んでいた間、しっかり授業内容を書き込んでおいたノートです。私まっじめー」

「ま、まさかお前、それで釣つろうってんじゃ……！」

　思わず手を伸のばそうとして、志信はぐっと拳こぶしを握ってやめた。確かに授業のノートは喉のどから手が出るほどに欲しい。国友は悔くやしげな志信の顔を見ると、そのノートで、志信の頰ほおをペチペチと叩いてきた。

「ほらほらぁ、これを見せて欲しいんでしょ？　単位、欲しいんでしょ？　ん？」

「お前は性格の悪い金持ちか！　わかったよ行くよ！　けど、何もなくても文句言うなよ」

　志信の言葉に、国友の顔が輝いた。

「マジで!?　ありがとう！　まぁ、そんなに期待はしてないって。ていうか、本当だったら怖こわすぎるから、噓うそだって証明してきてくれるだけでもいいかも……」

　恐きよう怖ふで目的がブレ始めている国友に、志信はため息をついた。

　二人とも二限は休講で暇ひまだ。志信は忘れてきたスマホを取りに、家に戻もどることにした。国友はサークル棟とうへ行くため、途と中ちゆうまで並んで歩く。こうして歩いていてもまったく胸がときめかない女子も珍しい。多分向こうも同じ感想だろうが。

「てーかさ、志信、ほんと学校来なかったよね。本当にゲームしてただけ？」

「俺、何かに没ぼつ頭とうすると他のことどうでもよくなるんだよ」

（この性しよう分ぶん、どうにかしねえとなぁ……）

　六月末に、楽しみにしていたホラーゲームが発売した。じっくり一通りプレイしたが、レアアイテムや隠かくし要素など、すべてをコンプリートするまでは、志信の中では攻こう略りやくしたとは言わない。やりこみまくった。……そしてゲームの世界から現実へ帰ってきたのが今朝。いつの間にか七月に入っていて、しかも二週間以上も過ぎていた。

　志信は昔から何かに没頭すると、それ以外のことをすっかり忘れてしまう。時間はおろか、食べることも寝ねることすらも。そのせいで倒たおれたことも何度かあるのだが、気をつけようにもいつの間にか時間が経たっているのだから気をつけようがない。

「はあ。帰ってちゃんと勉強しねえとな……」

「おっ、まっじめー！」

「単位は絶対に取らないとまずいんだよ……！」

　鞄かばんの持ち手をぎゅっと握り、志信は絞しぼり出すようにそう言った。

　校舎を出ると、夏の日差しが突つき刺ささる。不健康な白さの志信の肌はだには痛いほどだ。

　赤レンガの校舎に、木々の瑞みず々みずしい新緑が映はえる。キャンパスの大通りには濃こい影が落ち、木こ漏もれ日が輝かがやいていた。

　帽ぼう子し代わりにパーカーのフードを被かぶり、ジッパーを少しだけ下げて服の中に風を送る。ちらりと服の中に見えた黒いものに、志信の視線は向かった。隣に並んだ国友が首を傾かしげる。

「どしたの？　蚊かにでも刺された？」

「いや、何でもない」

　志信の胸むな元もとには、黒い痣あざがある。それは異様なほど綺き麗れいな、花に似た模様を描いていて、一見刺いれ青ずみに見える。しかしこうして胸元を開けていても、隣にいる国友や通り過ぎる人がそれを見つけることはない。

　物心ついた頃ころから、あるいは生まれた時からあったその痣は、他人はおろか実の両親や医者にも見えないものだった。

　不気味に存在するこの痣に、幼少の頃は泣いて両親を心配させた。今思うと精神を疑われていたような気がするが、病気でもなさそうなので今は気にしないことにした。

（何で俺にだけ見えるんだか……何なんだコレ）

　何千回思ったかわからない疑問を心の中で呟くが、いつも答えは返ってこない。

　──返ってこない、はずだった。

「織田木もつ瓜こう……」

　じっと痣を見つめていた志信は、間近で聞こえた低い声に立ち止まって顔を上げた。

　背が高い青年が志信を見下ろしていた。二色に染めた派手な髪よりも、鋭い目の方に強く視線が引きつけられる。派手な髪に強面、長身という三拍子に、志信は気後れする。

（で、でか……！──ん？）

　鋭い目を瞠みはった青年は、志信の顔ではなく胸元──ちょうど痣のある辺りを見ていた。

（み、見えて……る？）

　青年の視線が、志信の目に移った。強い視線に戸と惑まどい、志信も目を逸そらせずにいた。

「信のぶ長なが様……っ？」

　青年は志信を見つめたまま、まるで志信を呼ぶように、誰かの名前を呼んだ。

（うん!?　お、俺じゃない、よね？）

　志信は背後を振ふり向くが、後ろにはこちらを向いている人はいない。

　首を傾げながら顔を前方に戻す。先せん輩ぱいらしきその青年はまだ志信を見ていた。志信はびくびくしながらも軽く会え釈しやくをして、そろそろと通り過ぎる。

　しばらく歩いて、ゆっくりと振り返ってみる。が、青年はすでにその場にはいなかった。

　やはり人ひと違ちがいだったようだ。ほっと息をついて、志信は校門へと歩き出す。ずっと黙だまっていた国友が、安あん堵どしたように胸を押さえて、背後を振り返った。

「ひー、怖格好良かったぁ……。今の、鶴つる森もり先輩じゃん」

「何だよお前の知り合いかよ。俺がガンつけられたかと思った」

　志信の言葉に、国友は真顔になってから言った。

「え、完全に志信見てたじゃん。私は知らないよ？　あの人有名人だから一方的に知ってるだけ」

「有名人？」

　そういう情報に疎うとい志信に、国友は真剣な顔で言った。

「あの人、中学の時から喧けん嘩かに明け暮れて、高校の時には千人斬ぎりの鬼おにとか呼ばれてたらしいよ。大学入ってからは、格かく闘とう技ぎ系のサークル全員ぶちのめして病院送りにしたとか何とか」

　真剣な国友には悪いが、志信は思わず吹ふき出して笑ってしまった。

「いつの時代の不良だよ。そこまで行くと面白いな。普ふ通つうそこまでやったら退学にならねえ？」

「喧嘩売ったのはサークル側で、多数対一だったみたいだからねえ。それに成績は上位なんだって。あ、ついでに知らないぽいから言っとくけど、雁かりヶが音ねって先輩がいてね、その人にも気をつけなよ？　いっつもサングラスかけてる金きん髪ぱつのマフィアっぽい人、見たことない？　その人と鶴森先輩が、本物の槍やりとか刀持ってたってヤバイ噂うわさがあるんだよ」

「ういーっす」

　現実味も興味もない噂だ。気のない返事をする志信に少しムッとした様子で、国友は続けた。

「鶴森と雁ヶ音の二人には近づくなって、サークルの先輩からも言われてんの！」

「ただの噂だろ。そこまで行くと噓くせえよ」

「とにかく、さっき目つけられてたっぽかったし、マジで気をつけなよ。あ、私サークルに顔出してくるからここでね。個展頼たのんだからね！」

「そっちこそノート頼むぞ！　ホント頼むからなマジで！」

　お互たがいに懇こん願がんしあい、志信と国友は別れた。志信は欠伸あくびをしつつ、校門の外に出ようとした。

　その時。

「おいそこの貴様！　ちょっと待て」

　大声とともに突とつ然ぜん肩かたを叩たたかれた。
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　先ほどの精悍な男とは違う青年だった。ぜえぜえと肩で息をしていたが、不意にその顔を上げた。

　サングラスをかけた黒髪の男が志信の肩を叩いていた。

　まずはその顔や出いで立ちに驚おどろき、次いで背筋が凍こおり付いた。この人、もしかしてさっき国友が話してた『雁ヶ音先輩』じゃないだろうか。

「お、俺……ですか？」

　彼はかけていたサングラスを外し、志信を凝視してきた。美形と言っても過言ではないが、睨むような視線がそのすべてを台無しにするほど威い圧あつ的だった。

　志信が震ふるえながら一歩後あと退ずさると、マフィアの顔が先ほどの青年と同じように、強い目で志信を睨み、さらに詰つめ寄ってくる。

「逃にげようなどとは思うな。大人しくしていれば悪いようにはしない」

　フィクションの世界ではよく聞く文句だが、実際に強こわ面もての人間に言われ、志信は竦すくみ上がった。それ以上後退も出来ず、体を後ろに反らして恐おそる恐る尋たずねる。

「あ、あの……何？　俺に、何か……？」

　学校に来ていないうちに何かあったのだろうか。それとも学校をサボりすぎたせいで目をつけられたのだろうか。

　不意にマフィア顔の視線が志信から逸れ、彼の背後に向けられた。そこには先ほどの強面の青年がいた。鬼とかなんとか言っていた『鶴森先輩』だ。

「勝かつ、さっさとしろ」

「先ほどの話は事実だろうな、蘭らん？　噓うそ偽いつわりならば沈しずめるぞ」

「疑うんならてめえで確かく認にんしろボケ」

（沈めるって何!?　ってか俺一体何されんの……!?）

　身の危険を感じ、どうやって逃げだそうか考えていると、勝と呼ばれたマフィア顔の青年は志信に向き直り、声を上げた。

「失礼するっ！」

　する、のあたりで、勝は志信のパーカーのジッパーを摑つかみ、一気に引き下ろした。そして胸元を摑むと、左右に勢いよく開いた。ビッ、とどこかが破れる音がした。

「はっ……？」

　上半身の前面を剝むき出しにされ、志信は完全に思考が停止した。

　勝の視線は、志信の顔ではなく、胸元に向かっていた。彼の目に、花のような黒い模様が映っていることに志信は気づく。

「これはまさしく……織田木もつ瓜こう！」

　勝はよく通る声でそう叫さけんだ。

（おだも……？　さっきの人もそんなこと言ってたような。てか……この人これ見えんの!?）

　驚いていると、勝は志信に縋すがり付くように、胸に額を寄せてきた。

「ひいっ!?　なに!?」

　志信はサッと後退ったが、勝にしっかりとパーカーを握にぎりしめられ、中ちゆう途と半はん端ぱに半歩下がっただけになった。

　勝の体と声が震えている。

「わが、と……っ！　信……な……っ！」

「え？」

　混乱を極きわめた志信の頭はほとんど思考停止していた。しかし目の前のマフィア顔は志信の反応を認識していないらしい。そして突とつ然ぜん両目にぶわりと涙なみだを溢あふれさせると、

「の……信長様っ！」

　キャンパス中に響ひびき渡わたるような絶ぜつ叫きようを上げた。耳鳴りと共に志信の思考が再び停止した。そんな志信の体を、勝は抱だき締しめた。

「ようやく……ようやくお会いすることが叶かない、嬉うれしゅうございます！　我が殿との!!」

「……っ!?」

　涙で頰ほおを濡ぬらしたマフィアにきつく抱きしめられ、志信の口から声にならない悲鳴が迸ほとばしった。

　口をぱくぱくさせるが言葉が出ない。そんな志信などお構いなしに、勝は声を上げた。

「蘭。貴様の言った通り、このお方は殿だった──」

「いきなり何やってんだてめえは！」

　ブン、と強い風圧の音がして、志信は目を瞑つむった。同時に志信を抱きしめる腕うでが解けた。恐る恐る目を開けると、マフィアの顔は消え、目つきが鋭するどすぎる強面の青年が片足を上げて立っていた。……確かに鬼のようだ。

　マフィアがどこにいったのかはわからないが、志信はとにかく目の前にいる強面青年──蘭と呼ばれていた──に手を伸のばした。

「あ、あの、ひ、人違いなんです、た、助け……っ！」

「完っ全に怯おびえさせてんじゃねえか！」

　低い声が怒ど鳴なると迫はく力りよくが増した。志信がさらにびくつく前で、蘭と呼ばれた強面の青年は、地面を思い切り踏ふみつけた。地面からぐに、と変な音がして、志信も視線を落とし──蒼あおくなった。そこにはさっきのマフィアが転がっていた。さっきのブンという風圧は、蘭がこのマフィアを蹴けり倒たおした音だったようだ。

　勝はむくりと身を起こし、蘭を睨みつけて怒鳴り声を上げた。

「貴様、蘭！　何をするか！」

「うるせえ、てめえが何をしてんだボケが！」

　志信の頭の中が、警告音と一つの言葉で満たされる。

（逃げよう）

　今すぐこの場から。志信は踵きびすを返し、一歩を踏み出した。が、その瞬しゆん間かんに襟えり首くびを摑まれて元の位置に引き戻もどされた。

「おい待てやコラ。何逃げようとしてんだてめえ。話は終わってねえんだよ」

「な、何なんですかあんたら!?　だ、誰だれかー！」

　助けを求めて周囲を見回したが、皆みな何な故ぜか極力こちらを見ないようにして早足かまたは駆かけ足で通り過ぎていく。

　志信達から早足で通り去った男子学生二人の会話が聞こえてきた。

「……あれって、鶴森と雁ヶ音じゃね？　絡からまれてる奴やつ、ちょっとやばいんじゃ……」

「やめとけって。あの二人に絡まれてんだぞ。俺らまで殺されたらどうすんだよ」

（殺されんの俺!?）

　ちらりとこちらを向いた男子学生に、志信は救助の視線を送ったが、目が合った瞬間にダッシュで逃げられた。顔は覚えた。覚えてろ。

　志信は蘭に脂あぶら汗あせの浮ういた顔を向けた。

「あ、あの、絶対人ひと違ちがいですって。俺、あんた達のこと知らな──」

「人違いじゃねえよ。──いや、ありません」

　蘭は先ほどと同じように志信の前に立った。鬼おにのような顔で睨むわけではなく、強く、真しん摯しな目で志信を見つめてから、蘭は志信の足あし下もとに片かた膝ひざをつき、頭こうべを垂れた。

「お待ちしておりました、信長様」

　勝も一瞬遅おくれて、蘭と同じように跪ひざまずき、頭を垂れる。

　志信は呆ぼう然ぜんとして、二人の怖こわい青年のつむじを見つめていた。

　ここは大学のキャンパス内、しかも校門前である。周りの学生や教授の好こう奇きの視線が志信と青年二人に集中していた。

（何この状じよう況きよう？）

　何を言われているか、何をされているか、先ほどからうまく理解出来ない。

　何故「我が殿」とか「信長様」とか呼ばれ、跪かれているのか。現代日本で日常生活を送っていれば、こんな行こう為いを向けられることは一生ないはずなのに。

　呆然と立ち尽つくしていると、周囲の声が聞こえてきた。

「あれって、鬼の鶴森先せん輩ぱいとマフィアの雁ヶ音先輩だよね？　あの二人……何か、謝ってない？」

「あの二人に謝らせるって……あいつ誰？　何者？」

　周囲のざわつきが聞こえ、ようやく志信の体が動いた。

（……逃げる!!）

　我に返った志信は身体からだを百八十度方向転てん換かんさせ、自分が持ちうる限りの力で走り出した。校門を出てとにかく走る。

「殿、どちらへ？」

「てめえ、話は終わってねえだろ。どこ行くんだよ」

「ひいっ！」

　あっという間に距きよ離りを詰つめられて両りよう隣どなりに並ばれ、志信は情けない悲鳴を上げてしまった。

「お、俺にはねえっす！」

　なけなしの体力を振ふり絞しぼり、志信はさらに走るスピードを上げた。が、二人は平然とした顔でついてくる。休日は家どころかベッドからも極力出たくない完全インドア派な志信に対し、追ってくる二人は一目で何らかのスポーツ──あるいは格かく闘とう技ぎかもしれない──をやっているとわかる、筋肉で引き締まった身体つきをしていた。

「つ、ついて来んな！　何なんだよあんたら！　こんなことになるなら家にひきこもってるんだった！」

　突とつ然ぜん蘭に手首を摑まれ、腕が抜ぬけそうになった。この際脱だつ臼きゆうしても構わないと、志信は腕を引いて彼らから逃のがれようとしたが、摑まれた腕はびくともしない。

「は、放せよ！　俺、金なんて持ってねえから！　宗教も結構です！」

「カツアゲでも宗教の勧かん誘ゆうでもねえよ！　ちったぁ話を聞け！」

「そ、そう言って事務所に連れてって、幸せになれる壺つぼとか買わせるんじゃねえのかよ!?　田舎いなか者の俺だってそんなことぐらい知ってんだからな！　俺は無宗教です！」

　志信がそう言った瞬間、傍そばにいた勝の顔色が変わった。志信の顔を覗のぞき込み、じっと見つめてくる。

「無宗教……つまり、神も仏もいないと仰おつしやるのですか……？」

「俺はそんなの信じてねえの！　だからもう解放してくださいお願いしますホント！」

　必死に無宗教を主張する志信に、目の前に来た勝は驚おどろきの表情をした。彼はパッと顔を明るくして、目を潤うるませながら背中を反らせて空を仰あおいだ。バネのように背中を戻し、志信に顔を近づけ、叫さけぶように言った。

「殿！　やはり生まれ変わってもその無神論はお変わりないのですね！　そうです殿！　あなたが私達が崇あがめる唯ゆい一いつの仏であり神なのですっ!!」

（この人怖こえぇ……っ!!）

　今までは殺されるのではという、物理的な恐きよう怖ふだったが、途と端たんに宗教臭くさい、精神的な恐怖が志信を襲おそってきた。最近の新興宗教はカモを神として崇めるという文句で勧誘するのだろうか。

　志信がさらに怯えると、勝の背後で蘭が拳こぶしを振り上げた。

「お前はちょっと黙だまってろ！」

　蘭の目が、志信を見た。光の加減のせいか、ギラリとその目が光ったように見えた。その目を見た瞬間、志信は本能のままに全速力で走り出した。

（殺される……！）

「おい、待てって！」

　蘭の低い声が志信を呼び止めたが、もちろん志信は足を止めない。とにかく逃にげなくては。

　全力で走り、細い路地に入る。すると前方に、自転車を押す警官の姿が見えた。

　天の助けとばかりに、志信はその警官に向かって叫んだ。

「おまわりさん！　助けて下さい！」

　志信は警官の元まで走りきると、彼にすがりついた。あの二人から志信が一人で逃げられるとは思えない。

　必死に懇こん願がんする志信の様子に、警官の顔にも緊きん張ちようが走った。

「どうしました!?」

「変なこと言う男の人達に追われてるんです！」

「おいコラ！　勝はともかく、俺を変人扱あつかいするんじゃねえ！」

　追いついてきた蘭と勝が驚きよう愕がくと怒いかりの声を上げると、志信は警官の後ろから二人に怒鳴る。

「どっからどう見ても二人とも変人だろ！」

　警官も志信を見て、咄とつ嗟さに志信を護まもるように背後にした。

　勝が焦あせりの表情で、警官の後ろに回った志信を見つめた。

「さ、先ほどの無礼は心よりお詫わび致いたします。望まれるなら自害も辞しません！　ですからどうか、今は話を聞いて下さい」

「宗教勧誘は間に合ってます！」

「だから宗教勧誘じゃねえっつーの！」

　志信は自分を結構温おん厚こうな人間だと思ってる。しかし初対面で何故か服を脱ぬがされ、いきなり神と崇めてくる人と対話をしたいと思うほど警けい戒かい心しんがないわけではなかった。

　蘭が苛いらついた表情で志信を睨にらみ、低い声で怒ど鳴なりつけた。

「てめえ……いい加減にしとけよ。こっちは説明するっつってんだろうが。てめえは大人しく聞きゃいいだけの話だろうが」

「せ、説明って何をどう説明する気だよ!?　か、身体に叩たたき込むってこと!?」

「違ちげぇよ！　さらに誤解を招くようなこと言うんじゃねえ！」

　蘭が怒鳴りつけると、警官が志信をさらに後ろに押しやった。

「それ以上近づくな！　君は下がっていろ、私が守ってやるからな！」

「おまわりさん……！」

　警棒を構えて志信の前に立つ警官の姿に感動し、志信は思わず泣きそうになる。小さい頃ころに憧あこがれたおまわりさんそのものだ。女の子だったらきっと恋こいに落ちていた。

「お、お願いです！　どうか話を聞いて下さい、殿との！」

「殿って何!?　絶対人違いだから！　俺ノブナガって人じゃないもん！」

「いいえあなたは間ま違ちがいなく信長様です！　その胸むな元もとの織田木もつ瓜こうが証しよう拠こなのです！」

「おい、勝！」

　蘭がひときわ大きな声で勝を怒鳴りつけた。勝はその声に我に返り、サッと顔を蒼あおくした。蘭が大きく舌打ちする。

「このボケが。まぁ、どうせわかりゃしねえだろうが、お前がそういうこと言うから変人扱いされるんだよ。ちったぁ気をつけろ」

「信、長……？」

　警官がぽかんとして呟つぶやいた。志信は背後から警官に説明する。

「あの人達、俺のこと信長って人と勘かん違ちがいしてるんです！　俺の名前は……」

　不意に警官が志信を振り返った。彼の視線は志信の顔から、胸元へ向けられていた。それと同時に、彼の目が見開いた。

「その家か紋もんは……織田木瓜！」

　彼の目は正義に燃える目ではなく、志信が見たことのない、暗く淀よどんだ目をしていた。

「え？　な、何……っ？」

　全身から血の気が引き、鳥とり肌はだが立った。警官は明らかに志信を敵視していた。

　震ふるえる足で後あと退ずさるが、彼の目の暗い色はより濃こさを増した。

「お、おまわりさん……？」

「よもやこのようなところで遭そう遇ぐうしようとは……！」

　警官は身体を百八十度反転させ、志信に向き直った。志信はさらに後退ろうとしたが、地面の凹おう凸とつに足を引っかけ、尻しり餅もちをつく。

「あいつ、関係者か！」

　警官の後ろから、蘭と勝がこちらへ走ってくるのが見えた。二人に気付いた警官は、警棒を蘭と勝に向かって薙なぎ、もう片方の手を腰こしに回した。そしてその手を志信に向けた。蘭と勝の動きがぴたりと止まった。

「近づくな」

　警官は二人に静かにそう言った。志信の目の前には、黒い銃じゆう口こうが突つきつけられている。丸い銃口を、志信はぽかんと見つめ、首を傾かしげた。

「……本物？」

　案外小さいと、緊きん張ちよう感かんもなく思いながら、志信は一応両手を挙げてみる。

「てめえ……ここでやろうっていうのか」

「どこであろうと、信長を討うったとあれば俺は英えい雄ゆうになれる」

　今までの正義感溢あふれる顔から、歪ゆがんだ笑え顔がおになった警官は、志信を見下ろした。

「織田信長……御首級みしるし、頂ちよう戴だい仕つかまつる！」

「……ん？　何？　俺味み噌そ汁しるなんて持ってねえっす」

「み・し・る・し、だ！」

　警官は怒ど号ごうを上げ、銃を持つ手に力を込めた。その引き金が絞られる前に、警官の手に拳大のコンクリートの欠片かけらが当たった。

「蘭！」

　コンクリートの欠片を投げたのは勝だった。銃を取り落とした警官の前に蘭が走り寄る。長い脚あしが警官の腹を蹴けり上げ、警官は後方へと吹ふっ飛んだ。

　状じよう況きようが把は握あくできず、志信はぽかんとしていた。目の前に立っている蘭の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見つめる。何で今度は、警官が攻こう撃げきしてきて、蘭に護られているんだ？

　蘭は警官が取り落とした銃を足で踏ふみつけ、志信を振ふり返ってきた。

「……御首級ってのは、首のことだ。お前の首が欲しいんだよ、そいつは」

「く、首って、警官が!?」

「……やっぱり、記き憶おくがねえのか」

　ぼそりと呟く声が聞こえると同時に、後ろで警官が起き上がった。蘭は素す早ばやくそちらに身体からだを向け、志信の襟えり首くびを摑つかんで、背後の勝に言った。

「おい勝、この警官は俺一人で十分だ。お前はこいつを守ってろ」

　蘭に肩かたを摑まれたかと思うと、背後に突き飛ばされた。次の瞬しゆん間かん、背中と肩に感じたのは、人の体温だった。

　咄嗟に瞑つぶってしまった目を開けると、そこには勝の強こわ面もてがあった。よろめいた志信の体を、彼がしっかりと抱だき留とめてくれていた。

「あ、ありがと……です」

　志信が戸と惑まどいながらそう言うと、勝は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。顔は怖こわいが笑い方は優やさしい。

「勿もつ体たいないお言葉です」

　志信の体に怪け我ががないことを確かく認にんすると、勝はホッとした様子で表情を緩ゆるめた。が、すぐさま蘭を睨みつけた。

「蘭、貴様ぁ!!　殿のお身体だぞ！　もっと丁てい重ちように優しく扱わんか！」

　勝は志信の身体をしっかり抱いたまま──つまり逃げられない──蘭に怒鳴りつけた。

「蘭！　殿の御おん身みは私に任せろ！　そいつに我が殿の首を狙ねらったこと、しっかり後こう悔かいさせてから醜みにくく殺せ！」

「言われなくても殺やるっつーの」

　勝の言葉に、蘭も至し極ごく当然のように答えた。

（今怖い台詞せりふが聞こえた気が……じょ、冗じよう談だん、だよな？）

　冗談だと思いたかったが、勝も蘭も真しん剣けんのようだ。いや、ゲームの中ならともかく、現実世界で殺すだとか殺されるだとか、そんな話をするだろうか。警官なんて殺したら確実に捕つかまるのに。

「織田に喧けん嘩かを売るってことは、俺に喧嘩を売るってことだ。それをよーく覚えといてもらわねえとなぁ……！」

　おびえの表情を浮うかべた警官にニヤリと笑い、蘭は指を鳴らした。

「さぁて、お前は何点の価値があるだろうなぁ？」

　どこか楽しげにそう言って、蘭は警官との距きよ離りを詰つめた。見ているだけでも、蘭の威い圧あつするような異様な空気がわかった。警官の顔には脂あぶら汗あせが浮いている。

「き、貴様……っ、何者だ」

　警官の問いかけに答えようと、蘭は口を開きかけたが、何な故ぜかその前に、志信を確認するように一いち瞥べつした。

「信長様一の忠臣、森もり乱らん成なり利とし──森もり蘭らん丸まるの方が通りがいいか？」

　蘭は何故か警官ではなく、志信に向かって名乗っているような気がした。

　蘭の名前を聞いて、警官は途と端たんに怯おびえの表情を消し、鼻で笑った。

「ふん。ただの小こ姓しよう風ふ情ぜいが偉えらそうに」

「そういうてめえは何者だ」

「小姓ごときに答える名はない」

「答えられるほどの名前じゃねえようだな」

　蘭がそう言い切る前に、警官は即そく座ざに立ち上がり、蘭の懐ふところにタックルをかけた。しかし蘭は身体をひねる程度の動きで避よけ、警官の腕うでを摑んで背中に回し、彼を拘こう束そくしていた。

「ぐあ……っ！」

　心底残念そうに、蘭は長いため息をつき、失望の目で警官を見た。

「……こりゃ首を飛ばしたところで、一点にもなりゃしねえ雑魚ざこだな」

「何をしている蘭！　さっさとそいつの臓物を引きずり出せ！」

　志信は勝の叫さけんだ恐おそろしい言葉の意味を考えないことにした。ちなみにまだ志信は勝に支えられている。いい加減もう離はなしてもいいと思うのだが、疲つかれてしまったので抵てい抗こうも諦あきらめていた。

　蘭は警官の腹に膝ひざを入れ、拘束していた腕を放した。倒たおれ込んだ警官に、蘭は雷らい鳴めいのような声で言った。

「今回は見み逃のがしてやる。だが、次に我が主君、織田信長公に危害を加えるようなら、まずは俺が相手だ」

「これだけ派手に騒さわいだのだ、こいつが信長の生まれ変わりだと他ほかの者達にも広まったに違ちがいない！　貴様らは各方面から命を狙われるだろうな！」

「ハッ、上等！　名乗りを上げる手間が省けたってもんだぜ」

　蘭がニヤリと笑ってそう言うと、警官は舌打ちしてその場から走り去っていった。

　警官の姿が見えなくなってから、蘭は頭をかき、志信と勝の前に戻もどってきた。

「……あーしまった。つい喧嘩買っちまった」

　その途端、勝が蘭に怒ど鳴なりかかった。

「蘭、何故逃にがした！」

「ああ？　ここで殺せるわけねえだろボケ。今日は俺、槍やり持ってねえしよ。御首級頂戴仕るとかクソ偉そうなこと言うから、てっきりあいつが武器持ってるかと思ったんだが、持ってなかったしな」

「……『こちらの世界』だろうと関係なく、信長様を殺したいということか」

（こちらの世界？）

　勝がよくわからない単語を言ったが、蘭の鋭するどい目に見下ろされ、そんな疑問は吹き飛んだ。

「もっとも──こいつが本当に信長様だったらの話だが」

　わけのわからない二人の会話を、今さら理解出来るとは思えない。志信が願うことはただ一つだった。

「だから違うって。っていうかマジでもう帰して……そして放して」

　疲れ切った声でそう言うと、ようやく勝は志信を支えていた腕を離した。

　勝は顔を引き締しめ、志信の前に再び片かた膝ひざを突いて言った。

「しかし殿との。どこにあなたを狙う輩やからが潜ひそんでいるかわかりません。私達も気をつけますが、殿も十分にお気をつけてください」

「いや、ただの大学一年生を狙う奴やつなんていな──」

　そこまで言って、志信ははたと蘭と勝を見上げ……頭を抱かかえた。

「ここに二人いた!!」

「別に狙っちゃいねえよ。──だがよ、勝。こいつにあるのは織田木もつ瓜こうだけだ。こいつ、記憶どころか予備知識すらなさそうだぞ」

　蘭がそう言うと、勝もサングラスの奥で渋しぶい顔をして頷うなずいた。

「私も、先ほどからどうも殿の言動がおかしいとは思ってはいたのだが……」

「おだもっこー？」

　どうやらこの胸の痣あざの模様は、織田木瓜という名めい称しようがあるらしい。志信がぽかんと繰くり返すと、蘭が疲れたようなため息をついた。

「とにかく、場所を移すぞ。いつまでもここにいるとまた狙われるかもしれねえ」

「そうですか。じゃあ俺はこれで！」

「待てコラ」

　志信は隙すきを見て逃げようとしたが、パーカーのフードを蘭にしっかりと摑まれていた。やはりまだ解放してはくれないらしい。

「もういいじゃん人ひと違ちがいだって……俺はただのひきこもりのゲーマーです」

「狙われんのはてめえだっつってんだろ。死にたくなけりゃ一いつ緒しよに来い」

　ぐったりしながら、それでも志信は肩かた越ごしに蘭を振り返った。

「何で俺が狙われんの？」

「それを今から説明してやる」

「蘭！　殿のお身体を粗そ末まつに扱あつかうなと何度言わせる！」

　勝がそう言って怒鳴るが、蘭は聞いていないようだ。志信を見下ろしたまま、低い声で言った。

「あの変態にお姫ひめ様抱だっことやらで連れられてくるか、俺に首根っこ摑まれてくるか、自主的についてくるか、それとも……逃げるか？」

　逃げたらどうなるかは、蘭の凶きよう暴ぼうなオーラが物語っていた。

　ふと勝を見ると、サングラス越ごしにもわかるほどに、目を輝かがやかせていた。

「お姫様抱っこ……！　私が、殿を……!?」

「こいつはやる気満々のようだが、どうする？」

「殿！　遠えん慮りよなさらないで下さい！　私が殿を翼つばさの折れた天使の如ごとく優やさしく──」

「自分で歩きます!!」

　怖いことを言い出した勝の言葉を大声で遮さえぎり、志信は先に歩き出した蘭の背中についていった。その後ろで勝が明らかにがっかりしているのは見なかったことにした。
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　志信は蘭や勝と呼び合っている二人に、校舎の外れの空き教室に連れてこられた。周りの教室で授業をやっている様子もなく、人通りもない。

　これでは助けを呼ぶ声も聞こえないんじゃないか。男でも防犯ブザーか何かを携けい帯たいしておくんだった──そう志信が後こう悔かいしている前で、蘭と勝という先せん輩ぱい二人は、今さら自己紹しよう介かいを始めた。

　蘭と呼ばれている、何の小細工もなく鬼おにのような強こわ面もての青年は静かに名乗る。

「史学科の三年の鶴森長たけるだ。んでこっちは──」

　勝というらしいマフィア青年は、サングラスを外し、眼鏡をかけ直して姿勢を正した。室内ではサングラスだと暗いのだろうか。

「雁ヶ音勝しよう二じと申します！　蘭と同じく史学科の三年生です。ようやくお会い出来て光栄です、殿！」

　名乗った後、勝は「殿のお名前は？」と、口にしなくてもわかるほどの期待の目を志信に向けてきた。名前を教えてしまって大だい丈じよう夫ぶなのかと志信が口ごもっていると、蘭の鋭い眼光から「言え」と無言の圧力を感じ、観念して口を開いた。

「瓜巣志信……。社会学科の一年……っす」

　言いながら、志信は蘭と勝から徐じよ々じよに距きよ離りを開けた。

　蘭が勝を見て、少々嫌けん悪お感かんの見える顔でため息をついた。

「お前のその変態的な態度をどうにかしろ。完全に怯おびえちまっただろ」

「何だと？　怯えているのは貴様の顔とその横おう柄へいな態度にだ！　改めろ！　殿の御ご前ぜんなのだぞ！」

（両方だよ……）

　志信からすれば、種類は違うがどちらも恐きよう怖ふの対象であることは間ま違ちがいない。

　二人は一緒に志信のところへやって来たが、あまり仲は良くなさそうだ。今も睨にらみ合いを続けている。

「それであの……俺が信長ってどういうことっすか？　そういう遊び？」

　勝は蘭との睨み合いをやめ、志信を寂さびしげに見つめた。

「……本当に、覚えていらっしゃらないのですね」

　勝がそう言う隣となりで、蘭が志信の胸むな元もとを指さした。

「その胸元の模様、お前以外には親にすら見えなかったんじゃねえか？」

「な、何で知ってんの？　てか、先輩達には見え……てる？」

「その模様は、転生した奴にしか見えねえんだよ」

「テン、セイ……？」

　頭の中で漢字変へん換かんが出来ないでいると、勝が答えた。

「生まれ変わりのことです。私の以前の名は、柴しば田た勝かつ家いえという、織田信長様に仕える戦国武将だったんです。蘭も同じく、森成利……森蘭丸という、信長様の小こ姓しようでした」

　勝も真しん剣けんな表情でそう言ったが、志信にはさっぱり理解出来なかった。遠い目をして、ぼんやりと答える。

「へー。そうなんだー」

「全っ然理解してねえうえに、全っ然興味ねえだろ」

　隠かくしても仕方がない。志信は素す直なおに頷いた。とりあえず今わかったことは、蘭と勝という呼び名が、蘭丸と勝家から来てるということぐらいだった。

　蘭は疲つかれたようにため息をついてから、鋭い目で志信を見た。

「記き憶おくがねえなら理解出来ないのも無理はねえが、お前はこれから命を狙ねらわれることになる」

「は……？　いきなり何？　何で俺が命狙われんの？」

　志信が尋たずねると、勝が誇ほこらしげな顔で言った。

「信長様は戦国の覇は者しやだからです。当然、他ほかの者達からは天下取り最大の脅きよう威いとなるのです」

「戦国の覇者？　天下取り……？　すいません、俺、日本史ってさっぱりわかんなくて。織田信長は……なんとなく、名前は知ってるけど」

「ああ？　何した人物かぐらいは知ってんだろ」

「えー？　えーっと、うーん……関ヶ原の戦いで、頑がん張ばった人？」

「ナメてんのかてめえ」

「いだだだだ！　何で!?」

　とりあえず有名な戦いを適当に答えた途と端たん、蘭が志信の顔面をきつく摑んできた。アイアンクロウから必死で逃のがれると、勝が口元を押さえて涙なみだを浮うかべていた。

「殿とのっ！　やはり、関ヶ原の戦いにも参戦されたかったのですね！　お労いたわしい！──いえ、殿がご存命であれば、あのような戦いも起きなかったというのに！　あの金きん柑かんハゲ、もし今生で遭そう遇ぐうしたら磔はりつけにしてやる……！」

　たった今人を殺してきたような顔で、誰だれかに対して憎ぞう悪おの言葉を吐はく勝に、志信は当とう惑わくして声を上げた。

「え？　何かすげえ超ちよう解かい釈しやくされた！　てか、信長って関ヶ原の戦い出てねえの？　俺でも知ってるぐらい有名な戦いじゃん。何してたの？」

「何してたって言われると……死んでたな？」

「一つも当たってなかった！　さすがに恥はずかしい……」

　志信は真っ赤になって顔を覆おおった。中学から歴史で躓つまずいた志信は、「歴史なんて出来なくても未来さえ見み据すえていればいい」と開き直っていた。しかしここまでの恥はじを晒さらすと、さすがにもっと勉強しておくんだったと後悔した。

　しかしやっぱり後悔しても遅おそいので再び開き直り、志信は蘭と勝にはっきりと言った。

「とにかく俺、日本史では赤点しか取ったことがないので、そういう遊びとかサークルは出来ません。さようなら！」

　そう言い捨てて勢いで教室を走り去ろうとしたが、即そく座ざに蘭に襟えり首くびを摑まれた。

「待てやコラ。遊びでもサークル勧かん誘ゆうでもねえんだよ」

「金も持ってません！」

「だからカツアゲでも宗教勧誘でもねえっつってんだろボケ！」

　志信の頭をスパンと痛くない叩たたき方をして、蘭は志信の身体からだを自分の方へ向かせ、その胸元をトン、と人差し指で押した。

「お前は織田家の家か紋もん、織田木もつ瓜こうを持っている。俺達の主君、織田信長様……かもしれねえんだ。まだ確証はねえがな」

「かも、ではない。私の、柴田勝家の魂たましいがこの方が殿だと言っている！　間違いない！　貴様もそう感じたのだろう、蘭。血相を変えて私の元へ走ってきたではないか！」

　勝がそう言うと、蘭は舌打ちして視線を虚こ空くうに彷徨さまよわせた。志信の目には、何な故ぜかその様子が寂さびしそうに見えた。

「……俺は信長様だって確たる証しよう拠こがねえ限り、この最後の人生を預ける気にはなれねえな。そこまで俺の命は安くねえんだよ」

「何を強ごう情じようになっているのだ……」

　蘭と勝は、睨み合うというには少し弱い視線を交かわし合う。

「いやいや待って待って。命って何？　人ひと違ちがいで重い話しないで欲しいんだけど」

「人違いではありません。何よりその織田木瓜が、あなたが織田信長様であるという証あかしなのですから」

　勝は大おお真面目まじめな顔で言うが、話に一向についていけない。志信は現実から逃にげるためか、眠ねむ気けを感じ始めた。しかし二人の顔は真剣だ。おまけに逃げられない。志信は薄うす目めとやる気のない声で、蘭と勝に尋ねた。

「えー。じゃあさぁ、先輩達にも、このおだもっこー？　みたいなのあるの？」

「よくぞお聞き下さいました！　柴田の二つ雁かり金がね、しかとこの胸に！」

　ボタンを三つ四つと外し、シャツの前立てを引っ摑つかむと、勝は左の胸元を見せた。

　勝の左胸には、鳥が二羽わ、縦に並んで飛んだような紋もんがあった。

「いや、そんなわざわざ脱ぬいで見せてもらわなくても……」

「蘭、貴様も早くお見せしろ！」

　蘭もＴシャツの袖そでを捲まくり上げ、右の肩かたを見せた。そこには鶴が翼つばさを広げた姿があった。

「見えますよね、殿！」

「見えねえよ？」

　志信の言葉に、蘭も勝も目を瞠みはった。志信は二人を見ないようにして立ち上がり、出口へと歩き出した。

「もういいですか？　俺単位やばいから、勉強しなきゃなんで」

「そ、そんな！　見えないはずがありません！　もう一度よくご覧下さい！」

　勝はそう叫さけび、志信に追いすがって左胸を押しつけるように寄せてきた。

「ちょっ、胸むな板いた寄せないで……！」

「殿にならどこを見られても構いません！」

「いや俺が見たくねえよ！」

　机に倒たおれ込むようにして逃げていた志信に、勝は悲ひ愴そうとも言える表情で見下ろした。

「本当に……本当に見えないのですか……!?」

「見えねえってば。ホント早く帰して……」

　さらに詰つめ寄ってくる勝の後ろから、蘭が諦あきらめのため息と共に言った。

「もういいじゃねえか勝。見えねえってんなら、そいつは違ちがうんだろ」

「だ、だが……っ！　私たちには、殿の家紋が、織田木瓜が見えるのだぞ!?」

　勝を志信から引き剝はがし、蘭は教室のドアを指した。

「もういい。行け。引き留めて悪かったな」

「そ、それじゃ……」

　後あと退ずさりしながら、志信が背を向けたその時、蘭は突とつ然ぜん勝に言った。

「前から思ってたけどよー、俺らの家紋、『ころよう』っぽいよな」

「『ころよう』？　何だそれは？」

　超ちよう有名な妖よう怪かい育成ゲーム『ころよう』──正式名めい称しよう『ふところようかい』──の名前に、志信は反射的に振ふり返った。もちろん全シリーズやりこんでいる。

「俺もそれ思った！　勝先せん輩ぱいのが進化前で、蘭先輩のが進化後って感じ！」

　志信が笑え顔がおでそう答えると、蘭と勝は真顔になって志信を見た。

「……あ」

　笑顔のまま固まっていると、蘭は怒いかりの目で、勝は半泣きになりながら詰め寄ってきた。

「どうして噓うそをつくのですか殿！」

「やっぱ見えてんじゃねえか！」

「だ、だって見えてるって言ったら面めん倒どう臭くさいことになるの目に見えてるじゃん……！」

　勝とのこれ以上の密着を両手で防ぎながら、志信は二人から目を逸そらす。どっちも怖こわい。恐きよう怖ふの種類が違うけど、とにかく怖い。

　しかし勝は志信の言葉など聞いておらず、マイペースに叫んだ。

「殿！　これであなたが転生者だと証明されました。記き憶おくはなくとも、やはりあなたは信長様なのですよ！」

「どうでもいいけど半はん裸らであんま寄らないで！」

「どうでもよくはございません！」

　興奮する勝の言葉が途と切ぎれたその合間に、蘭の低い声がした。

「俺はこれが見えた程度で認めるほど甘かねえぞ、勝」

「貴様、何を言うのだ蘭！」

「勝先輩、とりあえず服着ようよ」

　志信がそう口を挟はさんだが、勝は蘭と睨にらみ合って動こうとしない。目の前にいつまでも男の胸板があるのは目に痛かった。

「こんなヒョロヒョロのガキが、あの残ざん虐ぎやくな第だい六ろく天てん魔ま王おうなわけねえだろ。記憶も持ってねえことが証拠だ。何かの間ま違ちがいで、織田の血を引く奴やつがわけもわからず転生しちまったんだろ」

「そういうことでしょうね。じゃあそういうことで！」

「お待ち下さい殿！」

　志信は蘭の言葉にしっかり頷うなずいて走り出したが、今度は勝に捕つかまった。

「もうやだ……誰か助けて！　俺可か哀わい想そう！」

　志信が悲ひ嘆たんに暮れてそう叫ぶと、蘭から苛いら立だった怒ど号ごうが飛んできた。

「信長様なら逃げるな！　助けを乞こうな！　自分を憐あわれむな！」

「この状じよう況きようでその三つをやるなという方が間違ってる！　っていうか、信長じゃないって言ったの蘭先輩じゃん？　言ってること矛む盾じゆんしてるけど」

「っ……！　うるせえな。織田木瓜を持ってる奴がって意味だよ！」

　志信がふて腐くされて言うと、蘭は気まずそうな顔をした。唇くちびるを親指で撫なでて誤ご魔ま化かすような仕草をしてから、蘭は志信に向き直った。その表情は真しん剣けんだった。

「信長様でないにしろ、その織田木瓜を持っているからには、お前は命を狙ねらわれることになる」

「だから何でさ？」

「殿との自身に恨うらみはなくとも、織田信長の首を獲とったという箔はくがつくのです。他ほかの武将どもがこぞって殿を狙ってくるに違いありません」

「そんな馬ば鹿かな。俺、信長なんて言われたの初めてなのに。何で俺が狙われんの？」

「先ほど私と蘭が、あの警官相手に名乗りを上げたからです！」

　マフィアな顔に笑みを浮うかべ、勝は誇ほこらしげにそう言った。その隣となりで蘭もまた、満足そうに頷いている。

「……うん？」

　志信はぽかんとした後、じっくりと勝の言葉の意味を考え、そして意味を理解した。その瞬しゆん間かん、全身の血が引いていく音がした。志信は顔を蒼あおくして二人に詰め寄った。

「それってつまり、俺の命が狙われるのは先輩達のせいってことじゃねえの!?」

「いえ、恐きよう縮しゆくながら私どもは、殿が名乗りを上げる手間を省かせていただいただけです」

「いや俺が信長だなんて決まってねえじゃん！　何、人違いで勝手なことしてくれてんの!?」

「ほぼ百パーセント確定なので大だい丈じよう夫ぶですよ、殿！」

「俺の命が大丈夫じゃねえよ!!」

　勝に怒ど鳴なってから、志信は近場の机に両手を突ついてうなだれた。

「そ、そんな……。俺、超ちよう絶ぜつ平へい穏おんに暮らして来たのに。命狙われるとか、う、噓だろ……。家から出るんじゃなかった……」

「ご安心ください殿！　私が必ずお護まもりしますから！」

　ガシッと両手を握にぎられ、目の前に勝の輝かがやかんばかりの笑顔があった。まったく信用ならない。第一、巻き込んだのは誰だれだ。

「……それに、今の京都は俺達にとっちゃ物ぶつ騒そうだ」

　鼻歌まで歌い出しそうな勝に対し、蘭はじろりと志信を睨み、重苦しい低い声で言った。

「あの連続死体遺い棄き事件まで知らねえとは言わねえだろうな？」

　鋭するどい視線に気け圧おされながらも、志信は頷いた。

「そりゃまあ、トップニュースだし一応。ああ、あれも体に家か紋もんが描かかれてるって言ってたっけ。でもあれは、俺達みたいな痣あざじゃないでしょ？　確か、被ひ害がい者しやの血で描かれてるとか……」

　あの事件とこの話がどういう関係があるのだろう。蘭は鋭い目をしたまま続けた。

「被害者の何人かには、俺達と同じような家紋があったんだよ」

「え。まさか先輩達……死体を、見たの？」

　志信が問うと、蘭は汚きたないものを吐はき捨てるかのように言った。

「……犯人がご丁てい寧ねいに、人目に付く場所に遺棄してるからな。頑がん張ばって調べなくとも、クソみてえな根こん性じようの奴らがネットに写真上げてんだよ」

「うえ……マジで？」

　事故現場にカメラを向ける現代人がよく話題になっているが、死体まで撮さつ影えいする者までいるのか。その神経を考えて、志信は背筋が寒くなる。

「無論、方々に手を伸のばして裏は取ってありますよ」

（どの辺に手を伸ばしたのかは訊きいちゃいけないな、うん）

　顔を蒼くして志信は内心で強く頷いた。世の中知らない方がいいこともある。こっちはこっちでまた背筋が寒くなる。

　ホラーゲームなど目じゃない寒さで肝きもを冷やす志信の前で、蘭が続けた。

「あの事件の被害者の大半は、転生した奴らだ。加害者は転生した奴らを狙って殺している。今日のことがなくても、いずれお前は命を狙われることになったかもしれねえ」

「でもこの胸むな元もとの家紋を見せなきゃいい話でしょ？　今までそんなこと言われたことないし」

「そうかもしれねえが、いずれバレただろうよ」

「でもやっぱ巻き込んだの先輩達じゃん！──あ」

　蘭に叫さけんだ直後、志信はふとあることに気づき、声を上げた。

「ねえ先輩方。この大学に他にその……被害者になりそうな人っている？」

「転生している奴ってことか？」

「まぁ、先輩達の言葉を借りるならそういうこと。もしかして、すでに行方ゆくえ不明になったりしてない？」

　転生やら戦国やら、そんな話はよくわからないが、事実行方不明になっている者がいて、その調査──と言っては大おお袈げ裟さすぎるが──を頼たのまれた身としては、一応情報は集めておきたい。

　勝は首を傾かしげたが、蘭の方は目を細めた。

「……種島か。行方不明だったな」

「知ってんの？　やっぱその……転生者ってやつ？」

「俺もあの講師の授業取ってるからな。噂うわさでは行方不明だって聞いてる」

「しかし転生者かどうかの確証は得られていません。私達も相手に知られないよう過ごしていますし……しかし、可能性はあります」

　勝もそう言うと、蘭は志信をじっと見み据すえてきた。

「何か知ってんのか、お前？」

「いや、その種島先生ってのが、友達の親しん戚せきらしくて。俺も授業のノート写す代わりに、居所探すの手伝えって言われちゃったんだよ。面めん倒どうなことに」

「手伝えって、何をだ？」

「その先生、絵画の個展に行った後いなくなったらしくてさ。その絵画もオカルトチックな噂があるとかで、その個展になんか手がかりがあるかもしれないから、行ってきてくれって頼まれたんだよ。そいつホラーが死ぬほど苦手だからって」

　志信がそう言った後、蘭は何かを考え込んでいた。そして顔を上げると、志信に言った。

「俺も行く」

「え!?　何で先せん輩ぱいが？」

「さっきから言ってんだろ、お前は命を狙われてんだ。それに、その個展ってのも気になる」

　蘭がそう言うと、勝も声を上げた。

「何を貴様一人でお供につこうとしている！　殿、私も参ります！」

「二人ともやだよ！　気になるんなら勝手に行けばいいじゃん」

「お前なぁ……何っ回同じこと言わせりゃ理解するんだ？　お前は命を狙われてんだよ。お前みてえな白もやしが一人で歩いてたら、どうぞ殺して下さいって言ってるようなもんだろうが」

「……つ、つまり？」

　志信が恐おそる恐る訊くと、蘭は当然という顔で言い放つ。

「俺が護衛してやるっつってんだ。少なくとも、お前が本当に信長様かどうかわかるまではな」

　蘭の言葉を聞いて、勝が眉まゆ尻じりを吊つり上げて叫んだ。

「この方は信長様に決まっている！　殿を信用出来ぬような輩やからが護衛など笑しよう止し千せん万ばん！　殿の護衛は私がする。貴様は引っ込んでいろ！」

「てめえこそ引っ込んでろや変態。てめえ程度じゃ殺されるだけだ」

「誰が変態か！　ならばどちらが殿の護衛に相応ふさわしいか、ここで試ためしてみるか!?」

（どっちも嫌いやだ。怖こわすぎる……！）

　睨にらみ合う二人を見てそう思っていると、突とつ然ぜん勝が志信に向き直り、両手をぎゅっと握ってきた。

「殿、私はあなたが信長様だと信じております！　今生こそ、天下をその手に！　そして私に殿の天下をお見せ下さいね！」

　突然熱心な目でそんなことを言われて、志信はきょとんとしてしまう。

「は？　え？　天下って何？　別に俺、そんな大層なもんいらねえよ？」

「な、何と……!?　天下に興味がないと仰おつしやるのですか!?」

「興味がないっていうか……平和な現代日本で天下の意味がわかんねえし。俺はそんなわけわかんねえもんより、前期の単位が欲しい。あー！　そうだよ俺帰って勉強しねえとホンットやばいんだって！　お願いですから帰して下さい!!」

　頭を抱かかえて志信は懇こん願がんした。志信にはどうしても単位を取得しなければならない理由がある。切実な願いだったのだが、状じよう況きようは悪くなるだけだった。

「──天下が、いらねえだと……？」

　蘭の低い声がして、志信は彼を見上げた。鋭く睨むその目だけでなく、彼の全身から迸ほとばしる気き迫はくのようなものが、志信に重くのし掛かかってくる。怒いかりを押し殺したような低い声で、蘭は言った。

「天下がいらねえとは、やっぱり、てめえは信長様じゃねえみてえだな……っ」

　蘭の形相は今すぐにでも「噓うそです俺が信長です」とでも言いたいぐらいに恐ろしかったが、認めてしまったら最後、何を要求されるかわからない。声を振ふり絞しぼって、志信は蘭に言い返した。

「だ、だから！　最初からそう言ってるじゃん！」

「……そうかよ」

　やけに静かにそう言って、蘭は一度目を伏ふせた。次に瞼まぶたを開いた時には、その鋭い目で志信を睨みつけていた。

「信長様じゃねえんなら、こんな腑ふ抜ぬけを護る意味はねえな。信長様がいねえなら、俺が天下を取ってやる」

　志信が何も言えずにいる傍そばで、今度は勝が目を瞠みはった。蘭の言うことが信じられないという顔で、彼は震ふるえる声で言った。
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「蘭……貴様、それは殿とのに弓引くということか!?」

「ああ。下げ克こく上じようって奴やつだ。そいつを潰つぶして俺が天下を取る」

　潰して、とはどういう意味だろうか。

（ま、まさか殺してってわけじゃ……）

　蘭の鋭するどすぎる目を見ると、ない、とは言い切れなかった。

「殿を裏切ることは私が許さん！」

「へえ。それをてめえが言うのかよ？　なぁ？」

　凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべ、蘭は勝をあざ笑うように言った。

「一度は信長様を裏切った、柴田勝家さんよぉ？」

　蘭の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、勝の顔が強こわ張ばった。

（……裏切った？）

　この人が？　志信が瞬まばたきして勝を見上げたが、志信の視線にも気付かないほど、彼は激げつ昂こうしていた。拳こぶしを握にぎり、一心に蘭を睨みつけている。

「貴っ様……！　もうよい、信長様の小こ姓しようであるからと生かしておいたが、心変わりしたとあれば貴様はもう別人だ。死んで詫わびろ！」

「そりゃ出来ねえな。俺は今回が最後の転生だからよ。死ぬのは織田の天下を見た後だ」

　勝と蘭が睨み合い、空気が凍こおる。張り詰つめた空気の中、志信は大声を上げた。

「あーもー、わかりました！」

　二人は睨み合いをやめて、志信を見た。

「何かよくわからないまま、馬ば鹿かにしてすみませんでした！　だからとりあえずこの物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きやめて、俺に天下が何なのか説明してください！　付き合うから！」

「殿……っ！　ようやくその気になって下さったのですね！」

「う、うん？　いや、天下取ろうとかそういう気じゃなくて、説明聞く気にですね……」

　勝が勝手に感激する背後で、蘭が志信を見て、ニヤッと笑った。そのしてやったりという笑顔に、志信は彼の意図を理解した。

（は、ハメられた……!?）

　蘭の真意はわからないが、付き合うと宣言してしまった以上、今逃にげるわけにはいかなくなってしまった。

　泣きたくなるほど面めん倒どう臭くさいが、志信は顔を上げて、尋たずねた。

「と、とりあえず、天下取りがどうのって話は何？　現代日本でどう天下を取るわけ？」

　勝が志信を真っ直すぐに見て口を開いた。

「戦国の世から約四百五十年。我ら戦国の武将だった者達は天下への未練を捨てきれず、この四百年、転生を繰くり返してきました。もちろん、戦国の世と天下統一の方法も意味も違ちがいます」

「この天下取りの参加者は、生まれ変わりの証あかしである家か紋もんを持って生まれてくるんだ。家紋を持つ者同士、戦って勝ち残った一人が天下人だ」

「何をもって勝ちなの？　まさか殺したりはないよね……？」

「ないわけねえだろ、戦いくさの延長戦なんだからよ」

　当然のように言った蘭に、志信の心臓が跳はねる。やっぱりさっきの潰すというのは「殺す」という意味で間ま違ちがいなかった。そんな場面が来たら、本当に彼は人を殺すのだろうか──そんな疑問が浮かんだが、とても訊きくことは出来なかった。

　強張った顔で黙だまり込んだ志信を見て、蘭は少しばかり気まずげに唇くちびるを撫なでて言った。

「まぁ……殺す以外にも勝利条件はあるけどな」

「え、あるの？」

　志信が顔を緩ゆるめると、勝が柔やわらかい笑顔で答えた。

「勝利条件は、相手を殺すか、または配下にすることです。配下になると、主君の身体からだに家紋が刻まれ、主君が死なない限りは、従者として命令に従うことになります。まぁよほどのことでない限り、配下にするより禍か根こんが残らないよう殺してしまった方が後々楽だとは思いますが」

「え、笑顔で怖いこと言わないで！　じゃ、じゃあ、他ほかの人達に勝ったら、それで天下統一？」

「まぁ簡単に言うとそうだな。で、天下人には優勝賞品がもらえんだよ」

「優勝賞品？……何か違うような気もするが、まぁいい」

　蘭の砕くだけた言葉に、勝は何か言いたそうだったが、すぐに黙った。

「その優勝賞品って？」

「果か心しん居こ士じっつー、人間だ」

「人間……？」

　意外な回答に、志信は目を瞬またたかせた。蘭は自分の言葉に疑問を持つように、顔をしかめた。

「いや、人──と、言っていいのかは微び妙みようだな。『果心居士』は、戦国時代にいた人物で、人にない力があった。当時は幻げん術じゆつ師しを名乗っていたらしい。それが今や、日本を裏から操あやつるほどの力があるらしい」

「うそーぉ」

「俺もそう思うんだけどよ」

　あまりに現実離ばなれしていて、志信には理解が追いつかない。それがわかるのか、蘭も頭をかいて天てん井じようを仰あおいだ。蘭の言葉を引き継つぐように、勝が口を開いた。

「戦国時代、徳とく川がわ家いえ康やすが天下人となり、江え戸ど幕ばく府ふが誕生しました。その際、果心居士は彼の元にいて、その頃ころから日本で暗あん躍やくしているようです。今も姿形を変えて……約四百年──いえ、それよりずっと前から、果心居士はいるのかもしれません」

「実態はわからねえが、この転生や現代の天下取りの仕組みを作り上げたのは、果心居士だ」

「転生って……そんなの、神様とかがやることじゃないの？」

「もしかすると神しん霊れいの類たぐいなのかもしれませんが、今は私達が知るよしもありません。しかし果心居士が、人知を超こえた力を持ち、私達を転生させていることは確かです」

「な、何でそんなことわかるの？」

「会ったからです」

　勝は真面目まじめな顔でさらりと答える。

「柴田勝家が死ぬ間ま際ぎわに、果心居士はやってきたんです」

　そして一つの質問を投げかけたという。

　──生まれ変わっても戦いたいか？

「無念のうちに自害した柴田勝家は、無論と答えました」

　──ならば戦え。次の生も。頂点に立つ者に、我の力のすべてをやろう。

「……蘭先せん輩ぱいも？」

　蘭も当然のように頷うなずいた。

「私も蘭も、前世の人生に思うところがあります。本ほん能のう寺じで倒たおれなければ、天下を取るのは信長様だったはず。そしてその後の人生もまた変わっていたはず。私達はその未練をずっと抱かかえていました」

「それだけじゃねえだろ、勝」

　勝の言葉に被かぶせるように、蘭は低い声でそう言った。

「俺は信長様と弟達を殺した奴をぶっ殺すためにここにいる」

　蘭の暗い瞳ひとみを見て、志信の背筋に冷たいものが這はった。

「……そうだ。信長様の弔とむらい合戦を出来なかったことを、私も悔くいている」

　勝はそう言ってから、何かを考えるようにしばらく静かに目を閉じていた。瞼まぶたを開くと同時に、勝は声を上げた。

「とにかく！　どんな時代でも、信長様は次こそきっと天下を取って下さる。ですから私もまた転生を果たし、力にならねばなりません！」

「だから生まれ変わったの？」

「そうです。ですが……私は今まで四度生まれ変わりましたが、信長様にお会いすることは叶かないませんでした」

「俺も三度目だが、どうやら今まで信長様が転生したことはなかったらしい」

　ふーん、と他人ひと事ごとのように聞いていた志信に、勝の強すぎる眼光が向けられた。

「しかし今回は違います！　ようやく、ようやく我らが主君、信長様──つまりあなたが転生されました！　これはもう、信長様が天下を取るために巡めぐってきた機会だとしか思えません！」

「え、いや……俺は天下とかいらねえって。天下取りとか戦いとか嫌いやだし、とにかく俺は平へい穏おんに暮らしたいの！　心こころ穏おだやかにゲームだけして生きていきたいの！」

「後半はただのダメ人間じゃねえか！　信長様かもしれねえやつがそういうこと言うな！」

「ふむ……殿とののお望みは、平穏に暮らしていくことなのですね？」

　神しん妙みような顔で、勝は頷いた。志信は蘭から勝へくるりと身体を向ける。

「勝先輩、話がわかる！」

「わからないはずがありません。確かに平穏な暮らしは何物にも代えがたいもの。さすがは殿です。私達には考えも及およびません」

「そ、そう？　現代日本人ならみんな考えると思うけど……」

　真しん剣けんに感じ入っている勝の言葉に、志信はわずかに疑問を感じつつ照れた。

　勝はぐっと拳こぶしを握にぎると、すべてを理解したという表情で、志信に詰め寄ってきた。

「つまり私どもは、殿の平穏を守るために戦えばいいのですね！　そして天下を手に入れた暁あかつきには、殿が天下を平穏に導く！　そういうことですね！」

「……………………んっ？」

　勝の言葉を、志信はすぐには理解出来なかった。何かが違う。決定的に。

「いや、あの、だから、戦うとかそういうのは……」

　勝の言葉をすべて否定をする前に、彼は声を張り上げていた。

「ええもちろん、殿は我らの御おん大たい将しよう！　いわば私達の心の支えです。戦うのは私達の仕事ですから、殿はどっしり構えていて下さい！　殿の平穏な日常のため、必ずや私達が天下を手に入れ、さらなる殿の心の平穏をお約束いたします！」

　目的と手段がごっちゃになっているのだが、勝は気付いていないようだった。わざとなのかと思ったが、どうやら真剣らしい。

「志信。もうこうなったらあいつは止められねえよ」

　志信が床ゆかにうなだれると、蘭がぽんと、慰なぐさめるように志信の肩かたを叩たたいた。その優やさしい仕草に、志信はゆっくりと顔を上げた。強こわ面もての蘭の顔に、優しい笑えみが浮うかんでいた。

「ま、お前がいくら泣き喚わめこうが、もう俺達が織田として名乗りを上げちまったからな。お前が信長様として命を狙ねらわれることは確定してるから、俺達はお前を護るしかねえ」

「だからそれ先輩達のせいじゃんか！　返せよ俺の平穏な日常！」

「殿の平穏な日常……それは私達がこの手でお守りいたします！」

「あんた達がさっきぶっ壊こわしたんだよ！」

　志信は渾こん身しんの叫さけびを上げたが、蘭にも勝にもいまいち響ひびいていないようだった。

　うなだれる志信の傍そばで、勝がふと、話題を変えた。

「ところで殿。先ほど単位がどうとか仰おつしやってましたが……」

　勝の言葉で、志信は一気に現実に引き戻もどされた心ここ地ちがした。そうだった、今何より気にすべきは、学業だった。

「そうだそれもだいぶ深刻なんだった！　というわけで俺帰りますさようなら！」

「ってわけにはいかねえって、いい加減学習しろボケ」

　今度こそ逃とう亡ぼう出来るかと思ったが、やはり蘭に捕ほ獲かくされた。

　いい加減泣きたくなりながら、志信は二人を振ふり返って叫んだ。

「マジで俺、勉強しなきゃなんねえの！　単位が取れるかわかんないぐらいやばいんで……！」

　志信の必死の叫びに、二人はようやく、志信の言い分をわずかばかり聞いてくれる気になったようだ。

「おいコラ。信長様かもしれねえ奴やつが、留年なんて格好がつかねえぞ」

「お、恐おそれながら殿、蘭の言う通りかと……。どの程度まずいのか、わかりますか？　もしかしたらお役に……いえ、必ずお役に立ってみせますので、お教え下さい！」

　勝の真剣な表情と勢いに、志信は恥はずかしがりながらも、おずおずと二人に出席状じよう況きようや授業の把は握あく具合を白状した。二人の顔が徐じよ々じよに強こわ張ばっていくのを見て、志信は言わなきゃ良かったと後こう悔かいする。

「た、確かにこの状況では、すべての単位を取得するのは難しいですね……。よし、わかりました、殿！　私が一ひと肌はだ脱ぬぎます！　裏金工作や色いろ仕じ掛かけ、脅きよう迫はくをしてでも殿の単位をもぎ取って参ります！」

　勝はすがすがしい笑顔だったが、後半、怖こわい言葉が聞こえた気がする。

「……冗じよう談だん、だよね？」

「こいつに冗談という概がい念ねんはほぼないと言っていい。特に信長様に関しては」

「やめて!!　進級出来る最低限の単位でいいから！　怖いことはしないで！」

　蘭が真剣に言い切ったのを聞いて、志信は勝がまくり上げた腕うでを取って、彼を宥なだめた。

　その隣となりで、蘭は志信の時間割とスマホのカレンダーを見て、天てん井じようを仰あおいだ。

「……もうこの際、留年でもいいんじゃねえか？　不良の箔はくがつくだろ」

　完全に諦あきらめていた蘭の言葉に、勝が何かを閃ひらめいたような顔をした。

「おお、確かに！　学校制度などに縛しばられず、我が道を行く！　うつけのふりをしていた頃の信長様に相応ふさわしいような気さえしてきたぞ！」

「いや、信長や先輩達と一いつ緒しよにしないでください」

　はっきりとそう言ってから、志信は頭を抱えて叫んだ。

「ダメなんだよ！　親が決めた最低単位数だけは取らなきゃダメなんだ！　じゃないと……」

「「じゃないと？」」

　二人が異口同音に訊きいて、じろりとお互たがいを睨にらむ。そんな二人に、志信はわなわなと震ふるえながら告白した。

「じゃないと……海外ボランティアに強制的に行かされることになってんだ……！」

「「……は？」」

　蘭と勝が、間の抜ぬけた声を揃そろえた。ちょっとばかり面おも白しろかったが、笑っている場合ではない。志信はとてつもなく深刻な顔で続けた。

「俺があまりにゲームばっかしてるから、父親に、『少しは奉ほう仕しの精神でも学んでこい！』って、高校卒業と同時に本当に海外に送られそうになってさ……」

「じゃあ、何でここにいるんだよ？」

「ここ、父親の母校なんだ。ここに受かったら海外ボランティアは免めん除じよしてやるって条件だったから、俺、死ぬほど勉強して受かったんだよ！」

　高校の担任にも進路指導の先生にも「絶対に無理だ」と言われていたが、海外に行きたくない──ゲームが出来なくなるという恐きよう怖ふ──により、猛もう勉べん強きようして、この大学に合格したのだ。

　受験勉強の日々を思い出して遠い目をしていた志信に、蘭の低い声がした。

「……で、大学に受かった今のお前に課せられてる条件ってのが」

「前期分の単位数の取得。取れなかったら海外ボランティアへの強制連行。しかも無期限」

　自分で言っていても、ゾッとする話だ。

「いつ帰ってこられるかマジでわかんねえし、言葉通じねえし、何より俺はどこでゲームすればいいの!?　日本のゲームが発売日にプレイ出来ないなんて冗談じゃねえ！」

「お前の人生の基準はゲームなのかよ！」

　蘭が志信の頭をスパンと叩きながら怒ど鳴なりつけた。志信が叩かれた頭をさすっていると、勝が唐とう突とつに震える声を発した。

「ら、蘭……！　これは、我々が思っているより遥はるかに由ゆ々ゆしき事態ではないか……っ？」

「あん？　何が」

　蘭が面めん倒どう臭くさそうに勝を見み遣やると、彼は絶望的な表情をして叫んだ。

「殿が海外に行ってしまったら、天下取りに参加出来なくなるではないかっ!!」

　勝の言葉に、蘭も目を瞠みはって顔を片手で覆おおい、再度天井を仰いだ。

「……確かにそうだ……」

　志信の肩を勝ががしりと摑つかんだ。その目はこれまでにないほど焦あせっていた。

「と、殿！　海外進出は天下を取ってからです。今は海外に行って頂いては困ります！」

「絶対に行かせねえからな！　俺と勝が絶対に必要単位は取らせてやる。覚かく悟ごしとけ！」

「ん……？　もしかして俺、地じ雷らい踏ふんだ……？」

　二人は志信の時間割とカレンダーを覗のぞき込んで、目配せしあった。

「テストとレポート提出まで一週間もねえが……いけるか勝」

「うむ。しかし私はドイツ語を選せん択たくしていない。そちらは不本意だが貴様に頼たのむ」

「みっちり教えれば何とかなるだろ。英語はお前が教えた方がいいだろうな。あと、この授業は確か俺も取ってたから……」

「え？　あの……せ、先せん輩ぱい達？」

　何となく嫌いやな予感がして、志信は恐る恐る二人に呼びかける。二人は鋭するどい、しかしどこか頼もしい目で、志信を見つめ返してきた。

「今日からお前の護衛ついでに、勉強も教えてやるんだよ」

「殿なら出来ます！　必ずや殿がご自身で単位を取得出来るよう、私達が力を尽つくします！」

　彼は笑みを浮かべ、志信の時間割を指さした。

「よし！　決めましたよ殿！　これとこれは今からは難しいので諦めましょう！　必修ではないので大だい丈じよう夫ぶです、後期か二年で取れば問題ありません。この授業はレポートの内容重視ですので、私が責任を持って教えますね！　この必修授業は何回出席したかわかりますか？　私、この教授と知り合いなので掛かけ合ってみます！」

　優しく頼たよりがいのある笑顔でぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、勝は窓から夏の空を見つめた。

「殿の単位取得のため、私は力を尽くしますよ！　頑がん張ばりましょうね殿！」

「落としたら殺すぞ」

（怖すぎる……！）

　しかし志信のためにここまで真しん剣けんに考えてくれている人の厚こう意いを、無下には出来ない。それどころか、嬉うれしくさえある。何より、単位が取れそうなのは非常に有り難がたかった。もちろん彼らにやられたことを忘れたわけではないが。

「え、えっと……じゃあ、あの、お願い……します」

　志信がそう言うと、勝は嬉しそうに「はい」と頷うなずいた。蘭は唇くちびるを親指で撫なでながら、諦めたようなため息と舌打ちを一緒にした。

「仕方ねえな。──で、お前の家、近くか？」

「えっ、まさかうち来る気!?」

「ったり前だ。テストまで一週間ねえんだぞ。それとも何か、拒こばむ気か？」

　蘭に恐ろしい目で聞き返され、志信はびくりと飛び上がって固まった。

「いいんだぜ、一人で帰っても。ただし、さっきの警官みたいな奴や、連続殺さつ人じん鬼きに襲おそわれても俺達は知らねえからな」

「な、何を言っている蘭！　殿は私達が──もばっ！」

　蘭は何か言いかけた勝の口を塞ふさぎ、じっと志信を見下ろす。

「今なら俺達がお前を絶対に護まもってやる。どうする？」

　今までの話はともかく、警官に襲われたというのは事実だ。帰りが安全である保証はない。

「お、お願い──」

「よし」

「──したくねえよぉぉぉ……！」

「ぶん殴なぐるぞ！」

　正直に言った志信の頭を、蘭がスパンと音を立てて叩たたいた。
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「おい、起きろ志信！」

　蘭の怒鳴り声で志信は目を覚ました。蘭と勝に会った日から四日が経たった朝だった。

　命が狙ねらわれているからと、蘭と勝は志信の護衛と言って、必ずどちらかが志信と共にいるようになった。志信の単位を危あやぶみ、泊とまり込みでテスト勉強も教えてくれていた。

　二人が泊まり込むようになってから、志信の六畳じよう間まはみるみる綺き麗れいになった。朝昼晩と三食きちんと食事も摂とり、ここ数日でかなり健康的な生活を送っていた。もっともそれは勝に言わせると、

「天下取りのため、殿には常に万ばん全ぜんの体調でいてもらわねばなりません！」

　ということらしい。転生やら天下取りやらは志信にはよくわからなかったが、二人とも面めん倒どう見みの良い先輩と思えば、辛かろうじて普ふ通つうに付き合えるようになっていた。

　タオルケットを頭までごっそり被かぶった志信の肩かたを、蘭は強く揺ゆさぶる。

「今日は例の個展に行くんだろ。さっさと起きろ」

「うう……っ。ダメだ、持病が出てきた……」

「あ？　持病？　ンなのあったのかよお前。何だよ？」

　タオルケットを捲めくり上げた蘭が、わずかに心配そうな声を出した。志信は震ふるえる声で言う。

「外に出たくない病。行きたくねえええ……」

「ぶっ殺すぞこのひきこもり！」

「痛い痛い痛いごめんなさい起きます！」

　怒鳴り声の直後、プロレス技わざを掛けられ、志信は渋しぶ々しぶ起き上がって身み支じ度たくを始めた。







　最も寄よりの地下鉄の駅に着くと、改札前に勝がいた。真剣な表情で手帳に何か書き込んでいる。その様子はどう見ても、裏取引の日付を確かく認にんするマフィアの男だ。周囲の人々も遠巻きに見ている。

　Ｕターンしそうになった志信は、蘭に襟えり首くびを摑まれ、勝の前までやってきた。勝は手帳から顔を上げて志信を見ると、途と端たんに嬉しそうに手を振ふってきた。

　すぐに来た地下鉄に乗り込み、京都市役所前という駅で降りる。日曜とあってか、駅の構内にも人が溢あふれていた。人の波を縫ぬい、蘭を先頭にして、勝、志信が続く。

「人が多くて酔よいそう……帰りてえ」

「早はえぇよ。少しは耐たえろひきこもり！」

「ひきこもりにこんな人ひと混ごみを歩かせるなんてとんだ拷ごう問もんだよ……蘭先せん輩ぱいの外げ道どう」

「お前マジで人間として終わってんな」

「おい蘭！　それ以上無礼な口をきくと私が許さんぞ！　殿が泣いてしまわれるだろう！　殿、泣くならどうぞ、私の胸で！」

「それは丁てい重ちように断固としてお断りする」

　腕うでを広げた勝にきっぱりそう言って、志信は彼と距きよ離りを取った。

　地上に出てもやはり人の多さは変わらない。それどころか増えたようにすら思える。さすがは日曜日の観光地だ。

　広い大通りや、通りに面した商店街を見回してから、志信は蘭を見上げた。

「てかどこ行くの？　ここどこ？」

　志信の言葉に、蘭は呆あきれた顔で志信を振り返ってきた。

「どこってお前……京都にいて寺てら町まちも来たことねえのかよ」

「俺、家と大学以外ほとんどどこにも行かねえもん。あ、コンビニは行くけど」

「このひきこもりめ……！」

　商店街の中に、突とつ然ぜん大きな門が現れた。開け放たれた門の向こうに、石いし畳だたみが続き、ちらりと大きな瓦かわら屋根の建物が見えた。

「何ここ？　お寺？」

「お前も名前ぐらいは聞いたことあんだろ」

「ここが信長様の祖そ廟びようのある寺──」

　勝がじっと正面を見つめ、厳おごそかな声で言った。

「本能寺です」

「へー」

「お前は一々反応が軽いんだよ……っ！」

　蘭の大きな手が志信の顔面を締しめ上げた。

「アイアンクロウはやめて痛い！　じゃあどんな反応すれば満足なんだよ！」

　蘭は志信から手を離はなし、しばらく考えてから、雷らい鳴めいのような低い声で言った。

「『ここが本能寺か。憎にくき明あけ智ちめ、今生で出会ったら即そく打ち首獄ごく門もんにしてくれるわ！』……みてえな反応をしろ」

「むちゃくちゃにもほどがある！　てか、蘭先輩、そういう悪役みたいな台詞せりふすっげ似合うな」

「どういう意味だコラァ……！」

　再びアイアンクロウをしようとする蘭の手を、志信は精せい一いつ杯ぱいの力で防ぐ。じりじりとその距離を詰つめられながら、蘭は志信を怒ど鳴なりつけた。

「本能寺の変の本能寺だぞ、わかってんのかお前！」

「本能寺の変……本能寺の変……？　うん、聞いたことはあるけど……」

「お前なぁ……今時小学生でも知ってんぞ！　信長様が明智光みつ秀ひでに討うたれた場所だよ！」

　蘭のその言葉に、志信は目を瞬またたかせた。

「え？　信長って誰だれかに殺されたの？」

「殺されるなど！　信長様は明智に殺される前に、ぶ、武士らしく、自じ刃じん……され……っ！」

　勝が突とつ如じよ大声を上げたかと思うと、無念そうに涙なみだを浮うかべ、震える声こわ音ねを抑おさえるように口元を覆おおった。が、志信にはさっぱりわからない。「ふーん？」と、よくわからないのに返事をしたせいか、蘭の額に青筋が浮いた。

「明智光秀は、信長様の最も信用する家臣の一人だった。だが、何が理由かはわからねえが、奴やつは突然信長様を裏切った。警備が手て薄うすだった本能寺に寄宿していた信長様を大軍で襲しゆう撃げきした。信長様は本能寺に火を放ち、一人で自刃──つまり自殺したんだ。結果的に明智は、信長様を討ち果たしやがったんだよ」

　蘭の瞳ひとみに、険悪な色が宿り、志信は息を吞のんだ。平へい穏おんに生きてきた志信にはあまり縁えんのない、しかしそれでもわかるほどの、憎ぞう悪おだった。今この場に明智がいたら、彼は殺しにかかるのではないか。そう思わせるほど、その目は殺気に満ちていた。

「蘭先輩──じゃないか。蘭丸にとって、信長はそれだけ大事な人だったんだね」

　蘭は感情を落ち着かせるように一度瞼まぶたを閉とざしてから、志信を見た。

「……もちろん、信長様が討たれたのは無念だったが、俺が明智を憎む理由はそれだけじゃねえ。──来い」

　蘭は門を抜ぬけ、境けい内だいに入った。綺麗に掃はき清められた石畳を歩いて行くと、広い境内に出たが、本堂の脇わきを通り過ぎ、蘭は裏手の方へ向かった。本堂と塔たつ頭ちゆう寺院の間にある真っ直すぐな石畳の道を行くと、灯とう籠ろうを構えた拝はい殿でんがあった。志信の視線は引き寄せられるように、拝殿に書かれている文字に向かった。

「信長公廟……って、信長の墓？」

　志信が言っている間に、蘭と勝は拝殿に入り、信長の墓に手を合わせていた。志信が二人に倣ならう前に、勝がハッとして志信を見つめた。

「殿とのの前で手を合わせるのは、気を悪くされますか!?」

「いや、俺は信長じゃないから全然いいと思う。てか、合わせない方がダメじゃね？」

　そう言って志信も信長の墓を見つめて、手を合わせた。無宗教で神も仏も信じていないが、死者を悼いたむ気持ちまでは捨てるなと両親にも言われて育った。

（信長さん……俺、勝手にあなたと勘かん違ちがいされてるけど、いいんですか？）

　心の中で尋たずねてみるが、もちろん返事はない。ちらりと胸むな元もとの織田木もつ瓜こうも見てみるが、やはり何の反応もなかった。

　顔を上げると、蘭と勝が困ったような顔で志信を見ていた。

「何？　二人とも変な顔してるけど」

「いや、何か妙みような気分でよ……まぁいい」

　彼らからすると、生まれ変わった信長が、信長の墓に手を合わせていることになるのだろうか。生前の信長を知っているだけに、おかしな気分なのかもしれない。

　蘭は拝殿を出て、その隣となりにある供く養よう塔とうの前に立ち、立て看板のようなものを指さした。墨すみでびっしりと何か文字が書かれていた。志信が目を凝こらしていると、蘭が言った。

「これは本能寺の変で戦死した者の名だ。そこには、蘭丸やその弟の力りき丸まる、坊ぼう丸まるの名前もある」

　蘭がそう言った瞬しゆん間かん、志信も「森蘭丸」の名前を見つけた。そしてその弟達の名前も。志信は蘭を振り返る。彼の鋭するどい目に、再び憎悪の暗い色が蘇よみがえっていた。

「信長様だけじゃねえ。明智は弟達の仇かたきでもある」

　蘭は憎悪の色がさらに濃こくなる前に、その感情を抑えるように瞼を閉ざした。目を閉ざした彼の姿は、静かだが寂さびしそうに見えた。

　志信の胸で、何かが引っかかる。──何かが違ちがうと、志信の胸の奥から声がする。しかしその違い和わ感かんの正体はわからない。

　志信が蘭に何も言えずにいると、勝が突然声を上げて志信の前に来た。

「殿！　この柴田勝家、弔とむらい合戦に参加出来ず、誠まことに申し訳ありませんでした！」

　勝の言葉に、蘭への違和感の正体を探さぐるのを中断する。織田信長、本能寺の変、森蘭丸、明智光秀、柴田勝家、弔い合戦……今まで避さけて通ってきた歴史的キーワードが志信の頭の中でぐるぐる回る。

「ご、ごめん勝先せん輩ぱいっ、その心意気は良いと思うけど、これ以上俺に情報与あたえないで。わけわかんなくなって柴田勝家が信長討ったとか覚えそうだから。信長討ったのは明智だよね？」

　今まで避けまくってきた苦手分野だけに、すでに頭がパンクしそうだ。志信が頭を抱かかえて情報を整理していると、勝の強こわ張ばった声がした。

「そ、そのようなこと！　柴田勝家は、織田家きっての忠臣ですか、ら……──」

　勝は大声で否定したが、その表情が何な故ぜか徐じよ々じよに凍こおっていった。

（ん？　俺、何か地じ雷らい踏ふんじゃった……？）

「勝先輩？　ごめん、俺、何か悪いこと──いだっ！」

　言いかけたところで、突とつ然ぜん蘭に頰ほおをつままれた。

「本堂ちゃんと見ろ」

　頰をつままれたまま、志信は本能寺の本堂側へ戻もどった。

　本堂の左手側には大きな木がある。その木こ陰かげでは、小さな池の中で白と朱しゆの鯉こいが泳いでいた。

　木陰に入り、蘭は志信の正面に立った。

「で、お前、ここに来て何か感じたり、記き憶おく取り戻したりとかねえのか？」

「え？　まったくねえけど。先輩達はここに来て記憶が戻ったとかなの？」

「いや、俺の場合は成長と共に徐々にって感じだったけどよ。まったくってお前……」

「勝先輩は？」

　志信が振ふると、彼は珍めずらしくぼんやりしていた。もう一度呼びかけるとハッとして頷うなずいた。

「あ……はい。私も蘭と同じく、徐々に自分が柴田勝家だと気付きました」

　彼のこめかみに汗あせが伝っていた。顔色から考えても、暑さのせいだけではないだろう。

（この前言ってた、柴田勝家が裏切ったとかどうとかって話かな……？）

　しかし誰が信長を裏切ったと言われても、志信には当然ぴんと来ない。正直、知ったことではないのだが、勝にとっては大きな問題のようだ。

　志信は勝の暗い表情を打ち消すように、わざと明るい声で二人に言った。

「何かさー、転生ってずるくね？　人生二周目ってことでしょ？」

「二周目どころか俺は三周目だが、得することはねえよ。記憶も全部あるわけじゃねえからな」

　蘭が普ふ通つうに答えると、勝も強張っていた表情を緩ゆるめて答えた。

「私も、主に戦いにまつわることや……深く後こう悔かいしていることなどしか覚えておりません」

（後悔……）

　生きていれば必ずある感情だ。当然、彼らの胸にもそれはある。勝の後悔は、信長を裏切ったという一件もあるのだろうか。いや、本当にそんなことがあったのだろうか。勝の忠誠心を見ていると、とても裏切るなんて思えない。

　勝の表情を窺うかがっていると、蘭ががしりと志信の頭を摑んできた。

「で、お前はまっっったく思い出さねえと」

「まぁ俺、信長かどうかも怪あやしいし、仕方なくね？　だから頭放して。割られそうで怖こわい」

「仕方なくねえよ。気合いで思い出せ」

「蘭先せん輩ぱいってツッコミのフリして時々むちゃくちゃ言うよね!?」

　さも自分が正しいという顔をする蘭に、珍しく勝が彼を窘たしなめた。

「蘭、無理を言うな。それに、ここを記憶を思い出すきっかけにするのは無理がある。ここは移転地のうえに、あの頃ころとは様相もまったく異なっている。思い出せないのも無理はない」

　勝は笑ってそう言ったが、その笑え顔がおは寂さびしげだった。この数日で、彼が良い意味でも悪い意味でも、とにかく裏表のない性格であることははっきりしている。心から寂しく思っているのだとわかって、志信は居い心ごこ地ちが悪くなった。

「うーん……なんか、ごめん？」

　志信が謝ると、勝は慌あわてて手と首を横に振った。

「い、いえ！　殿が気にされることではありません！　私は殿とこうして出会えたことが何より嬉うれしいのですから！」

（その殿が本当に俺かどうかもわかんないんだけどなー……。違ったら、勝先輩、どういう反応するんだろ）

　色々と怖い先輩ではあるが、ここ数日彼と過ごして勝のわかりやすい性格が志信は嫌きらいではないと思っていた。もしも志信が信長でなかったら──

（がっかり……するだろうなぁ。……うん？　誰だれが？）

　勝か、それとも──志信がか。

（いやいや、何で俺ががっかりすんだよ。こんなことに巻き込まれてるのにさ）

　志信がちらりと勝を見上げる。彼は志信の視線に気づき、微笑ほほえんだ。顔は怖いが、笑い方は優やさしい人だ。

　本能寺の境内をぐるりと見み渡わたした後、木陰に入って、志信は軽く手を上げた。

「……で。思い出す記憶が元々ねえ俺は帰ってもいいですか」

「殿。そう仰おつしやらずに。蘭が殿の気晴らしにと計画したのですよ」

　勝が微笑んで言った言葉を聞いて、志信は蘭を見上げた。

「別に計画しちゃいねえよ。思いつきだ。こいつの疲つかれ切った魂たましい抜ぬけたような顔見てたら、気晴らしもさせたくなるっつーの」

　本堂の方を見ながら蘭はぶっきらぼうに答えて唇くちびるを撫なでた。どうやらこれは彼の癖くせらしい。

　何故か志信は気き恥はずかしくなり、二人を睨にらむように見み据すえた。

「別に魂抜けた顔なんかしてねえし！　だいたい、疲れの原因の半分以上は先輩達だっつーの。今だって先輩達が寄り道させて俺の体力をガリガリ削けずってんだけど」

「もっと言うことねえのかよ。ま、いいけどよ。お前にそんなもん期待しちゃいねえしな」

「ふん、見返りなど求めぬのが真の忠義者だ、馬ば鹿か者」

　蘭と勝は言いながら、志信の前を歩く。このままではこの話題は流れてしまう。志信は慌てて声を発した。

「……ま、まぁ、でも、勉強きつかったのもホントだし？　その……」

　志信が声を上げると、二人は同時に立ち止まり、同時に志信を振り返ってきた。

　四月から一人で暮らし、家にまで呼ぶような友達がまだいなかった志信は、心配されたことが素す直なおに嬉しかった。

「ありがとう……っす」

　徐々に熱くなっていく頰を手の甲こうで押さえ、志信は小さな声で蘭と勝にそう言った。

　蘭は志信の頭を乱暴に撫で、勝はその後ろで手帳を取り出した。

「殿とのは照れると早口になって誤ご魔ま化かす……と。ふふふっ」

「噓うそ情報メモんな！」

「では私の心のメモリーに刻みつけておきます！」

「それも気持ち悪いからやめて!!」

　顔を赤から蒼にして、志信は勝に叫さけんだ。

「ま、思い出すことに関しては、そんなに期待はしてなかったしな」

「気を落とすことはありませんよ殿。次は移転前の本能寺跡あと地ちに行ってみましょう！」

「えー、俺もう帰りた──いや個展だよ！　寄り道がメインじゃないって！」

　本能寺を後にし、近くで昼食を摂とってから、例の個展へ行くことにした。

　人で溢あふれる寺町京きよう極ごく商店街を、三人はだらだらと歩き出した。







　今日は日曜日だ。人があふれかえっている街を歩くのは、インドア派の志信にはなかなか疲れる。蘭も勝も待っていてくれるのだが、なにせ人が多すぎる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、殿。──そうだ！　はぐれないように手を繫つなぎましょうか!?」

「却きやつ下か」

　名案顔の勝の提案を、志信は即そく座ざに却下した。それならはぐれた方がマシだ。

　──と、思っていたのだが。

「……はぐれた？」

　背の高い蘭の後ろ姿と、目立つ勝の姿が見えない。人ひと混ごみに紛まぎれてしまったらしい。人波に流されつつも歩いて二人の姿を探すがわからない。

　スマホを取り出し、電話しようとして、志信はあることに気付いた。

「そういえば俺、二人の番号知らねえじゃん！」

　蘭と勝に出会ってから今日で五日目。同じ一人暮らしの蘭は泊とまり込みで勉強を教えてくれた。勝は実家暮らしだが、家も近く、何かあれば蘭が連れん絡らくしていた。学校でも二人はほとんど志信と一いつ緒しよにいたため、スマホで連絡を取り合う必要がなかった。そのせいですっかり失念していた。

「三人とも気がつかなかったって……どうなんだこれ。まぁ、家は知ってるんだから、帰れば──うん？　どっから帰るんだっけ……？」

　京都に来てから四ヶ月。ほとんど家と大学の往復ぐらいしか外に出ていない志信は、乗った駅も降りた駅も忘れてしまった。蘭の言うとおり、もっと外出しておくんだった。

　途と方ほうに暮れながら蘭と勝を探して歩いていると、不意に建物がなくなり、視界が開けた。

　大きな橋の架かかる川があった。橋には三さん条じよう大橋とある。川沿いの店には納のう涼りよう床ゆかがずらりと並んでいた。

「おー、何かここ、テレビで見たことある」

　吞のん気きにそう言って橋から川を見下ろすと、河原に座って休んでいる人がいる。広い河原に降りられると知って、心細さよりも好こう奇き心しんが上回った。

　階段を見つけ、志信も河原に降りてみた。ここからなら橋から発見しやすそうだ。

　ここで座って待っていようと思った。が、志信は直前で足を止めた。そして顔を歪ゆがめる。

（……何でカップルしかいねえの？　ちくしょう、全員全身十カ所ぐらい蚊かに刺さされればいいのに！　俺も座りてえよ可愛かわいい女の子と！）

　志信は心の中で醜みにくい叫びを上げた。最後の希望が叶かなえられる予定は今のところまったくない。

　カップルとカップルの間に一人で入っていく勇気は志信にはなかった。キラキラと輝かがやく綺き麗れいな川かわ面もも、カップル達のためにあるようで、心細さと寂さびしさが増ぞう幅ふくされた。

「あー、帰りてー……」

　しかしまだ、国友に頼たのまれた個展会場にも辿たどり着けていない。個展には必ず行かなくてはならない。授業ノートのために。いや失しつ踪そうした種島先生のためだ。

　ぐったりして俯うつむいていると、志信の視界が翳かげった。

「あの、大丈夫ですか？」

　同時に声をかけられた。顔を上げると、二十代後半ほどの男が志信の隣となりに立っていた。眼鏡をかけた切れ長の目や、きちんとした身なりに少々神経質そうな印象を受けた。しかし声こわ音ねは優しく、志信を心配している様子だった。

「俯いていらっしゃったので、気分でも悪いのかと……」

「あ、いえ、大丈夫です。ちょっと自分の境きよう遇ぐうが悲しくなってただけで……」

「だ、大丈夫ですか？」

　違ちがう意味で心配され、志信は目的を思い出す。せっかく声をかけてくれたのだから、せめてわかる範はん囲いで帰り道を教えてもらおうと、慌てて口を開いた。

「あー、じゃなくて、ちょっと道に迷っちゃって。先せん輩ぱい達ともはぐれて、どうしようかと……」

「ああ、そうでしたか。どこへ行くつもりだったんですか？　この辺りならお教えしますよ」

　男は志信の不安を和やわらげるように優しくそう言った。

（良い人だ……！）

　心細かったせいか、それとも最近知り合った二人が強きよう烈れつすぎたせいか、志信の心は優しい笑えみに癒いやされた。

「えっと、どこだっけ。ちょっと待って下さい、検けん索さくするんで。あれ、何て人だったっけ……？」

　スマホを片手に、個展を開いている人物の名前を思い出していると、男性は遠えん慮りよがちに志信に尋たずねてきた。

「学生の方、ですか？」

「あ、はい。京都には引っ越こしてきて四ヶ月なんですけど、この辺来たことなくって。戻もどるところも正直よくわからないんですよね。先輩達とはいつも一緒だから電話番号もメアドも知らなくて……」

　いつも、とは言ってもまだ知り合って五日だ。二人が強烈すぎるからか、もっと前から一緒に居るような気がする。

「仲が良いんですね。……羨うらやましい」

　そう言った男の笑顔を見た瞬しゆん間かん、志信の首筋に鳥とり肌はだが立った。

　志信は瞬まばたきして、男を見つめたが、優しい微笑ほほえみも声も変わっていない。首筋を撫でてみるが、鳥肌は消えていた。

「しかし、先輩達との連絡手段がないのは困りましたね」

　自分のことのように悩なやむ男に、志信の方が焦あせってしまった。

「そんなに心配しなくても、先輩達が探してくれると思いま──ハッ！　もしかして俺、逃にげ帰るチャンス!?　ああダメだ、帰り方わかんねえんだった。てか、勝手に帰ったら絶対怒おこられるよなぁ。ていうか殺される」

「よほど怖こわい先輩なんですね」

「はい……怖いの種類が別々で怖い先輩達です」

　蘭の凶きよう悪あくな顔と、勝のいきすぎたコミュニケーションを思い出して、志信は川を見つつ遠い目をした。そしてふと、男が志信をじっと見ていることに気付いた。

「あのー、何か俺の顔についてます？」

「……私の勘かん違ちがい、だったのでしょうか。あなたを知っている気がしたのですが」

　男はそう言って、高そうな腕うで時ど計けいを外した。

　彼が裏返した手首には、一輪の花の模様があった。こんなところに刺いれ青ずみなんて痛くないのだろうかと思ったが、志信の口からはまずその模様への感想が出ていた。

「綺麗ですね」

　五枚の花びらが均等に広がっていた。刺青などしそうにない男だったが、均整の取れた花の形は、この男に妙みように似合っていた。
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「──やはり、そうですか」

　そう呟つぶやいた男の声に、今までの穏おだやかさがなかった。

「普ふ通つうの学生に見えたので、人ひと違ちがいかと思いました。──いえ、考えてみれば、私があなたを間ま違ちがうはずがない」

「……はい？」

　言われた意味がわからず、志信は男の顔を見上げた。

　男から笑みは消えていた。氷のような冷たい視線が志信の目に突つき刺さる。

「──信長様」

　男は志信のことをそう呼んだ。何な故ぜか志信は、男から一歩後あと退ずさっていた。

「えっ。ち、違う違う違う！　人違いですって！」

「この桔き梗きよう紋もんを忘れたわけではないでしょう。あなたは私が殺したんですから」

「殺された記き憶おくなんてありませんけど!?」

「とぼけないでください……っ！」

　花の模様のある左腕が、志信の腕を摑つかんだ。彼から優やさしい表情は消え失うせていた。

　切れ長の目で睨にらまれ、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。

　冷たい表情のままだったが、男は志信の腕にわずかに力を込めていた。逃がさないようにというよりも、志信には何故か、縋すがっているように見えた。

「だから人違い──」

　志信が言葉を続ける前に、男は志信の手を離はなして背後へ遠ざかった。男が今いた場所に、蘭が鋭するどい蹴けりを放っていた。男があと一いつ瞬しゆん避よけるのが遅おそかったら、大おお怪け我がをしていただろう。

　志信を護まもるように勝が立ち、蘭と勝は男を睨みつけていた。蘭と勝の目が燃える炎ほのおなら、男の目は突き刺さるような氷だった。

「な、何この空気？　蘭先せん輩ぱいと勝先輩、知り合い？」

　険悪な空気を醸かもし出す三人を前に、志信は戸と惑まどうしかなかった。

　男の左手首を見て、蘭は男を睨み据すえた。

「桔梗紋とは……とんだクソ野や郎ろうが釣つれたもんだ」

「お前は……」

　男が目を眇すがめて蘭を見た。蘭がシャツの袖そでをまくり上げる。そこには森家の家か紋もんがある。

「……森家の者──蘭丸か。相変わらずの腰こし巾ぎん着ちやくだな」

「お前は性格が悪くなったんじゃねえか？　いや、山やま崎ざきで負けて、黒い腹を隠かくさなくなっただけか？」

「そうかもしれんな」

　蘭の挑ちよう発はつを聞き流し、男の目が志信を背にした勝に向かう。勝はシャツを破るようにして、左胸の、柴田家の家紋を見せた。

「柴田勝家、か。もう小こ姓しようと織田家きっての猛もう将しようを従えているとは、さすがですね」

　男の言葉から優しさは消えていた。感心していると言うより、どこか皮肉っぽい。

　勝は顔を歪ませ、きつく拳こぶしを握にぎった。男に対する彼の怒いかりが、志信にまで伝わってきた。

「明智、光秀……っ！」

　食いしばった歯の向こうから、勝が絞しぼり出すように言った。

　志信は視線を戻し、冷たい表情をした男──明智光秀の生まれ変わりを見た。

「明智光秀……」

　明智は志信の視線を受けて目礼した。それがポーズだけなのは初対面の志信にもわかった。空くう虚きよにも見える冷たい目で、明智は志信を見つめる。

「お久しぶりです、信長様。私があなたを討うったあの日以来ですね」

「……明智、光秀……」

　その名前を、志信はもう一度繰くり返す。明智光秀と呼ばれた男は目を細めた。不ふ愉ゆ快かいそうな目の奥に、志信は何かひっかかるものを感じた。寂さびしそうに見えたのは気のせいだろうか。

「本能寺で信長と……蘭丸達を討った人、だっけ？」

　志信は恐おそる恐る蘭を見上げた。明智を睨む彼の目に、暗い憎にくしみの色がある。勝も明智を睨みつけている。彼もまた、主君を討たれた一人なのだ。

「そうだ。私があなたを討った。何をとぼけている」

「と、とぼけてるわけじゃ……ただ、よく知らねえっていうか」

　志信の言葉に、明智は目を瞠みはり、怒りに震ふるえる唇くちびるを開く。

「知らない……だと!?」

「いやだから、人違いなんですってば！」

　志信は必死に言い募つのるが、明智はまったく聞く耳を持つ気はないようだ。頑かたくなな目で、志信を睨み、怒ど鳴なりつけた。

「人違いなわけがあるか！　柴田と蘭丸を従えておきながら、今さら何を言う！」

「この人達が勝手に勘違いしてるだけなんですってばー！」

「お前は確かに織田信長だ！　私の、明智光秀の魂たましいがそう言っている！」

「何であんた達は俺の話聞いてくれねえんだよ!?」

　泣きたくなりながら志信は叫さけんだが、どうやら明智には聞こえていないようだった。俯うつむいたまま彼は怒りに震えていたが、不意にぐっと拳を握り、顔を上げた。冷たい瞳ひとみで、明智は志信を見た。

「私を忘れているなど、許せるものか……！　あなたに忘れられたら、私は──」

　明智の目が一いつ瞬しゆん、志信から逸それた。悲しみのような表情が一瞬見えたが、瞬またたきの後、彼は冷たい瞳で志信を見み据すえてきた。

「──織田信長。今度こそ、私がこの手で貴様を殺す」

　彼の気き迫はくに、志信は半歩後ろに下がっていた。背中に誰だれかの身体からだがぶつかる。振ふり返ると、蘭の顔があった。蘭は志信を見ずに明智を嘲ちよう笑しようするように声を上げた。

「ハッ。それで今度こそてめえが天下人ってか？　また三日天下で終わっちまうぜ？」

「……天下など、どうでもいい。私はただ知りたいことがあるだけだ。そのために京都に来た」

　明智のその言葉に、蘭と勝は目を細めた。

「てめえまさか、あの死体遺い棄き事件にも関かん与よしてんじゃねえだろうな？」

「あの家紋の事件？」

　蘭と志信の言葉に、去ろうとしていた足を止め、明智は志信に向き直った。結構律りち儀ぎだ、この人。

「あの事件は全国で報道されている。察しの良い者は京都に集まっているだろうな」

「あんた、もしかして何か知ってんの？　何でも良いから教えて欲しいんだけど！」

　はたと、一つの疑問が湧わく。

「もしかして、あんたが……？」

「だったらどうする？　私を警察に突き出すのか？　犯人は警察には見つけられない。たとえ見つかったとしても今の司法では裁けないだろうな。──まぁ、今はどうでもいいことだ」

　冷たい声でそう言って、明智は志信を真っ直すぐに見つめた。

「……今宵こよい、再び貴様を本能寺で討つ。逃にげることは許さない」

「いや、レポートとかテスト勉強とかあるんで嫌いやです」

「ふざけるな！」

「ふざけてねえよ！　単位取らないと海外に強制連行されんの！　あの世に強制連行されてる場合じゃねえんだよ！──あれ？　何かおかしい……？」

　自分で言っていて、何だか順序が逆な気がして、首を傾かしげた。その様子が、明智にとっては挑発に見えてしまったらしく、ひどく睨まれた。

「いったい私を、いつまで馬ば鹿かにする気だ……！　あの時あなたを討ったのは私だぞ！」

「馬鹿になんかしてねえよ！　俺は真しん剣けんなんだよ！　本当に単位がやばいんだって！」

　志信は真剣にそう言ったが、言葉の途と中ちゆうで明智に遮さえぎられた。

「黙だまれ！　一瞬でも、もう一度あなたに──」

　明智は怒りで思わず心の内を吐と露ろしかけたようだった。慌あわてて口を押さえ、志信をきつく睨んだ。

　一瞬でも、もう一度あなたに──その言葉の続きは何だったのだろう。

「……来ないというのなら、私は何度でもあなたを殺す」

　口元を押さえたままだったが、明智の声ははっきりと志信に聞こえてきた。志信が再び口を開く前に、蘭と勝が志信の前に出た。

「上等だ、この汚きたねえ裏切り者が。てめえの手足と首と胴どう体たいが繫つながっていられんのも今日のうちだからなぁ……！」

「今度はこの鬼おに柴田と呼ばれた私がいることを忘れるな！　貴様の臓物すべてを生きたまま晒さらしてくれる！　苦しみのたうち回って死ぬがいい！」

「喧けん嘩かの買い方が怖こわすぎるよ！　っていうか大声でそんなこと言うのやめて！　あの──」

　周りにいた人々が蘭と勝の大声に引いているのに気づき、志信は慌てて二人を宥なだめた。今にも殴なぐりかかりそうな二人を押さえて明智の方を振り返ったが、すでに彼の姿はなかった。

　安あん堵どと疲ひ労ろうで、志信はその場に座り込んで頭を抱かかえた。

「あーもー、また先せん輩ぱい達のせいで物ぶつ騒そうなことに……」

「お前がはぐれてあいつに狙ねらわれてっからだろ！」

　蘭が激げき怒どの表情で志信の頰ほおを引っ張り上げた。

「はぐれただけでも心配で死にそうでしたのに、あの桔き梗きよう紋もんを見た時は本当に一度心臓が止まりましたよ」

　蘭を押しのけ、勝は涙なみだぐみながら志信の手をぎゅっと握った。こんなに暑いのに、指先は冷たく、震えていた。蘭も勝も走り回って探してくれたのか、汗あせだくになっていた。

「し、心配かけてすみませんでした……」

「殿とののせいではありません。私達がいけなかったのです。やはりこのまま手を繫い──」

「やだ」

　志信の拒きよ否ひに勝は蹲うずくまるほど落ち込んだが、志信もそこを譲ゆずる気はなかった。

　蘭は蹲って落ち込む勝の背中をうっとうしそうに蹴けりつつ、怪け訝げんそうに目を細めた。

「しっかし、なんであいつ、志信が信長様かもしれねえってわかったんだ？」

「ま、ままままさか殿！　奴やつに脱ぬがされ……！」

「初対面でそんな危ねえことする人、勝先輩以外にいないよ」

　志信が遠い目でそう言うと、勝は胸むねを撫なで下ろした。

「そ、そうですか……よかった」

「よくねえよ。何でホッとしてんだよお前は」

　蘭の拳こぶしが勝の脳天に落ちた。ゴン、と辺りに響ひびく大きな音がした。勝は呻うめきながら蹲ったが、彼を心配する様子もなく、蘭は腕うでを組んだ。

「まぁ普ふ通つうに考えたら、俺達の顔写真が出回ったってとこじゃねえか？」

「え!?　じゃあ家か紋もんの確かく認にんなしに狙われてるってこと？」

「だろうな。だから今後は絶対離はなれんなよ」

「えー、面めん倒どう臭くせぇー……」

　改めてとんでもないことに巻き込まれてしまったのだと認識し、志信の身体から力が抜ぬけた。蹲って頭を抱えていると、明智の言葉への疑問が浮うかんだ。

「そういえば、明智さん？　が今宵本能寺で討うつとか言ってたけど、あれ何？」

「戦いくさを挑いどまれたのです。ですがご心配なく！　私が必ずやあの憎き逆臣の首を討ち取り、殿へ捧ささげることをお約束します！」

「そんな物騒なもんいらねえよ！」

　首というのが比ひ喩ゆ表現ではない気がして、志信は真っ青になって勝の言葉を止めた。

「ていうか、俺は行かねえよ？」

「えっ。そ、そんな、殿……！」

　勝が明らかに戸と惑まどい、蘭が怒いかりの表情で志信に詰つめ寄ってきた。

「てめえ、あいつに言いたいように言わせて、戦いもしねえってのか!?」

「うん」

「うん、って……殿……」

　平然と頷うなずくと、勝はどう反応していいかわからないのか、口を開けて黙ってしまった。

「だってまた本能寺行かねえといけねえじゃん？　あ、もう考えただけで気が遠くなるほど面めん倒どう臭くさい！」

「そんじゃ、あいつどうすんだよ」

「申し訳ないけど、ほっとく」

「ほっとくって……お前……」

　蘭もまた、勝と同じように驚おどろいたような呆あきれたような、間の抜けた声を出した。その反応が珍めずらしくて笑いそうになり、咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かしながら志信は言った。

「俺だってレポートあるし忙いそがしいっつーの。先輩達もじゃん？　勝手に約束されても困るって。どうせ連れん絡らく先も知らねえし、ブッチしても大だい丈じよう夫ぶじゃね？　あ、そうだ。先輩達の連絡先教えて。アドレス知らないから電話もメールも出来なくてさー」

　志信はスマホを取り出し、さっそく勝とアドレスを交こう換かんする。緊きん張ちよう感かんのない志信と勝を見ながら、蘭は呆れたようにため息をつき、眉まゆを寄せた。

「お前、度胸があるのかねえのかどっちだ。だいたい、戦を放ほう棄きするなんて、武士として……」

「武士の前に、蘭先輩は今、学生なんだぜ!?」

　声にも顔にも腹にも力を入れてそう言ったが、蘭は顔を歪ゆがめ、志信の両頰を抓つねり上げた。

「ゲームばっかやってて崖がけっぷちにいるお前には言われたくねえけどな……っ！」

「ごえんなひゃい」

「なるほど！」

　志信が抓られた頰をさすっていると、勝が突とつ然ぜん、目を見開いて志信に向き直った。拳を握にぎりしめ、興奮した声で言う。

「殿、もしやこれは明智の動どう揺ようを誘さそう作戦なのですね!?　そうですよ、奴が勝手に宣言していっただけで、殿は戦を受けるとはっきり言っておりません！　行くも行かぬも殿の勝手！」

「いや先輩達はしっかり喧嘩買ってたけど……」

「殿のご決定とあらば仕方ありません。私達は従うまでです」

　志信が言い出しっぺとは言え、そこまで断言されると心配になってきた。しかしすでに勝は聞く耳を持たない。

「ということで、我らは今宵は学生として、しっかりと明日のテストに備えましょう！　帰ったらテスト勉強ですね！」

「あれ、これってもしかして……俺ってば墓ぼ穴けつ掘ほった？」

　意い気き揚よう々ようとする勝の背中を見て、志信は蒼あおくなった頰を搔かいた。

「志信、お前……」

　蘭は何か言いかけたが、志信をじっと見つめただけで、唇くちびるを撫でて勝の後を追うように歩き出した。

「……いや。何でもねえ。言ったからには、今夜はドイツ語みっちりやるからな」

「あー！　やっぱ墓穴だった!!」

　頭を抱え、志信は前を行く蘭の背中をちらりと見た。

（蘭先輩にはバレたっぽい？）

　勉強を口実に、蘭と勝を戦いから遠ざけられたようだ。二人に知られないよう、志信は小さく安堵のため息をついた。手のかかりすぎる後こう輩はいのポジションもたまには役に立つ。あまり自じ慢まんにはならないが。

　戦いの放棄は、二人には不ふ名めい誉よなことかもしれない。しかし。

（殺すとか死ぬとか……二人とも本気……みたいだったし）

　蘭と勝にとって、明智という人物は信長の仇かたきだという。特に蘭──彼の前世である蘭丸は、自分と弟達も殺されているようだ。

（でもなぁ、それって、何か……）

　──何かが違ちがう。

　『何か』が何なのかは、よくわからない。しかし心の奥から、何かが違うのだと、大声で叫さけんでいる。間違ったまま、志信は蘭と勝を生死に関かかわるような戦いに行かせたくなかった。

（あの人には悪いけど、はっきりしないまま殺し合いなんてありえねえし……）

　そう思いながらも、良心がチクチク痛むのは、あの生き真面目まじめそうな顔が脳のう裏りに残っているからだろうか。
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　星見直興という日本画家はまだ二は十た歳ち、現げん役えきの大学二年生である。しかし高校の時からその才能を見み出いだされ、すでにファンも多くついていた。今回が初の個展ということだった。

　彼の個展は、ビルのワンフロアを貸し切って行われていた。会場の前には大きなパネルに女性が猫ねこを抱だいている絵と共に、『星見直興個展　探求』と書かれていた。

　規模の割には人が多く、人気が窺うかがえる。女性の姿の方が多く見られた。

「結構人多いんだなー。個展なんて来たことねえからわかんねえけど」

「お前、目的忘れてねえか？」

「あ、そうか。種島先生の手がかりか。つっても、そんなんなさそうだけどなー」

　志信はぐるりと会場全体を見回した。会場は華はなやかに見える。女性が多いからだけではない。絵画の一枚一枚に、一輪の花のような女性が描えがかれているからだ。しかし女性の絵には、大きな共通点があった。

「女の人の絵が多いよな」

　志信の言葉に頷いた勝は、サングラスではなく眼鏡をかけて絵を眺めていた。彼は人より日光が眩しく感じるため、屋外ではサングラス、屋内では眼鏡と使い分けているらしい。人を威圧するためのファッションではなかったようだ。

「ですが……」

　勝が何かを言いかけたが、その声は途と中ちゆうで消えた。それでも勝の言葉の続きはわかった。

　女性の絵は、そのほとんどがのっぺらぼうのように顔がなかった。しかし怖こわさはなく、どれも優やさしい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。顔はないが、雰囲気からも美女だと連想させた。

「別に、怖いような絵じゃねえよなぁ」

　並ぶ女性の絵を見て、志信は呟つぶやいた。

　オカルトな噂うわさがある絵だから、どんなにおどろおどろしい絵画なのかと思ったが、恐おそろしげな絵は見当たらない。題材が何であれ、彼の絵はあたたかみのある、やさしいものばかりで、絵本にでも出来そうな感じがした。女性客の方が多いのは、女性の方が好む絵え柄がらだからなのだろうか。

「何でこの絵で、オカルトな噂が立ったんだろ？」

「オカルトな噂……？」

　勝が志信の言葉を聞き留とどめ、首を傾かしげた。そういえば二人にはこの噂の話はしていなかった。志信は国友から聞いた話を蘭と勝に話した。

「絵の女に、絵の中に引きずり込まれる、ねえ」

　てっきりまったく興味がないと思っていた蘭が、ぽつりと呟いた。

「何、まさか蘭先輩、興味あんの？」

「いや全然。ただ、ちょっと気になることはあるな」

　そう言って、勝を見た。勝も蘭の言いたいことがわかったのか、静かに頷いた。何だか志信だけ仲間はずれのようだ。

「気になることって？」

　志信が尋たずねると、蘭は軽く身を折って、志信に耳打ちした。

「あながちその噂、外れてねえかもしれねえ」

「え？　絵の中に引きずり込まれる……のが？」

「ああ。絵の中に引きずり込むわけじゃねえが。人知れず人を殺せる場所は、ある」

「な、何それ？」

　まさかの答えが返ってきて、志信は目を白黒させる。

「そのオカルト話の元が本当にここだとしたら、関係者の中に、俺達と同じ転生者がいるかもしれねえ」

　そう言って志信から離はなれ、辺りを見回した。

　人知れず人を殺せる場所。それが転生者とどう関わりがあるのか。それを尋ねる前に、勝が手を打って志信に言った。

「殿との。そんな噂が立っているのなら、興味本位で来た客もいるのではないでしょうか。訊きいてみてはいかがでしょう？」

　勝の提案はもっともだが、志信は顔を渋しぶらせる。

「えー、俺がぁ？　面めん倒どう臭くせぇ～」

「お前が頼たのまれたんだろうが」

　先せん輩ぱい達が行けばいいじゃん、と言おうとして、志信はやめた。この二人に声を掛かけられたら逃にげたくなるだろう。志信がそうだった。二人ともよく見れば顔は良いから女性ならもしかしたら話してくれるかもしれないが、望み薄うすだ。

　志信は辺りを見回し、つまらなそうに絵を見ている同年代の青年を見つけて声を掛けた。女性はあえて避さけた。ナンパだと思われたら恥はずかしいし。

　この青年が当たりだった。勝の予想通り、ネットで『呪のろいの絵』の情報を見て、興味本位で来た客だったのだ。周りに聞こえないよう、青年は声を落として志信に言った。

「きみもそうなの？　俺もそうだったんだけど、学芸員さんとかには訊かない方が良いよ」

「え？　何でですか？」

「さっき俺が訊いたから。そんなのデタラメだって、怒おこられちゃった。ま、無理もないけどさ」

　青年はそう言って肩かたを竦すくめる。確かに主しゆ催さい側としては、そんな噂、いい気はしないだろう。それを関係者に尋ねるこの青年もわかってはいるらしいが、好こう奇き心しんには勝てないという目をしている。

「何か他ほかに、呪いの絵について、知ってます？」

　志信が尋ねると、待ってましたとばかりに青年は笑った。これは情報源ソースがないから本当かどうかわからないけど、とだけ前置きして、青年は言った。

「あの殺人事件の被ひ害がい者しやの大半は、この個展見に来てるみたいだよ」

「……ホントですか？」

「だからソースはないんだって。ただ、ＳＮＳとか探さぐってみると、日記にこの個展に行くって書いてたみたいだよ。それに」

　周りを気にし、青年は一層声を潜ひそめて志信に言った。

「ここにある女の絵を気にしてる風だったらしい。知ってる人だとか、あれは自分の死んだ彼女だとか。結構ぶっ飛んでる奴やつにも好かれる絵みたいだから、どんな狂きよう気きの絵があるかと思ったら、それらしいのはなくて、ちょっとがっかりー」

　この青年は完全に好奇心でやってきたらしい。その態度に少しばかり反感も持ったが、志信も似たようなものである。反感を胸の奥に押し込めて聞き流す。青年は志信の内心に気付くこともなく続けて言う。

「ま、故人のアカウントだからもうほとんど消えてるし、確かめようがないけどね。ネットに画面のスクショは残ってるんじゃない？　本物かどうかはわかんないけど」

　スクショが何かと訊くと、表示画面をそのまま画像として保存するスクリーンショットのことだと言う。日記を探し出して保存までする奴がいることに、志信は呆あきれた。しかしそれが本当なら、ますますもってこの個展の関係者が怪あやしくなってくる。

　青年に礼を言って別れ、親指を立てながら蘭と勝の元へ戻もどり、青年から聞いたことを二人にも話した。聞き終えると同時に二人の顔が険しくなり、周りの女性客が引いていく。いくら不ふ穏おんな話とはいえ、もうちょっと穏おだやかな顔は出来ないのか。

「種島もこの個展に来た後、失しつ踪そうしたんだよな」

「うん、俺の友達はそう言ってる。やっぱり……」

　志信が声を落とすと、勝が心配そうな顔で慌あわてて志信の肩を叩たたいた。

「殿、そう気落ちなさらぬよう。個展とは関係ないかもしれませんし」

「それはそうだけど。でも、この個展と殺人事件の関係は、ちょっと気になってきちゃったよ、俺も。どういうことだろ？」

「ネットの不確かな情報だ。鵜う吞のみにすんなよ」

「それはわかってるけどさ。蘭先せん輩ぱいも、何か知ってるみたいなこと言ったじゃん、さっき」

　無論、人知れず人を殺せる場所があるという話だ。蘭は頷うなずいたが、返答はいまいち志信が欲しいものではなかった。

「隠かくし立てするつもりはねえが、あれは見せねえとわからねえだろうからな。機会があったらそん時に説明する。とにかく、殺人現場が俺の予想の通りなら、これは普ふ通つうの人間じゃ手に負えねえだろうよ」

「普通の人間？　確かに先輩達は普通の人間じゃないけど」

「お前もな。転生者じゃねえと、その場所にはいけねえからな。そうなったら、俺達が解決するしかないかもしれねえ」

　何だか話が大おお袈げ裟さになってきた。志信は渋じゆう面めんでため息をついた。

「ま、そうならねえように願っとくこったな」

　励はげますように蘭に頭をぽんと撫なでられた。

　ふと志信は絵画に目を遣やる。顔のない、ワンピースを着た女性が佇たたずんでいる。煌きらびやかな着物やドレスを着ていたり、無む邪じや気きな少女だったり、優しげな老ろう婆ばだったり──何だか一人の女性の生しよう涯がいを描えがいているような気もした。

「何でこの人、顔がねえんだろ。描けないわけじゃないみたいだけど」

　その証しよう拠こに、他の絵に描かれた人物達にはしっかり顔が描き込まれている。ただ、女性一人が描かれた絵にだけは、顔がない。それが彼の絵の売りのようだが、不思議ではある。それに、この女性一人の絵が、一番力を入れて描かれているように志信には見えた。

「顔がないのは、同じ女の人っぽいよなー」

　何気なく志信が呟くと、隣で興味がなさそうに絵を眺めていた蘭が反応した。

「あ？　何でだよ？　年ねん齢れいとか体型とか、全然違ちがうじゃねえか」

「何でって言われても……何となくとしか。雰ふん囲い気き似てるし、同じ人かなぁって」

　志信がそう言った後、背後から答えが返ってきた。

「同じ人だよ～。よくわかったね」

　穏やかな声に振ふり返ると、ひょろりと背の高い青年がいた。背は蘭と同程度だが、瘦そう身しんで手足も細長い。柔にゆう和わに微笑ほほえむその顔もまた線が細く、中性的な美しさがあった。

　だぼっとした薄うす手でのカーディガンは絵の具でかなり汚よごれていたが、モデルのような姿の彼が着ると様になっていた。

　近くにいた若い女性達が、小さく嬉うれしそうな声を上げた。女性客が多いのは、彼自身の魅み力りよくもあるようだ。

　志信は着物の女性の絵を指さし、彼に尋ねた。

「もしかして、この絵を描いた人？」

「うん。星見直興です。ご来場、ありがとうございます」

　長細い体をゆっくり折って、星見直興はお辞じ儀ぎをした。顔を上げるとにこりと微笑む。キラキラした目とおっとりした言動のせいか、どうも年上には見えない。

「この絵、彼女なの？」

　尋ねた後、初対面の上に年上だったと気付いて言い直そうとしたが、星見は志信のタメ口を気にした様子もなく、頷いて頰ほおを赤らめ、はにかんだ。

「そう。僕がすごくすごく愛している人」

　彼女のことを考えるだけで幸せ、というような彼の顔に、志信はタメ口を気にする謙けん虚きよな気持ちを吹ふっ飛ばした。隣となりで志信を見た蘭が苦く笑しようする。

「おい志信、顔。ひでえぞ」

「俺、幸せそうなカップルは基本的に妬ねたむ主義」

「わからんでもねえが、お前なかなか根こん性じよう汚きたねえな」

　志信の反応に気付いていないのか、星見は自分の絵を見て、ぽつりと呟つぶやいた。

「綺き麗れいに描けてるかなぁ？」

「え？　ああ、すっげえ綺麗だと思うよ」

　唐とう突とつな星見の言葉に少し戸と惑まどったが、志信は醜みにくい表情をやめて、素す直なおにそう言った。絵画とカップルを妬む気持ちは別物だ。イチャイチャするカップルは早く視界から消えて欲しいが、綺麗な絵は見ていたいと思える。

「俺、絵とかわかんねえけど……うん、綺麗だと思う」

　志信がそう言うと、星見は志信に向き直って柔やわらかく微笑んだ。

「ありがとう。彼女の絵を綺麗って言ってもらえるのが、僕、一番嬉しいんだ」

「へー。ふーん」

「僻ひがむな妬むな、器うつわがちっせえことすんじゃねえ」

　蘭はそう言って志信の頭に拳こぶしを落とした。ごん、という鈍にぶい音と共に鈍い痛みが襲おそった。いつもの音だけの叩き方は、場所を考えて控ひかえたのだろうか。

「でもねえ……僕、まだ彼女に会ったことないんだー」

「え……？」

　星見の少し寂さびしげな言葉に、志信だけでなく、蘭と勝もまた目を丸くした。三人は目配せした後、にこにこと笑っている星見を見つめる。
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「あー、えっと。遠えん距きよ離り恋れん愛あい中の彼女とか？」

「ううん。彼女とは会ったことも喋しやべったこともないんだ」

　星見は寂さびしげに目を細めて、自分の描いた絵を見つめた。痛みを堪こらえるように胸を押さえる。

「いつまでも顔がないのは、可か哀わい想そうだよね。わかってるんだけど……会ったことのない僕には描けないから。噓うその顔なんて、描きたくないしね」

「……ん？」

　何だかおかしくないか。いや、会ったことも喋ったこともないんだから、彼女の顔が描けないのは当然だ。しかし根本的なところがおかしい。しかしそのおかしな部分がわかってしまったら恐きよう怖ふが襲ってきそうな気がして、志信はわざと彼の言葉を理解しようとしなかった。

「彼女に会ったことはないけど……」

　星見が志信に向き直った。志信は思わず身構えたが、星見の顔を見て目を瞠みはる。幸せそうに微笑むその顔には、狂きよう気きや、虚きよ構こうを言っているようには見えなかった。

「でも、僕は彼女をたくさん愛して、彼女にたくさん愛してもらってることはわかってるんだ。だから後は、彼女に会うだけなんだ」

　人は幸せな思い出を語る時、きっとこんな顔をする。嬉しそうだが、少しだけ切ない笑え顔がお。星見のその笑顔をじっと見て、彼が幼く見えるのは、子どものように白目が白いからだと気付いた。

「きっと、すごく寂しい思いをさせてる。早く見つけてあげたいんだ」

　その彼女が目の前にいるかのように、星見は悲しげに、申し訳なさそうに言った。

　自分の絵の縁ふちをなぞって呟く星見を見て、志信は極限まで小さくした声を、蘭と勝に向けた。

「こ、この人大だい丈じよう夫ぶかな……？」

「芸術家が頭おかしいって本当だな」

　ずばり言ってしまった蘭に、志信は慌てて彼を見上げ、小声で窘たしなめる。

「せ、先せん輩ぱい！　思ってても言っちゃダメだって」

「あ？　あー、すまん。悪い意味で言ったんじゃねえ。むしろちょっと感心してた。それでこれだけ描けるってのはすげえ才能なんじゃねえか？」

「ありがとう」

　理解はまったく出来ていないようだが、蘭は彼の技術には感心しているらしい。星見もそれがわかるのか、素直に蘭にお礼を言って微笑んだ。理解し合っているような、いないような蘭と星見を、志信は不思議な気持ちで見ていた。

　その時、ふと勝が肩かたを叩たたき、志信に耳打ちしてきた。

「殿との。浅せん慮りよながら私の考えでは……将来の理想の伴はん侶りよということでは？　そういう、その、芸術的思考ではないでしょうか？」

「ああ、そういうこと。うん、きっとそれだ！」

　表現は大袈裟だがそれなら納なつ得とくがいく。彼にはこうと決めた理想の女性がいるのだろう。理解するのは難しそうだが、人を織田信長の生まれ変わりだとか言って厄やつ介かい事に巻き込む人達よりよほど平和的だ。

　星見が声を上げた志信に微笑みかけるので、志信も笑みを返した。途と端たんに心に余よ裕ゆうが出来た。

「彼女、見つかるといいな」

「うん。絶対見つけるよ。僕は彼女の夫だから。早く迎むかえに行ってあげないと」

　やっぱり理解をするのは難しそうだが、その幸せそうな顔は本物のようだった。

　こつ、と蘭が志信の頭を軽く小こ突づいた。

「志信。種島のことは」

「あ、そうだった。あのさ、この人、知らねえ？」

　志信はスマホを取り出し、国友に送ってもらった、行方ゆくえ不明になった講師、種島の写真を見せた。星見はじっと画面を見つめていたが、ほどなく首を傾かしげて画面から顔を離はなした。

「僕の知り合いじゃないと思うけど……。この人がどうかしたの？」

「そっか。この人、先週から連れん絡らく取れなくなってるらしくて。いなくなった日に、この個展に来てたっていうから、誰だれか知ってる人いないかなと思って」

「ああ、来てくれた人だったんだ。でもごめんね、覚えてないなぁ。僕がいない時に来てくれた人かなぁ？」

　首を傾げて考え込む星見だったが、結局思い出せなかったようだ。

「それからさ、えっと……彼女の絵って聞いといて何なんだけど、さ……」

　言いづらそうな志信を、星見はきょとんとした目で見つめる。子どもに見つめられたみたいな心ここ地ちがした。訊ききづらさが増したが、ここまで来て何も訊かないわけにもいかない。

「この絵の女性が、人を連れ去ってるとかいう噂うわさ、知ってる？」

　星見は、ああ、と頷うなずいた。噂は本人の耳にも入っているらしい。星見はキラキラした目を細め、視線を落とす。

「ネットでそういう話があるみたいだね。ちょっと悲しい、かな」

「だ、だよな。……ごめん」

　志信が頭を下げて謝ると、星見は目を瞠り、微笑ほほえんでゆっくり首を横に振ふる。

「ううん、いいんだ。悲しいって言ったのは、そういう噂があることじゃないよ。むしろ僕は、その噂が本当だったらいいのにって思ってるんだ」

　不ふ吉きつな噂が広まっているというのに、本当ならいいとはどういうことだろう。志信は顔を上げ、蘭と勝に視線を向ける。二人は怪け訝げんそうな顔をして星見を見た。その怪訝そうな顔が二人とも凶きよう悪あくだが、星見は気付いているのかいないのか、平然としている。気付いていて平然としているなら、相当大物だ。

　志信が星見を見つめると、彼は少し寂しげに志信に笑いかけて答えた。

「だって、もしも噂通り、本当に彼女が誰かを連れ去っているなら……まず一番に、僕を連れてってくれるはずだから。そうじゃなきゃ、悲しいよ」

「そ、それも、そっか……？」

　予想の斜ななめ上の答えに、志信だけでなく、蘭と勝も驚おどろいた様子で星見を見つめる。

　星見は関係者に呼ばれ、のんびり返事をして志信達にもう一度微笑みかけた。

「ゆっくり見ていってね。あ、でも、好きになったらダメだよ？　僕のお嫁よめさんだから」

「う、うん。わかってるよ」

　深くは考えないでおこう。二人が幸せそうなら何よりじゃないか。そう自分に言い聞かせ、志信は不思議な若き芸術家を見送った。

　細長い後ろ姿を見つめながら、志信は腕うでを組んで一つため息をついた。

「うーん、あの人は関係なさそう、かな？」

　志信の呟つぶやきに、蘭が答えた。

「色々ぶっ飛んではいるがな。種島の顔を知ってる感じじゃなかったしなぁ」

　結局、直接種島の失しつ踪そうに繫つながるような有力な収しゆう穫かくはなしという結果に終わったようだ。

「うーん、先生の手がかりはなかったな。……ノート借りられるかな」

「お前の気にする所はそこかよ」

「いや、もちろん一番の心配は先生だよ!?　ただ俺の単位も心配なだけで……」

　人の命に関かかわるかもしれない事態だ。無論行方不明の種島の方が気になるが、口にすると単位を気にするだけのダメ人間になった。言わなきゃ良かった。

　自分の発言に落ち込んだ志信を見てか、蘭が軽く志信の頰ほおを摘つまんだ。

「手がかりがねえってのも、有益な情報だろう。一つ疑ぎ惑わくが潰つぶれたんだからよ」

「おお、たひかに」

　蘭は頷く志信の頰を放し、彼は再び暇ひまそうに絵画を眺ながめる。

「うーん……」

　絵から興味を失ったらしい蘭に対し、呻うめくような声を出し、勝は首を捻ひねって食い入るように女性の絵を見つめていた。

「勝先輩、意外と熱心に観みてるね」

　先ほどの考察といい、意外と美術に興味があるのだろうか。

　勝が険しい顔で絵を見つめると、周りの客が心なしか自分たちから距きよ離りを開けている気がする。しかし真しん剣けんに観ているのを邪じや魔まするのも悪い気がして、志信は控ひかえめに言った。

「……けどさ、もうちょっと優やさしい顔で観ない？」

　志信がそう言うと、勝は顰ひそめていた眉まゆを緩ゆるめて志信に頷いた。

「どうかしたの？」

　志信の問いかけに、勝はしばし考え込み、歯切れ悪く答える。

「いえ、その……この女性、何な故ぜか知っているような……見たことがあるような……？」

「あ？　お前もか？　気のせいかと思ったんだが」

「貴様もか。しかし……誰かと言われても、名前は出ないのだ」

　蘭も勝と同じらしい。二人は互たがいに不思議そうに顔を見合わせたが、やはり明確に誰と言い切ることは出来ないようだった。

　怖こわい顔で絵を睨にらむ二人に苦く笑しようし、志信は悪いた戯ずらっぽく笑って二人に言った。

「顔がないから自分好みの女の子に変へん換かんしてんじゃねえのー？　やだー、先輩達やーらしー」

「や、やらし……!?　わ、私はそのような破は廉れん恥ちな真ま似ねはいたしません！」

　勝は慌てて眼鏡を外してサングラスをかけ直したが、赤くなった頰はまったく隠せていない。そんな勝に対し、蘭は志信の言葉に顔色一つ変えずに言った。

「そういうエロい類たぐいの絵じゃねえからな。だったら俺はもっとしっかり観てる」

「蘭先輩、正直だね……」

　からかい甲が斐いがないどころか堂々としている蘭に、からかった方の志信が何故か恥はずかしくなった。

「ま、志信の言うとおりだろ。顔がねえから勝手に知り合いに繫げてるんだろうよ。パンフレットにもそれっぽいことが書いてあったしな」

「さすがは殿です。私達の浅はかな思考などお見通しなのですね！」

「いやごめん適当」

　志信はそう言ったが、勝は志信の考えに感じ入り、聞こえていないようだった。

　国友へのお土産みやげにポストカードを購こう入にゆうし、志信達はビルを出た。時刻は四時を回っていた。まだ十分明るくこれから遊ぼうという者も多いだろう時間だ。が、志信は違ちがった。

「よし、んじゃ帰ろう。そしてゲームしよう」

「テスト勉強とレポートだろこのボケ……！」

「そうでした」

　蘭に頭をギリギリと締しめられ、単位がかかっていることを志信は思い出したのだった。
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　個展へ行った翌日、月曜の昼過ぎ。学食の前で、蘭と勝が二人揃そろって志信に詰つめ寄っていた。

「いいかてめえ、俺達のゼミが終わってから図書館にいなかったら、ぶん殴なぐるからな」

「約束ですからね、殿との！　絶対ですよ!?」

「ういーっす」

　脅きよう迫はくする蘭と、心配しすぎな勝に対し、志信は軽く返事をする。その返事が気に入らなかったのか、蘭が鋭するどい睨みをきかせたが、耳にタコが出来るほど言われた身としてはこのぐらいの反はん抗こうは許して欲しい。

　目立つ二人の背中を見送って、志信は一人伸のびをした。

「っあー、やぁっと先輩達から解放された」

　ここ数日一いつ緒しよに過ごして、悪い人達ではないとわかってはいたが、アレをしろコレはするなととにかくうるさい。命を狙ねらわれ、護まもってもらっているのだから当然と言えば当然だが、窮きゆう屈くつではあった。

　肩かたが軽くなった気がする。自然と足取りも軽く、次の授業の大教室へ向かう。

　志信とすれ違う学生達が、志信を見て明らかに目を逸そらし、そそくさと道を空けて立ち去っていく……気がする。

（ん？　何か俺、微び妙みように避さけられてね？）

　教室に行くと、一いつ斉せいに志信に視線が集中し、一いつ瞬しゆんで逸らされた。

（何これ？　今のはさすがにショックなんだけど！）

　この授業はほとんど喋しやべったこともない学生ばかりだ。なのにこの反応。

　悶もん々もんとしている間に、授業は終わった。まだチャイムが鳴るには早いが、キリが良いところで終わった。大教室を出る際も、志信の行く手はさっと人が開ける。

「あ、志信！　お疲つかれー」

　教室を出たところで、こちらに歩いてきた国友が志信に気付き、軽く手を上げて声を掛かけてきた。彼女の変わらない対応が、今日ばかりは嬉うれしく思えた。

　国友は辺りを見回してから小声で志信に囁ささやく。その表情は少し硬かたい。

「つ、鶴森先輩と、雁ヶ音先輩は？」

「つる……？　ああ、蘭先輩と勝先輩のことか」

　一瞬誰だれのことを言っているのかわからなかったが、そういえば蘭と勝の苗みよう字じはそんな名前だった気がする。

「二人ともゼミだってよ。まだ終わってないんじゃね？」

　志信がそう言うと、国友はあからさまにホッとした様子を見せた。やはり国友はあの二人を恐おそれているらしい。蘭と勝は有名人らしいから、あの二人と最近一緒にいるせいで、志信も避けられているのだろうか。

「なぁ、何か俺……知らねえ人にまで避けられてるっぽいんだけど」

　志信は国友に聞いてみる。すると彼女は次の瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくの言葉を志信に投げかけた。

「だってそりゃ、あの鬼おにの鶴森先輩とマフィアの雁ヶ音先輩を土下座させたんでしょ？」

　国友のまさかの言葉に、驚おどろきのあまり十秒ほど固まってしまった。我に返って志信は叫さけんだ。

「そ、そんなこと出来るわけねえじゃん！　あの凶きよう悪あく二人組だぞ!?」

「あー、やっぱ知らなかったんだ。今その噂うわさで持ちきりよ？　もうこの大学に志信に逆らえる奴やついないと思う」

　国友の言葉を、数日前の志信なら笑っていただろう。しかし跪ひざまずかれたのは事実で、この避けられ方とあっては、その誤情報は学内に広まっているのだろう。

　せめて顔の広い友人には事実を知っておいてもらいたい。志信は必死で情報の訂てい正せいを試みる。

「ご、誤解だ！　あれは人ひと違ちがいだったんだって！」

「でも土下座以来ずっと一緒にいるんでしょ？」

「それはあの人達が勝手に護衛とか言って……」

「あの二人が護衛!?」

　焦あせって余計なことを言ってしまった。国友は驚いて大声を上げた。周りの学生にも聞かれたらしく、皆みなヒソヒソと話しながら去って行く。

「鶴森先輩と雁ヶ音先輩を護衛にしてるんだ……すごいねあんた。一体何したの？」

「何もしてねえよ!!　噂が一人歩きしてるだけなんだって！」

　志信が必死に取り繕つくろうが、もう国友以外に聞いている人間はいそうになかった。目の前の友人に事実を広めてもらうしかない。

「わかったわかった。──あ、そうだ。個展、どうだった？」

　国友の言葉に、志信は呼吸を整えてから答えた。

「個展は……あの噂はマジだった。俺も危あやうく引きずり込まれそうになったよ」

　国友は顔を真っ青にして自分の身体からだを抱だき込み、志信から飛び退すさって叫んだ。

「いやあああああっ！　やめてって言ってんじゃん！」

　良い反応をする国友に、志信は笑った。

「冗じよう談だんだよ。別にどうも。てか全然ホラーな絵じゃなかったぞ。優しい感じで。描かいてる人も、ぼんやりおっとりした人だったし。イケメンでムカついたぐらいで」

　しかし蘭は「人を殺せる場所がある」とも言っていた。あながち引きずり込まれるというのが噓うそばかりとも言えないようだ。しかしこれは国友に報告しても怖い思いをさせるだけなので、志信はこの話題を終わらせた。

　志信の笑えみに、国友は胸むねを撫なで下ろし、あからさまにホッとする。

「やめてよホントに。けど、やっぱ個展は関係ないかー。種島先生どこ行ったんだろ」

「そうだ。一つお前に訊ききたいことあるんだった」

「訊きたいこと？　スリーサイズと体重以外な」

「ンな情報いらねえよ。種島先生さ、星見直興のこと、前から知ってた？　絵を見て、何か言ってた？」

　個展で会った青年は、星見直興の絵に描かれた女性に、心当たりがある人物が殺されているのではと言っていた。あくまでネットの情報で、どこまでが本当かはわからない。

　しかしもしもそれが本当なら、種島もあの絵に対し、何らかのリアクションを取っていたのではないか。

　国友は苦笑して、頷うなずいた。

「ああ、うん。あの人、ちょっと不思議なとこある人でさー。元々星見直興のファンだったんだけど、ちょっと前から、絵の女の人見て、これが理想の女性とか言ってたみたい」

　やっぱり、と心の中だけで呟つぶやいた後、志信は純じゆん粋すいな興味で国友に訊いた。

「あの女の人の絵、顔ないのに？」

「それがいいらしいよ。よくわからんけど。てーかあの人もちゃんとわかったうえで言ってたかも怪あやしいよ。……って、もしかして有名になってた!?」

　親しん戚せきの恥はじだと心配する国友に、ただ単によくそういう人がいるらしい、と適当に合わせて説明した。しかし志信の胸中は穏おだやかではない。

　種島の失しつ踪そうは、あの個展との関係がより濃のう厚こうになってきた。それも、蘭と勝が言う、転生者が関係しているかもしれない。

（面めん倒どう臭くせぇ……ひきこもりたい）

　つい遠い目をしてしまうが、せめて種島の失踪と星見直興の個展が無関係であることがわかるまでは、志信自身、この問題を無視出来そうになかった。使命感よりも、単純に気になるからだ。関係があるとわかったら……諦あきらめて最後まで付き合うしかないのだろう。考えただけで気が遠くなる。

　もう一度ひきこもりたいと強く思ったところで、国友が声を上げ、自分の鞄かばんをごそごそと探さぐり始めた。

「ってことではい。報ほう酬しゆう。七月入ってからのでいいんだよね？」

　国友が差し出してきたのは、ノートのコピーが入ったファイルだった。志信は頭を下げて両手でそれを受け取る。ファイルが可愛かわいらしいキャラクターものなんて気にもならない。

「ありがとうございます国友様……っ!!」

「志信にそこまで真しん剣けんなお礼を言われるとは思わなかった……ホントにやばいんだね」

　同情と憐れん憫びんの視線を向ける国友を見て、志信はファイルをカバンに突つっ込み、代わりにあるものを彼女に差し出した。

「代わりと言っちゃなんだけど、これやるよ」

「え？　何コレ。わあ、すごい綺き麗れいなポストカード！　私こういう絵好きー！」

「それ、星見直興の絵だけど」

　志信がそう言うと、国友は笑顔のまま固まった。しかしすぐに首を振ふって笑う。

「い、いや！　噂は何もなかったんだし、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ありがと志信。飾かざっとく！」

　嬉しそうに笑った国友に、志信も笑みを返した。

「おう、じゃ、俺行くわ。……夜中、気をつけろよ？」

「コピー返せこの野や郎ろう!!」

「フハハ誰だれが返すか。冗談だってば。ありがとなー」

　国友の怒ど鳴なり声を面おも白しろがりながら、志信は校舎を出た。

　図書館で待てと蘭と勝に言われたが、まだ三限が終わるまでには時間がある。大学の周りぐらいならすぐに戻もどってこれるだろうと、近場の書店に足を向けることにした。

　校門を出てすぐ、大通りに見慣れた姿が見えた。

「あれ。星見、さん？」

　噂をすれば何とやらだ。細長いシルエットに声を掛けると、星見はふわりと微笑ほほえんだ。向こうも志信を覚えていたらしい。

「この前来てくれた人だよねえ。えっと……」

「ああ、ごめん名乗ってなかったっけ。瓜巣志信っすー」

　振り返った星見の姿は、やはり前と同じく絵の具で汚よごれていた。大きなキャンバスを肩かたにかけ、絵の具のセットらしき大きなバッグも持っていた。

「ここで何してんの？　大学この近く？」

「ううん。相しよう国こ寺くじをスケッチに来たんだ。……でも、ちょっと落ち込んでる」

　肩を落としてしょんぼりする星見は、子どもが大事なおもちゃをなくしたような顔をしていた。それでつい、志信も言葉を続けてしまった。

「どうかした？」

「うん……絵の具、なくしちゃった。せっかくいいの見つけたのになぁ」

「絵の具にもいいやつとかあるんだ？　やっぱ高いの？」

「うーんと、いくらだったっけ……」

　志信が尋たずねると、星見は指を顎あごに当てて考え込んだ。形の良い爪つめの間に、絵の具が入って黒く汚れている。

「一万円ぐらいだったかなぁ」

「いちま……っ!?　せ、セットで？」

「ううん、一色だけ。綺麗な青だったんだけどなぁ」

「しょんぼりしてる場合か！　一万だぞ!?　もっとちゃんと探せよ！　あんたの彼女さん描く大事なものなんだろ？」

　志信の言った「彼女」という言葉に、星見は驚おどろいた顔をしてから、嬉うれしそうに微笑んだ。

「ありがとう。彼女のこと、気にかけてくれるんだね」

　意外な反応に、志信も驚き、頭を搔いた。そして正直に言った。

「いや、まぁ、その……ごめん。あんたの彼女論は、ちょっと高度すぎて俺には理解しがたいところもあるんだけど」

「それでも、気にかけてくれただけで嬉しいよ」

　こちらが照れるぐらいに、星見は頰ほおを紅潮させて微笑んだ。そのままキラキラした目を伏ふせる。諦めの表情だ。

「でも、もういいんだ。他ほかのものと混ざってたら、使えないから」

　絵の具が何かと混ざるものなのだろうか。疑問に思ったが、彼も諦めているようなのでそれ以上は訊かなかった。代わりに別の疑問が浮うかんだ。

「あんたも今の時期、テストなんじゃねえの？　こんなとこでスケッチとかしてていいのか？」

「そうなのかな？」

「そうなのかなって……知らねえよ」

　年上のはずなのだが、子どもを諭さとすように志信は星見に言った。

「ちゃんと確かく認にんしといた方がいいんじゃね？　芸大も一応、普ふ通つうの授業もあるんだろ？」

「うん、そうだね。ありがとう」

　礼を言ってから、星見は唐とう突とつに大きなキャンバスとバッグを地面に置いた。何が入っているのか、カシャンと金属音のようなものもした。志信がぼんやりバッグを見ていると、彼は志信の目の前に出て、両手を広げた。そして。

「え……？」

　志信の肩を正面から、優やさしく、しかしぎゅっと抱だき締しめた。

「僕……志信のこと気に入った」

　志信の耳元で、星見は静かな声で言った。星見は綺麗な顔はしているが、男に言われても嬉しくない言葉と行動だ。それに何な故ぜだか一いつ瞬しゆん、首筋の辺りが粟あわ立だった気がした。

「あ、そう。ありがとー……。あんたが可愛い女の子だったら嬉しかったよ」

「そっか。でも僕、女の子にはなれないや」

　志信の言葉を真に受けて謝った後、星見はもう一度志信に微笑んだ。

　不意に志信は、彼から漂ただよう匂においが気になった。

（生なま臭ぐさい……？）

　彼の髪かみからは、男にしてはシャンプーのいい匂いがしている。体たい臭しゆうではなさそうだ。匂いの正体は彼の服からだった。あまり嗅かいだことのない匂いだ。カーディガンに付いてしまった絵の具や染せん料りようの匂いだろうか。志信は星見から離はなれ、彼の顔を見上げた。

「なぁあんた、絵の具か何か、服に零こぼした？　変な匂いするけど」

　首を傾かしげた後、星見は自分の袖そでを鼻に当てた。

「ああ、膠にかわの匂いかな。よく零しちゃうから」

「にかわ？」

「絵の具の接せつ着ちやく剤ざいみたいなものかな。動物性のゼラチンだから臭くさいんだよね。膠がないと絵の具がキャンバスに付かないから」

　絵の具が付かないことなどあるのだろうか。絵を描かいたことなど学校の授業ぐらいでしかない志信には専門的なことはわからない。

　首を傾げながらも頷うなずいた志信の前で、星見はキャンバスとバッグを背負った。

「彼女のこと気にかけてくれて、本当にありがとう。そこまで言ってくれる人は、あんまりいないから」

　少し寂さびしげにそう言うと、星見は「またね」と言ってニコニコ笑って去って行った。

「何気なく言っただけなんだけど……」

　自分には理解出来ないが、星見の中には確かに『彼女』がいる。それを星見は絵で見せてくれている。だから否定は出来ないと思ったまでだったのだが。

「変な人だよなぁ……」

　今まで会ったことのないタイプの人間だ。ぽつりと呟つぶやいて笑った直後、背後で雷らい鳴めいに近い声が轟とどろいた。

「志信……っ！」

「いった!?　何すんだよ蘭せんぱ──」

　低い声で驚かされた上に、突とつ然ぜん頭を締め付けられ、志信は腹立ちを覚えながら振り返った。眉まゆ尻じりを上げて蘭の顔を見上げたが、彼の顔を見た途と端たんに全身を凍こおり付かせた。そこには蘭の皮を被かぶったただの悪あつ鬼きがいた。

「す、すみませんでした……っ！」

「謝らなくてもいい」

　左手で志信の頭を締め付けながら、蘭は口元を笑えみに歪ゆがめて、右の指をゴキゴキと鳴らした。

「お前は俺の仕置きを所しよ望もうしてんだろ？」

「殺す気じゃん！　何でちょっと嬉しそうなんだよこのドＳ！」

「殿との！」

　勝が駆かけ寄り、志信の手をぎゅっと握にぎった。こちらはサングラスの奥を涙なみだで濡ぬらしている。

「一人で行動されてはいけないと、あれほど申し上げたではありませんか！」

「反省してるから、とりあえず助けて勝先せん輩ぱい……！　頭割れる……っ」

　そういった瞬間、頭の締め付けがなくなった。解放されて一瞬ふわっと目の前が揺ゆれる。蘭を振ふり返ると、彼は険しい目をして志信を見つめていた。

「志信、お前……」

「何──えっ!?」

　突然、志信は蘭に肩を摑つかまれ、引き寄せられた。蹈鞴たたらを踏ふんでいると、蘭の顔が志信の肩口に近づく。鼻の先が首にくっつき、志信はびくりと飛び上がった。そのまま蘭は動かない。

「あ、あのー……？　蘭先輩？」

（く、食われるかと思った……っ！）

　肉にく食しよく獣じゆうが草食獣の頸けい動どう脈みやくを食い破って仕留める図が一瞬で脳のう裏りに過よぎった。志信は顔を蒼あおくして、蘭を目だけで見下ろす。

　蘭が顔を上げる前に、勝が憤ふん怒ぬの形相で蘭の肩を摑んだ。

「蘭！　貴様、殿に何をしている！　やめんか！」

「……気のせいか？」

　ようやく顔を上げた蘭は、険しい顔で志信を見下ろす。彼の顔には慣れたと思っていたが、こうして睨にらまれるように見られるとやはり後あと退ずさってしまう。蘭は険しい顔のまま志信に言った。

「お前から、妙みような匂いがする。血かと思ったが、もっと生臭いような……」

「あー、膠っていう、絵の具の接着剤らしいよ。この前の個展の不思議画家が、近くにスケッチに来てたみたいでさ。さっきちょっと喋しやべってたんだよ。あーびっくりした」

「不思議画家……ああ、あいつか──」

　頷いていた蘭の視線が不意に志信の背後に向き、一瞬で殺意にも似た警けい戒かいの目になった。勝もそちらを見て、志信を背にして立った。二人に遅おくれて、志信も二人の視線の先を見る。

「どうしたの二人と──げっ！」

　気まずさで思わずそんな声が出てしまった。

　そこに立っていたのは、この間志信を殺すと宣言してきた、明智光秀だった。
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　大学の校門前に、明智は静かに佇たたずんでいた。表情は平静に見えるが、その切れ長の目には確かな怒いかりが宿っている。そんな彼から志信を護まもるように立った勝が、鋭するどく怒ど鳴なりつけた。

「貴様！　ここで何をしている！」

「……私の挑ちよう戦せんを無視したな、腰こし抜ぬけ共」

　静かな彼の怒りはもっともだ。志信はそう思って冷や汗あせが流れたが、蘭と勝はそうではなかったようだ。

「何だと貴様！」

「上等だ」

　蘭が一歩踏み出し、明智の前に立った。志信でもわかるほど、彼は殺気立っていた。

「今度こそ、てめえをぶっ殺してやる」

　明智はその言葉に何も返さず、蘭を凝ぎよう視ししていた。蘭が目を細めると、彼はゆっくりと口を開いた。

「この間も思ったのだが、貴様のその殺気──」

　明智の怜れい悧りな視線が、蘭に真っ直すぐに向けられる。

「──本当に、蘭丸か？」

　言葉は疑問視していたが、その目はしっかりと蘭を見み据すえていた。志信は蘭を見上げたが、蘭は明智の方を向いたまま微び動どうだにせず、後頭部しか見えない。

（蘭先輩が……蘭丸じゃない？　じゃあ、誰だれだよ？）

　志信の疑問を打ち消すように、勝が明智に怒鳴った。

「何を馬ば鹿かな！　蘭丸でなければ誰だというのだ！　蘭は織田家に仕える、森家の家か紋もんを受け継ついでいる！」

　森家の家紋というのは、彼の肩かたにある鶴つるの家紋だろう。志信も確かに見た。

　しかし、志信は明智の言葉が完全に心から消えていない自分に気付く。そういえば、蘭が否定していない。

（蘭先輩……？）

　蘭はぐっと拳こぶしを握っただけだった。

　明智の冷たい視線が、蘭と、志信に向けられた。

「……まぁ、貴様など誰でもいい。私の目的は織田信長ただ一人だ」

「いや、ちょっと待って！」

　蘭の背中を見続けていた志信はハッと我に返り、喧けん嘩かを買う気満々の勝を押しのけ、明智に怒鳴った。

「だって俺、約束はしてねえし！　あんたの都合で一方的に決められちゃたまんねえよ！」

「ふん、どうせ逃にげただけだろう。織田信長もずいぶんと弱よわ腰ごしになったものだな」

「こっちだってテスト勉強とレポートがあるんだって！　わけわからん戦いに突然巻き込まれたこっちの身にもなってくれよ。こんな強こわ面もて二人が傍そばにいるせいで、学校でも人が寄ってこねえんだぞ！」

「殿に何かあってはいけませんからね！」

　勝が輝かがやかんばかりの笑顔で拳を握った。そんな勝を志信は指さす。

「見ろ、この人なんてポジティブすぎて皮肉も通じやしねえ！　もうやだ！」

「泣くな」

　顔を覆おおった志信の頭がスパンと蘭に叩たたかれた。見上げた先の蘭は、すでにいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　志信自身は真しん剣けんなのだが、明智から見ると、どうも志信は緊きん張ちよう感かんに欠けているようだ。彼も少々調子が狂くるっているように見えた。

「じ、事情はわかったが……探し求めていた貴様と出会った以上、見み逃のがすことは出来ない」

「何で俺が迷めい惑わく被こうむらなきゃいけねえんだよー！」

　志信の叫さけび声に、サイレンの音が重なった。すぐ近くをパトカーが三台ほど続けて通り過ぎていく。蘭、勝と明智は気にせず睨み合っていたが、志信の視線はそちらに向いた。

　学生達もざわめき、パトカーの方向に向かう者もいた。パトカーのサイレンが止まった。すぐ近くで何か起きたのだろうか。

　そこでようやく蘭達も睨み合いを一時中断し、騒さわぎの方に視線を向けた。

　足と耳の早い男子学生の一人が、パトカーが向かった方から走ってきて、友人達に状じよう況きようを伝える声が聞こえた。

「すぐそこの寺で、またあの死体が出たって！」

「あの死体って……まさか、あの事件の？」

　志信が呟つぶやくと、勝が先ほど叫んだ学生の肩を摑んだ。

「おい、貴様」

　サングラスの奥から、勝に険しい目で見られ、男子学生は飛び上がった。

「ひっ!?　か、雁ヶ音先せん輩ぱい……!?」

「正確に答えろ。あの死体というのは、死体遺い棄き事件と同じ死体か？」

「は、はいぃ！　か、身体からだに家紋があるらしいです。お、俺が聞いたのはそれだけです！」

「そうか。状況報告、礼を言う」

　勝がそう言うと、男子学生はその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。勝は彼らを気にすることもなく、志信の元へ戻もどってきた。

「殿との、やはりあの死体遺棄事件のようです」

　それを聞いて一番に動いたのは、明智だった。

「……勝負は預けておく」

　彼は相国寺に視線を向け、こちらも見ずに去って行った。

「貴様、そちらから勝負を吹ふっかけておいて……おい、待て！」

「……蘭先輩、勝先輩。あの人、追おう」

　志信はそう言い切る前に走り出し、明智の後を追っていた。一いつ瞬しゆん遅おくれて蘭と勝も志信に並んだ。勝はそのまま志信を追い越こし、明智との距きよ離りを詰つめる。

「蘭！　殿を頼たのんだぞ！」

　志信の隣となりを走る蘭にそう叫んで、勝は明智を追っていった。

　蘭は志信にペースを合わせながらこちらを見下ろしてきた。

「何だ、やる気じゃねえか。てっきり帰るとか言い出すかと思ったぞ」

「やる気っつーか……明智さん、あの事件のこと何か知ってるっぽいし、もし死体ってのが種島先生だったら大変だろ？」

「意外だな。もう興味はねえと思ってたが」

「知ってる人が死ぬとこは、やっぱ見たくねえって。これからもそういう人が出てくるかもしれねえし、先輩達も狙ねらわれるかもだし……それに……」

「俺達よりも狙われてんのはお前だっつーの」

　志信は走りながら、ぐっと拳こぶしを握にぎった。

「それに、俺の単位がかかってる！　あの先生の授業はなんとか取れそうなのに、先生がいなくなったからっておじゃんになったら……！」

「俺の気のせいか、そっちの方が深刻そうだぞ、お前」

「そんな……わけ……っ、な……」

　呆あきれ顔の蘭に言われ、言い返そうとしたが、志信の声は絶え絶えになってしまう。久しぶりに長ちよう距きよ離りを走ったせいで息が切れ、自然と蹲うずくまっていた。

「も、無理……っ！　脇わき腹ばら、痛いてぇ……っ」

「この距離でへばってんじゃねえよ！　ちったぁ体力つけろこのひきこもり！」

　スパンと頭を叩かれた後、蘭は呆れきった顔で、ぜえぜえ言う志信の背中をさすってくれた。







　志信と蘭が駆かけつけた時には、すでに人だかりが出来ていた。

「やっぱもう無理か……」

　人だかりの中に割り込もうとしたが、すでに警察が介かい入にゆうして、とても現場を見られるような状況ではなさそうだった。

　蘭は早々に諦あきらめ、志信を連れて少し離はなれた場所でスマホを取り出した。

「この目で現場は見えやしねえが……どうせネットに上がるだろうよ」

「ネット？」

　志信は蘭のスマホを覗のぞき込んだ。彼は検けん索さく画面に、『死体遺棄事件』『家紋』『相国寺』というキーワードを打ち込む。

「こないだも言っただろ。事故現場を撮とるクソみてえな性しよう根ねの奴やつがいるんだよ。今回もカメラ向けてる奴、少なくなかったぞ」

　言ってから、志信の顔をちらりと見る。

「お前、死体見たいのか？」

　そう言われて、検索しているものが死体なのだと今さら気付き、志信は目を逸そらした。

「……ああ、あった。こいつは右みぎ腕うでに家紋があったみてえだな。安心しろ、種島じゃねえ」

　志信が蘭を見ると、彼はスマホをしまって歩き出した。志信も彼に続く。

「勝を追うぞ。──犯人はこれも目的なのかもしれねえな」

「これって……死体をネットに載のせることが？」

「ネットに載せりゃ、不特定多数が見る。そのうち何人かが、俺達と同じように転生者だったら……嫌いやでも京都が気になるもんだろう」

　志信は眉まゆをひそめて蘭を見上げる。

「京都に転生者を集めて、殺すつもりなのかな……」

「天下を取るには、手っ取り早い手かもしれねえな。京都を合戦場にしようってわけだ。だとしたら、まだ近くにいるはずだ。離れるなよ」

　蘭の言葉に、さすがに文句も言わず、志信はしっかり頷うなずいた。

　京都に転生者を集めて殺すという理り屈くつはわからないでもないが、その神経がわからない。蘭には多少なりともわかるのだろうか。そう思って彼を見上げようとしたが、その前に勝の背中を見つけた。路地の前に立って、志信と蘭を待っていたようだ。

「勝先輩、あの人は？」

「見失ったんじゃねえだろうな？」

「『向こう』へ行ったようだ」

　勝はそう言って、路地の奥を指す。しかしそこは行き止まりだ。

「向こうって……どこに？」

　志信が尋たずねたが、勝が答える前に、蘭が彼に言った。

「お前今、何か持ってるか？」

「懐かい剣けんならある」

　そう言って勝は懐ふところに手を突つっ込んだ。次に手を出した時、彼の手には短い刀のようなものが握られていた。志信は蒼あおくなって思わず一歩後あと退ずさる。

「勝先輩がソレ持ってると本物にしか見えねえ！　ていうか何普ふ通つうに持ってんの!?」

「本物とは……本物の武士ということですか殿!?」

「いや、そっちじゃなくて……」

「いいからさっさとやれ。志信、こっち来い」

　強ごう引いんに腕うでを引っ張られ、蘭と勝との間に志信は立った。

「やれって、何を？」

　ふと蘭が改まるように志信を見下ろした。

「個展の時に言ってた、人を殺せる場所に連れてってやる」

「へ……？」

　戸と惑まどって蘭と勝の顔を交こう互ごに見ると、勝が静かに言った。

「殿はこの刀身を見ているだけで構いません」

　何をするつもりなのかは摑つかめなかったが、志信は言われたとおり、勝の手元にある懐剣を見つめた。勝が柄つかと鞘さやを持ち、その刀身を引き抜ぬいた。

　志信の瞳ひとみが、刀身に映る。その瞬しゆん間かん、どこからか美しい鳥の鳴き声がした。

「ホトトギス……？」

　苦しげに鳴くその鳥の名を、志信は呟つぶやく。子どもの頃ころからその鳴き声は妙みように志信の耳に残り、名前をしっかり覚えていた。

　志信の記き憶おくでは、ホトトギスは春に渡と来らいしてくる夏の鳥だ。街中とはいえ木々もあり、鳴き声が聞こえても不思議はない。が、何な故ぜかその鳴き声は不自然に聞こえた。

　空を仰あおいだが、そこには低いビルの壁かべしかなく、鳥の姿は見当たらない。

　首を傾かしげて地上に目を戻すと、辺りの景色に違い和わ感かんがあった。

「何か、おかしいような……？」

　気分が悪くなりそうなほど、違和感を感じた。今いた場所はこんな所だっただろうか。右にあったものが左に、左にあったものが右にある。それに。

「何で、俺達以外の人がいないんだ？」

　志信達の周りから、人の気配がなくなっていた。周りを見回し、狭せまい路地を出てみるが、今まですぐそこにいた人々が忽こつ然ぜんと消えていた。街に人がいない。

「どこをいくら探しても、ここには我ら以外の人間は滅めつ多たにおりません」

　混乱して辺りを見回す志信に、勝が落ち着いた声で言った。

「ここは刃やいばの中の世界です」

「……はい？」

　何を言い出すのか。志信がぽかんとするのも構わず、勝は真しん剣けんな表情で続けた。

「いえ、入り口が刃というだけで、鏡の中の世界と言った方がいいでしょうか。文字などを見ていただければわかりやすいかと」

　勝にそう言われて、志信は辺りを見回した。気持ちの悪い違和感は、周りの景色がすべて反転しているからだった。建物の位置や文字も、すべて左右が反転している。

「人の声もしねえし、正反対だし……なんか気持ち悪わりぃ……。何なんだよこれ？」

「私たちもまだよくわかっておりません。転生したものの持つ刀や槍やりなどに姿が映ると、こちらの世界に入り込んでしまうのです。恐おそらくは果心居士が用意した世界だと思われます」

「何のために？」

「無論、戦うためです。ここが人知れず人を殺せる場所です」

　勝の口から何気なく出た言葉に、志信は目を瞠みはった。

「人知れず、人を殺せる場所……」

　蘭が個展会場で言っていた言葉だ。まだ状じよう況きようは理解出来ないが、勝の言葉が本当だとしたら、絵に引きずり込まれはしなかったが、刀に引きずり込まれたらしい。

「犯人もここで犯行に及およんだのなら、猟りよう奇き的な犯行とは裏腹に殺害現場が見つからないというのも理解出来ます」

　志信の胸中を読んだように、勝はそう続けた。

「そ、そうなるとやっぱ……犯人も転生した人ってこと？」

「恐らくは。そして、明智はここに来ているはずです」

　勝はまるで明智が犯人であると言っているように、そう言った。

　勝に言われて、志信は彼の存在を思い出した。現実離ばなれした現象を前にして、忘れていた。

「そうだ。どこ行ったんだろ、あの人？」

「少し辺りを探して来ましょう」

　勝は言うが早いか走り出す。彼を追う体力はすでに志信にはなかった。蘭と共に、近くを歩き始めた。

　昼間なのに人っ子一人いない通りには、二人の足音が妙に大きく聞こえる。人のために作られた街に人の気配のない不気味さに、志信は一度身み震ぶるいする。

「殿との！」

　勝に鋭するどい声で呼ばれ、志信と蘭はそちらに向かった。左右反対になった相国寺の門を抜けたところに、勝の後ろ姿があった。

「勝先せん輩ぱい？」

　勝の身体からだが強こわ張ばっているのが後ろ姿でもわかった。近づいて彼の顔を覗き込み、サングラス越ごしの視線を追う。

　そこには大きな紅あかい血ち溜だまりが、しっかりと残っていた。

「これ、マジで、本物の……？」

　赤く染まる地面を見て、『血』という単語が口から出なくなった。血だと口に出してしまうと、ここで殺人が起きたことを認めてしまいそうだった。これだけの血を流して生きているはずがないと、頭では理解しているが、心が認にん識しきを拒きよ否ひしている。

　口元を覆おおう志信の視界が翳かげり、目元が温かくなる。

「きついならあんま見るな」

　遮さえぎられた視界の中で、蘭のぶっきらぼうな声が響ひびいた。目元のぬくもりに安あん堵どし、一度深呼吸してから、志信は蘭の手の隙すき間まから彼を見上げる。

「……や、大だい丈じよう夫ぶっぽい。先輩達いるし」

「噓うそつけ、顔蒼あおいぞ」

「うん、でもまぁ、平気」

　そう言って思い込まないと、逃にげ出しそうになる。蘭の手を退どけて、志信は大きな血溜まりに近づいた。

　殺人事件の被ひ害がい者しやはそのほとんどが鋭い刃は物ものでの刺し殺さつ、失血死と報じられている。これが本当に人ひとりが流した血液なのだろうか。

　血の紅に目が眩くらみそうになって、視線を逸そらす。逸らした先の地面に、光るものを見つけた。志信はそれを拾い上げた。

「何だコレ？　試験管？」

　細長いガラス管の中に細かい粒りゆう子しの青い粉が入っており、コルク栓せんで閉められていた。

「おい、無む闇やみに触さわんな。毒物だったらどうする」

「……多分、違ちがう」

　蘭が取り上げようと手を伸のばしてきた瞬間、志信は否定の言葉を口にしていた。はっきりした言葉のせいか、蘭の手が止まった。

　志信は手の中にあるガラス管を見つめる。深い青色に、吸い込まれそうだ。

「コレと同じもの、俺、見たことある。何だっけ、コレ？」

　志信がじっとガラス管を見つめて独白する傍そばで、周囲を見回ってきた勝が戻もどってきた。

「明智はすでに去っているようです。犯人はあいつなのだろうか……」

　勝の言葉を聞いて、志信はガラス管から顔を上げて答えた。

「けど、遺体があるって聞いて、あの人も驚おどろいてなかった？」

「あ？　そうか？　そんな風には見えなかったが」

「明智一人の犯行ではないのかもしれません。……戻りましょう、殿。顔色が悪いですよ」

　勝がそう言うと、蘭がすかさず志信を見て笑った。

「ひきこもりの顔色悪いのはいつものことだけどな」

「うっさい」

　からかう蘭の表情を、志信はふとじっと見つめる。いつも通りの彼の顔だ。先ほどの明智の言葉──蘭丸ではないという言葉など、まるでなかったかのように、普通だ。

（蘭丸も、俺は知らねえけど……）

　何かが引っかかり、志信は蘭の瞳ひとみを一いつ瞬しゆんだけ、強く見つめた。気付かないはずがないのに、彼は志信を見なかった。
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「うーん……これじゃねえなぁ……」

「おい、いつまでやってんだ。ンな暇ひまがあるならレポートの一つも片付けろ」

　蘭の言葉はもっともだ。自分でも、今の優先順位はレポートだとわかっている。しかしこうなると自分でも止まらなくなってしまう。気になったことが解消されないと止まらないのだ。それは志信自身が一番よくわかっていた。

「こっちか？」

　別のゲームソフトをハードに入れる。少し前に発売されたホラーゲームだ。ゲームが始まると、ムービーシーンを飛ばし、頭に刻み込んだ攻こう略りやく法を駆く使ししてひたすらボタンを連打する。

「おい、志信。……ったく、反応しやしねえ」

　蘭は何度か声をかけてくるが、無反応の志信に呆あきれるだけで、力ちから尽ずくで引きはがそうとはしなかった。

　両親や友達、学校の先生にも言われたことがある。何かに没ぼつ頭とうしている志信は、声を掛かけづらい異様な雰ふん囲い気きが漂ただよっている、と。今も恐らくそうなのだろう。

「その目……まるで──」

　蘭が何か言ったが、今は聞こえていても志信の頭には入らない。

　しばらくすると、ボタンを押す志信の手が止まった。画面を見ながら、志信は呟つぶやく。

「……コレだ」

　どうしても気になっていた疑問が解消され、志信は息をついた。窓の外はすっかり暗くなっていた。帰ってきてから一体何時間経たったのだろう。いや、むしろ何時間かで済むのか。

「ら、蘭先せん輩ぱい!?　帰った？　俺何時間ぐらいやってたんだ!?」

　声を掛けると、洗面所から蘭は顔を出した。

「ここにいる。三、四時間ってとこだな。──一体何をそんなに必死になってたんだ？　レポートもまだ終わってねえんだろ、お前？」

　蘭の言葉がグサリと志信の胸を突つき刺さした。しかしこの、何かに没頭すると他ほかが見えなくなる性しよう分ぶん上、どうしようもなかった。

「い、いや、その、どうしても気になるもんがあって。──あれ、勝先輩は？」

「もう少し被害者のことを調べてくるってよ。よくやる」

「蘭先輩は興味ねえの？」

「やりたい奴やつにやらせりゃいいだろ。──俺のやりたいことは、別にある」

　そう言って、蘭は志信をじっと見つめた。その視線の意味はわからなかったが、何な故ぜか照れるような心ここ地ちがして、志信は視線を逸らした。直後、蘭の声が背後から聞こえた。

「──今度は、何としても護まもるって決めたからな」

　ほとんど無意識に、志信は振ふり返っていた。蘭の瞳は、未いまだ志信を見つめていた。

　──誰だれが、誰を護るのか。

　志信の瞳に映るのは誰なのか。蘭の瞳に映るのは誰なのか。

　シンと静まりかえった部屋で、先に口を開いたのは蘭だった。

「訊ききたいことがあるなら、言え。答えられるもんなら、答えてやる」

　蘭の目から視線を外して、志信は言った。

「……明智が言った、『本当に蘭丸か』って、どういう意味？」

　やっぱり彼の顔が気になって、横目で蘭を見る。彼は自じ嘲ちようするような笑えみを浮うかべていた。

「俺は森蘭丸を騙かたってる偽にせ者ものかもしれねえな？」

「でも、蘭先輩のその家か紋もんは、森蘭丸の家紋なんでしょ？」

　蘭は、何かを隠かくしている。今度は蘭が志信から視線を外した。隠していることを志信に後ろめたく思っているような仕草だった。

　蘭は口元だけで笑い、ぽつりと言った。

「……俺の前世は、戦いくさが──人を殺すことが何より好きな奴だったんだよ、多分な」

「嫌きらいなの？」

「好きになれるはずねえだろ」

　吐はき捨てるように、蘭は即そく答とうした。その声には、憎にくしみさえ感じられる。

「前世の俺と俺は別人だと思いてえが……俺は確かに戦いや喧けん嘩かを楽しいと思ってる。だから今までずっと、売られた喧嘩は全部買って来た」

「ああ。鬼おに伝説みたいなのがあるんだって？」

「……何でそういう変な情報は知ってんだお前は」

　蘭は一度息を吸って、志信から視線を逸らした。何も無い虚こ空くうを、何の感情もない目でただ見つめる。

「一度目の生も二度目の生も戦って戦って……いつでも疑問だった。何で俺は戦ってんのかわからねえのに、戦った。戦いの意味も答えも今までわからなかったが、お前の織田木もつ瓜こうを見た時、はっきり思い出した」

　しっかり瞼まぶたを閉じてから、蘭は再び志信を見つめた。

「俺は前世で信長様と弟達を失った時から、誰かを護るために戦いたかった。もう失いたくなかったんだ。──お前を護るためには、俺の名前では、ちょっとばかし信用に欠ける。蘭の名前なら、誰もが信長様の家臣と認める」

　蘭、と、彼は笑って言った。誰かを慈いつくしむような口調で。

「先せん輩ぱいは──」

　誰なのか。それを言いそうになったが、志信は途と中ちゆうで口を閉とざした。きっと、蘭は自分から名乗るはずだ。

　志信が何を言いかけたのかを察してか、蘭は一度笑った。感謝するような、謝罪するような、彼にしては弱く、優やさしい微笑ほほえみだった。

　一度瞬まばたきして、蘭は不意に虚空を睨にらんだ。

「本能寺の変で、弟達は信長様と一いつ緒しよに死んだ。……信長様を護るために、戦って死んだ」

　彼の目には、志信は映っていない。映っているのは主君と弟達の仇かたきの姿だった。

　──何かが違う。

　蘭の憎しみに満ちた目を見て、志信の心がまたもそう叫さけんだ。志信が何かを蘭に言おうとする前に、彼は静かな瞳を取り戻していた。それと同時に、志信の心の叫びが、不完全燃ねん焼しようで消えてしまった。

「俺は、信長様を護って死んだ弟達の思いも背負ってる。だからこの最後の転生を無む駄だには出来ねえんだ」

　志信に宣言するような、重みのある言葉と声だった。受け止めなければと思いながらも、志信の内心は慌あわてていた。

（俺は、信長じゃないかもしれないのに……）

　志信がそう思っていると、焦あせりが顔に出ていたのか、蘭はくすりと笑った。

「信長様じゃねえのにこんなこと話すなって思ってんだろ？」

「え!?　いや、こんなこと話すなとは思ってねえよ。確かに、俺が本当に信長かわかんねえし、重い話ではあるけど……蘭先輩が大事にしてることを、こんなこととは思わねえよ。……ただ」

　どこか寂さびしいような心地がして、志信は視線を落とした。服の隙すき間まから、黒い織田木瓜の端はしっこが見える。

「ただ……俺が信長だったとしても、記き憶おくなんてねえし、信長じゃなかったとしても、それはそれで、申し訳ない気がするんだ」

　信長であることはずっと自分で否定しているのに、何故か寂しい心地がした。調子がいい。

　蘭は一度目を伏ふせ、静かに言った。

「俺は、お前が本当に俺と弟達がお仕えする主君なのか、弟達のためにも見み極きわめなきゃいけねえ。──もし本当にお前が信長様だと認められたら、いや、信長様じゃなかったとしても、はっきりしたら、俺が何者であるか話す」

　志信が頷うなずくと、蘭はどこか困ったように笑った。自分は今、どんな顔をしているのだろう。

「……これは全部、俺の都合だ。お前がそんな顔する必要はねえよ」

　俯うつむいてしまった志信の頭に、蘭の大きな手が触ふれた。くしゃりと髪かみを撫なでる仕草は優しい。前世の彼もこんな風に誰かの頭を撫でたのだろうか。

「ごめんって、謝るのも何か違ちがう気がするし、その、ちょっと申し訳ないんだけど、わかんねえし複雑ってのが、今の俺の正直なところ」

「そうだろうよ」

「うーん。でもなー」

　志信は腕うでを組んで、天てん井じようを見た。そのまま背後のベッドに倒たおれ込む。

「何だよ」

　蘭が志信をじっと見つめてきた。その視線を受けて、志信はタオルケットを被かぶった。

「……いや！　やっぱいい！　超ちよう絶ぜつ恥はずかしいから言わね！」

「そうか、じゃあいい」

　と、興味なさそうな返事をしておきながら、蘭は志信の頭を摑つかんでギリギリと締しめ上げた。

「わかったわかった言うから！　言うから！」

　蘭の手が離はなれると、解放された頭がふわふわした。

「俺が信長だって確定したとして、命狙ねらわれたり、怖こわい思いするのは嫌いやなんだけど、さ……」

　被ったタオルケットをわずかにずらし、蘭の目が見えるか見えないかの位置で止めた。

「蘭先輩に……見捨てられたら嫌だなって思う俺もいる」

　言ってから後こう悔かいして、俯いた。彼らが待っているのは信長だ。志信ではない。

「安心しろ、志信」

　ぽんと肩かたを叩たたかれ、タオルケットの下から志信は蘭を見上げた。

　蘭は妙みように優しい笑顔を志信に向ける。

「関ヶ原の戦いに信長様がいたって言った時点でお前に大した期待はしてねえ」

「そそそそれは言わねえ約束だろ！　先輩のアホー！」

「ンな約束してねえよボケ。一生これで弄いじってやる」

「鬼！」

　志信がそう言うと、蘭は心地よさそうに笑った。タオルケットの上から、志信の頭が軽く小こ突づかれる。志信が恐おそる恐る見上げると、蘭は笑っていた。

「今んとこお前が一番の信長様候補だ。命に代えても護ってやる。だから今は、俺を蘭丸だと信じて欲しい」

　真しん摯しな瞳ひとみを向けられ、志信の表情も自然と緩ゆるんだ。

「仕方ねえなー」

「お前は一々返事が軽いんだよ」

　軽い衝しよう撃げきと共にスパンと良い音が頭で鳴った。タオルケットを元に戻もどし、志信は蘭に笑いかける。蘭もどこかすっきりしたような笑みを志信に返した。

　その時、志信のスマホが鳴った。画面には『勝先輩』と表示されている。

「もしもし？」

『殿との、ご報告します！　昨日出た遺体ですが、一週間ほど前に星見直興の個展を見に行っていたようです』

「またあの人の個展か。勝先輩今どこにいんの？」

　志信が呼びかけるが、すぐに反応がない。彼にしては珍めずらしいことだと思った瞬しゆん間かん、電話の向こうから何か物音が聞こえた。

『貴、様……っ！』

　電話を落としたのか、硬かたい音がした。

「ちょっと、勝先輩？」

　受話器から聞こえる音がなくなった。志信がもう一度呼びかけようとした時、勝ではない声が聞こえてきた。

『一連の殺人事件、犯人は私だ。次の死体には柴田の二つ雁かり金がねを描かく』

　生き真面目まじめそうなその声には聞き覚えがあった。

「あんた、勝先輩に何した？」

「てめえ、どこにいる！」

　受話器から声が漏もれ聞こえたのを聞いて、蘭が志信の腕を摑み、スマホに怒ど鳴なった。

『これでは立場が逆だが、一応この台詞せりふを言っておくべき、か』

　自じ嘲ちようのような笑い声がした後、彼は静かに告げた。

『……敵は、本能寺にあり』

　電話はぷつりと切れた。すぐにかけ直したが、繫つながらない。スマホの画面を見つめながら、志信は蘭に言った。

「今の声……明智？」

「あいつ以外いねえだろ」

　玄げん関かんに駆かけ出した志信の前に、蘭の長身が立ちはだかった。

「……どけよ」

「行ってどうすんだ。戦うのか、お前が？　お前が行ったら奴やつの思うつぼだ。大人しくここにいろ。ひきこもるのは得意だろ」

　言葉は静かだが、蘭の目は強く志信を見み据すえる。決してその目が揺ゆらぐことはないとわかった。

「勝先せん輩ぱいはどうするんだよ！　本当に殺されたらどうするんだ！」

「お前を護まもって死ねるなら本ほん望もうだろうよ、逆にお前が行って殺されたら、あいつの無む駄だ死じにだ」

「今なら──」

「志信」

　蘭が低い声で、静かに志信を呼んだ。それだけだったが、志信は一いつ瞬しゆん、口を噤つぐんでしまった。それほどまでに、蘭の意志は強かった。

　志信はぐっと拳こぶしを握にぎり、俯いた。蘭の意志は強い。志信が強ごう引いんに行こうとすれば、殴なぐってでも止めるに違いない。

（殴って、でも……）

　志信を傷つけてでも、志信が蘭を恨うらんでも、志信の命を守るだろう。蘭にはそれだけの覚かく悟ごがあった。

　蘭の覚悟を覆くつがえすには、それ以上の決意と覚悟が必要だ。

　力を込めていた手を解き、志信は蘭を見上げた。

「蘭先輩は、弱いんだね」

「……何だと？」

「だって、明智と戦えば俺のこと護れないから、ここにひきこもってろってことだろ？」

　蘭の目が細められる。それでも、彼の決意は変わらない。わかっている。これだけではいけない。まだ志信は、自分の殻からにひきこもっている。──きっとそれは、人として破ってはいけない殻だから。破ってしまえば、蘭の心を傷つける。それでも、こうでもしなければ勝を助けに行けない。

「下へ手たな挑ちよう発はつするんじゃねえよ」

「でも事実じゃん。てっきり俺、蘭先輩ってもっと強い人かと思ってたよ」

　志信の言葉が終わる前に、ドン、と大きな音が部屋に響ひびく。蘭は志信を殴る代わりに、傍そばの壁かべを殴っていた。志信の安い挑発に乗ったわけではない。ただただ志信を護るために怒おこっている。

「また俺から大事な人間を奪うばわせる気か！　俺を認めて下さった信長様も、誇ほこりだった弟達も護れなかった！　お前は、俺にまた同じことを繰くり返させる気か！」

（ごめん、蘭先輩）

　志信は蘭の目を覗のぞき込み、彼の右みぎ肩かたに触ふれた。──その瞬間、志信は殻を破った。

「志信……？」

　蘭の瞳が、ようやく揺れた。

　──俺は、最低だ。

「……信長と、先輩の弟達を奪ったのは、誰だれだった？」

　志信の言葉が染しみこむように、蘭の見開いた瞳に、じわりじわりと憎ぞう悪おの色が滲にじんでくる。

「仲間の命が奪われるかもしれない。今助けに行かなきゃ、俺も先輩も、後悔するよ」

　蘭は深く俯うつむいて舌打ちした後、志信の部屋に持ち込んで来た布にくるまれたものに手を伸のばした。壁に立てかけてあるそれは、志信の背ほども長さがあった。

　蘭が布を取り去ると、そこには鈍にび色いろに輝かがやく十字の形の槍やりが現れた。

「な、何その物ぶつ騒そうなもの……！」

「人間無骨。森家に伝わる槍だ。──切れるぞ」

　刃やいばを触さわろうとすると、蘭は志信の手から槍を遠ざけた。

「……本物？」

「偽にせ物もので戦えるかボケ。──行くぞ。絶対、俺から離はなれんなよ」

　蘭は志信と自分の間に『人間無骨』の刃を持ってきた。志信の瞳が、刃に映る直前、志信は蘭を見つめた。彼の険しく歪ゆがめられた目の奥に、憎にくしみが揺らいでいる。

（……最低だ、俺）

　刃に映る自分の目は、悲しげに細められている。

　──蘭先輩を卑ひ怯きような手で動かしたお前が、どうしてそんな目をしている。

「……ごめん」

　蘭への謝罪の言葉は、ホトトギスの鳴き声が搔かき消した。
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　位置が正反対になった寺町通りのアーケードは静かだった。人はいないのに、明かりは点ついているのが不気味だ。現実の世界と連動しているのだろうか。そう思いながら、志信は本能寺への道を蘭と早足で歩く。

（このまま行ったら……蘭先輩、やっぱ、明智を殺すのかな……）

　槍を担かついで先を行く蘭の背中を見て歩いていたが、志信は蘭への罪悪感が抑おさえきれなくなり、立ち止まった。

「蘭先輩。俺……」

　本能寺の門前で声を掛かけた瞬間、志信の耳は背後からかすかな物音を捉とらえた。蘭が振ふり返るのと同時に、志信も自分の背後を振り返る。

「どうした」

「今……向こうで音がした気がする」

　志信の言葉に、蘭は一瞬で志信の背後に回り、槍を構えて大通りに向かう。

　大通りから不規則な足音が近づいていた。ズル、ズル、とどちらかの足を引きずっているようだった。

　寺町に入る曲がり角に、足音の影かげが見えた瞬間、蘭が動いた。ブンと音を立てて、彼の槍が振られる。

「ひいっ！」

　槍を向けられた人物は、ひっくり返った悲鳴を上げて背中からどさりと倒たおれた。蘭の後ろで志信はサッと顔を蒼あおくする。

「せ、先輩、まさか殺し……っ!?」

「寸止めしたから当たってもいねえ。ずいぶん衰すい弱じやくしてるみてえだし──あ？　こいつ……」

　倒れた人物の顔を見た蘭が、目を細めた。志信も駆け寄って、倒れた男の顔を覗き込む。

「もしかして……種島先生!?　何でここに!?」

　ずいぶんと瘦やせ細って髭ひげも伸び放題、顔色も悪いが、彼は間ま違ちがいなく行方ゆくえ不明になっていた講師、種島だった。いなくなってからすでに一週間は経たっている。まさかこんなところで生きているとは思わなかった。

　志信がぽかんとしている傍で、蘭が唐とう突とつに、失神した種島の服を捲まくり上げた。少々乱暴にズボンや下着、靴くつも脱ぬがしてしまう。仰あお向むけだった身体からだをうつ伏ぶせにして、足の先から頭まで検分するように見る。

「蘭先輩？　何してんの？」

「外傷はねえな。衰弱してるだけか。──それに、身体のどこにも家か紋もんがねえ。転生者でもねえのに、何でここにいるんだ？」

　そう言って蘭はしばらく考え込んだ。服を直す気はないらしく、志信が仕方なくズボンだけ穿はかせる。尻しりから腰こしまで上がらなくて苦戦していると、蘭が突とつ然ぜん種島の胸むなぐらを摑つかんで起こし、軽く頰ほおを叩たたいた。

「おい、起きろ」

　種島は弱々しい呻うめき声を上げて瞼まぶたを開いた。ぼんやりした顔で、蘭と志信を見上げる。

「ここは……君達は……？」

　数度瞬まばたきをした後、我に返ったらしい。怯おびえた様子で、胸ぐらを摑む蘭の手を摑んで縋すがり付いた。

「た、助けてくれ！　こ、ここはどこなんだ！」

「いいから、何でここにいるか答えろ」

「ひっ！」

　蘭が低い声と険しい目で問うと、種島の怯えがさらに強くなる。身体が震ふるえ出していた。

「せ、先せん輩ぱい！　そんな風に脅おどしたら言えるもんも言えなくなるって！」

「……いや、俺は普ふ通つうに訊きいてるだけだろ」

　蘭にとっては普通に尋たずねただけのようだが、第三者が見ると、険しい顔の鬼おにに脅されているようにしか見えない。

　志信がもう一度蘭と同じ質問をすると、種島は全身をガクガクと震わせた。蘭への怯えではなさそうだ。種島は答えようとしたが、歯の根が合わず、言葉も不ふ明めい瞭りようだった。

「だ、だ、誰かに、突然手を摑まれて、刀で脅されて……殺されそうになったんだ！　それで逃にげたんだけど、こ、ここは、どこまで行っても、私以外、誰一人いなくて……」

「あいつ……？」

「転生者に連れて来られたってことか。おい、誰に連れて来られた？」

「わ、わからない。夜だったから、顔は見えなくて……！　た、助けてくれ！　ここから出してくれ、お願いだ！　もう嫌いやだ！」

　志信に縋り付き、種島は叫さけんだ。肉体的にも精神的にもかなり衰弱しているようだ。誰もいない世界にたった一人でいたのだから、それも無理はない。

「お、落ち着いて下さい。大だい丈じよう夫ぶですよ、帰れますって。だよね、蘭先輩？」

「本当か!?」

　蘭が面めん倒どう臭くさそうに頷うなずくのを見て、種島は顔を明るくしたが、すぐにまた絶望の表情で頭を抱かかえる。

「い、いや、噓うそだ。帰っても帰っても、また夢なんだ！　きっとこれも夢で……」

「あー、うるせえ」

　煩わずらわしそうにそう言って、蘭は種島の首を摑んだ。種島は怯えた悲鳴を上げたが、それも一度だけで、数秒後、彼の身体は再び地面に横たわった。

「ちょ、先輩!?　何トドメさしてんの!?」

「トドメじゃねえよ。こんな錯さく乱らん状態じゃ、ただでさえ衰弱した体力を余計使うだろ。頸けい動どう脈みやく摑つかんで失神させただけだ。この辺に隠かくしときゃいいか。夜だしわかんねえだろ」

　蘭は志信に槍を預けてきた。見た目以上に重い槍に志信が驚おどろいていると、蘭は種島の身体を肩かたに担ぎ上げた。そして本能寺の門前の生け垣がきの間にぞんざいに放ほうる。呻き声が聞こえたが、蘭は気にせず志信から槍を受け取って本能寺の境けい内だいに足を踏ふみ入れた。志信も種島を気にしつつ後を追った。

「だ、大丈夫かな……？」

「訊くべきことは訊いた。後でちゃんと連れて帰る」

「誰だれかに連れて来られたって言ってたよね？　それってやっぱり犯人が……」

「本人に吐はかせりゃいい……が、やっぱ一ひと筋すじ縄なわではいかねえか」

「ぐえっ!?」

　突然蘭に襟えり首くびを摑まれ、志信は強ごう引いんに後ろに引っ張られた。志信がいた場所に、誰かの槍やりの先が突つき刺ささっていた。蘭のものではない。

　蘭は鋭するどく辺りを見回し、槍を構える。

　今まで誰もいなかったはずの空間から、突とつ如じよ鎧よろいを着けた男達がゆらりと現れた。皆みな一様にボロボロの格好で、顔色も悪かったが、目だけがギラついていた。

「な、何この人達!?」

　志信が顔を蒼くした。蘭は志信を背にしながら、周囲を警けい戒かいし、志信の疑問に答えた。

「こいつらは死んでからずっとここにいる者ども──この転生してからの天下取りに負けた奴やつらだ。肉体も魂たましいも、永えい劫ごうにこの世界に縛しばり付けられている落ち武者だな」

「お、落ち武者……？」

　蘭は同情を含ふくむ瞳ひとみで落ち武者と呼んだ者達を見つめた。

「こいつらは死後の世界にも行けず、長い時間をこの世界で過ごし、命令をくれる主君を待ってる。当然今は、明智に使われてるんだろうよ」

　先せん陣じんを切って向かってくる落ち武者の一人を、蘭は槍を担いだ状態で眺ながめていた。

「蘭先輩、危ねえって！　逃げた方がいいんじゃねえの!?」

「誰が逃げるかボケ！　お前もここにいろよ。離はなれると護まもりにくい」

　そう言って志信の肩をぐいと摑み、自分の方へ寄せた。

　志信が何か言う前に、突如突進してきた兵の槍の先が、蘭の喉のど元もとに真っ直すぐに向かい、そのまま貫つらぬいた。志信は叫び声を上げそうになったが、蘭の口元が笑ったのを見て無事を知った。蘭は軽く身体を捻ひねるだけで槍を躱かわしていた。

　蘭は向かってきた槍を左手で握にぎると、肩に担いでいた槍を握り直した。

「突きとしては七十点。先陣としては満点をくれてやる。これを土産みやげに、眠ねむれ」

　十文字の槍の先が、兵の胸を躊ちゆう躇ちよなく刺し貫いた。

「っ……！」

　志信が悲鳴を上げる前に、倒れた落ち武者の身体は霧きりになったようにふわりと消えた。

「消え、た……？　今の人、どうなったの？」

　蘭が槍を振ると、刃やいばに付着した血が放射線状に地面を彩いろどり、兵の身体と同じように霧になって消える。

[image: ]

　消えた落ち武者がいたあたりを見つめ、志信は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……死ん、だの？」

「ああ。死んでる。……とっくの昔にな」

　槍を握り直し、蘭は周囲を睥へい睨げいした。

「さっきも言った通り、ここにいる奴らは俺達以外、全員死んだ奴らなんだよ。こいつらはここでもう一度死ぬことでしか、未来永劫どこにも行けねえ。ここでこいつらを殺さねえと、こいつらは完全に死ぬことすら出来ねえんだよ」

「……先輩なりの、情けってこと？」

「話が早くて助かる、なっ！」

　言いながら、蘭は前後同時に襲おそいかかってきた兵の槍を避よけ、一方は首を刺し貫き、一方は喉のどを突いて倒たおす。その瞬しゆん間かんはとても見られず、志信は目を閉じていたが。

　そこでふと、志信は蘭の言葉に疑問を持って、彼を見上げた。

「ん？　ここで死んだらどこにも行けないって……だったら、あの殺人事件の被ひ害がい者しやは？」

「俺もそれが気になったんだが、魂はここに残り、物になった肉体は元の世界に連れ帰ることが出来るんだろう。ま、俺もンなことやったことねえから、はっきりしたことは何とも言えねえが、現に元の世界に、死体はあった」

　死体だけが元の世界へ戻もどり、魂だけがこの世界を永遠に漂ただよう。時にこうして、落ち武者として利用されるということか。

　溢あふれてくる落ち武者の兵達を見て、志信は浮うかんだ疑問をつい口にする。

「先輩は、こういう人達に命令しないの？」

　口にしてから、この緊きん張ちよう感かん溢れる中で尋ねることではなかったと反省したが、蘭は答えた。

「いらねえよ。こいつらの生は終わってる。死者の手を借りるほど落ちぶれちゃいねえ。雑魚ざこだろうがゴミじゃあるまいし、再利用なんてしたかねえな」

　蘭は口ではそう言いながらも、落ち武者には憐れん憫びんの目を向けている。そして肩に担かついだ槍をトントン叩たたき、続けた。

「つーか雑魚がわらわら下へ手たにいると邪じや魔まなんだよな」

「そっちが本音だろ」

「まぁな」

　ニヤッと笑って、蘭は肩に担いでいた槍を下ろし、何気なく志信の方に右みぎ腕うでを振ふってきた。次の瞬間、背後で何かが落ちるような音がした。志信の後ろから迫せまっていた兵四人が、蘭の槍によって一いつ斉せいに倒れ、霧となって消えた。軽く見えた斬ざん撃げきは、恐おそろしく速く敵の喉元を切り裂さいていた。

　志信はしばし呆然としてから、蘭を見上げた。彼の目の色が変わっていた。──何かを護る、強い決意の目だ。

　再度志信は蘭に襟首を摑つかまれ、兵の居ない方へと引っ張られる。志信の身を護るためとはいえ、その後何度も振り回される。

「せ、先せん輩ぱい！　目が、目が回る……っ」

　蘭が舌打ちした。志信の貧弱さにではなく、その目は兵達に向かっている。

「……誘ゆう導どうされてるな」

　蘭の言うとおり、兵に攻こう撃げきされて移動しているうちに、本堂の前まで来ていた。

　志信は背後にある本能寺の本堂を見た。ガラス戸の向こうに人ひと影かげが見える。目を凝こらすと、それが勝と、彼の身体からだを摑んでいる明智だとわかった。

「勝先輩！」

　叫んだ直後、志信を摑む蘭の腕うでに向かってたくさんの槍先が向けられていた。蘭は気付いているだろうが、志信を放す気配はない。自分の腕を犠ぎ牲せいにする気だと、その目を見て確信した。

　志信は咄とつ嗟さに、蘭に向かって力ちから一いつ杯ぱいの体当たりをかましていた。蘭も予想していなかったのか、二人揃そろって地面に転がった。

「っにしやがんだこのボケッ！」

「うっさいこっちの台詞せりふだ！　先輩に怪け我がさせてまで護られたくねえよバーカ！」

　志信と蘭の間を切り裂くように、兵達が殺さつ到とうする。蘭と志信は慌あわてて立ち上がって後退し、縁えんに上がった。その途と端たん、本堂の戸が開いて、志信は本堂の中へと引き込まれていた。

　勢いよく引き込まれ、尻しり餅もちをつく。痛みに細めた目の前に、きらりと銀色に光るものが現れた。鋭い刀を見て身体を強こわ張ばらせた志信は、目の前に立つ男を見上げた。

「明智さん……」

「志信！」

　扉とびらの外で、蘭がガラス戸を蹴けり壊こわそうと、足を振り上げていた。しかしその後ろから、落ち武者達が殺到する。

「先輩、後ろ！」

　志信が言うまでもなく、蘭は槍を後ろに振り、襲いかかってきた槍や刀を弾はじき、落ち武者達を蹴散らした。

　ガラス戸の向こうの蘭に、志信は出来る限りの明るい声を向けた。

「蘭先輩、俺、何とか時間は稼かせいでみるからさ、そいつらちゃっちゃと蹴散らしてきてよ！」

「何言ってる！　お前に何かあったら──」

「俺は絶対死なねえから！　勝先輩も助ける！」

　本当はそんな自信なんてない。ただのひきこもり気味の学生が、刀を扱あつかえるらしい人間に勝てるわけがない。それでも志信は叫さけんでいた。

「俺を信用しろ！　俺も蘭先輩を信じてるから！」

　戸の向こうで、蘭が大きく舌打ちしたのがわかった。

「信じる……か。忌いま々いましい言葉だ」

　憎にくしみすら感じさせる暗い声でそう言って、明智は志信の喉に刃を近づけた。刀を突きつけたまま、明智は蘭に冷たい声を向ける。

「千はいる。それでも貴様にはまだ足りないか？──鬼おに武蔵むさし」

（鬼武蔵って……この前勝先輩もそんなこと言ってたような……）

　次から次へと襲い来る槍やりや刀、弓矢までもをすべて一本の槍で防ぎながら、蘭は明智を憎ぞう悪おの目で睨にらみつけた。

「志信に手出してみろ。殺すだけじゃすまさねえ……！」

　押し殺した怒ど号ごうを向け、蘭は怒いかりにまかせてガラス戸を叩き割った。明智は平然としていたが、志信が飛び上がった。次の瞬間には、蘭は襲いかかる落ち武者達に槍を向けていた。

　志信が戸に手を伸のばそうとすると、明智の刀がそれを制した。

「すぐには殺さない。私は貴様と話がしたい」

「だ、だったらこんな戦いなんてしないで、そう言えよ！」

「貴様の二人の鬼は邪魔だ」

　蘭と勝のことを言っているらしい。勝は「鬼柴田」と呼ばれ、蘭もたった今、明智に「鬼武蔵」と呼ばれていた。蘭丸の異名か──それとも別人のものだろうか。

　志信を見つめていた明智が、突とつ然ぜん目を瞠みはった。そして志信から刀を離はなし、後ろへ二、三歩下がった。明智が立っていた場所に、勝が倒れ込むように突とつ進しんしていた。しかし彼は受け身すら取らず、そのままどさりと畳たたみの上に倒れ込んだ。

「勝先輩！　怪我は!?」

　勝は首を振った。見た限り大きな傷はなさそうだが、苦しそうだ。

「驚おどろいたな。動けるのか。どういう精神力だ、まったく」

　呆あきれた顔で明智はそう言うと、勝は彼を睨みつけながら上体を起こした。志信を護まもるように、手を広げている。

「と、の……何な故ぜここへ……」

「何故って……勝先輩が捕つかまるからじゃん！」

「その点に関しては、死んでお詫わびするしかないと思っておりました」

　明智に警けい戒かいの視線を向けたまま、勝はギリ、と奥歯を嚙かみしめた。

「蘭め……あの役立たずが！　私のことなど放っておけばよいものを！」

「違ちがうよ。俺が……」

　胸の痛みで、志信は俯うつむいてしまう。

「俺は、蘭先輩の心を利用して、ここへ来たんだ」

「利用……？　殿とのがそのようなこと……」

　勝が言いかけたところで、明智の刀の切っ先が志信に向いた。

「ようやくここで見まみえることが出来た」

「貴様……っ！」

　勝は苦しげに顔を歪ゆがめながらも、志信を護ろうとしていた。明智が冷ややかな目を勝に向ける。

「今貴様が私に楯たて突ついたところで、私に勝てるはずがない。身体の自由が利きかないはずだ。貴様は邪じや魔ま者ものだ。大人しくしていろ、柴田勝家」

　明智は刀の刃やいばと峰みねを返し、刀を振り上げた。斬きるつもりではないようだが、それでも当たれば無事では済まない。

　刀が振り下ろされる前に、志信は勝を背にして明智の前に立った。勝が悲鳴のような声を上げる。

「殿、危険です！　お下がり下さい！」

「うっさい！　あんたの方がボロボロなんだから、そこにいろ！」

　勝に怒ど鳴なってから、志信は明智を睨んだ。

「あんた、勝先輩に何したんだよ！」

「薬を嗅かがせただけだ。そいつに興味はない。邪魔をしなければ、殺しもしない」

　日本刀の切っ先が、真っ直すぐ志信に向けられる。見たことのないその鋭するどさにゾッとするが、明智から視線を逸そらすことは意地でもしない。

　切っ先よりも鋭く冷たい明智の目が、眼鏡の奥で光った。

「私の目的は貴様だ、織田信長」

「わかったよ、もう耳タコだ。だから勝先輩にこれ以上手を出すな」

「いいだろう。ただし、邪魔をするようなら叩たたき斬る。覚えておけ」

　背後から勝の震ふるえる声がした。

「おやめ下さい、殿！　あなたに何かあったら、私は……！」

「勝先輩、絶対に、手出すなよ。俺が相手しねえと納なつ得とくしてくれないみたいだし、あの人」

　絶望的な表情をする勝に、志信は笑って見せた。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺は死なないって。蘭先輩とも約束した。勝先輩とも約束するから」

「何を言っている」

　明智の声に、志信は彼に視線を戻もどした。

「此こ度たびこそは、絶対に逃にがさない……。織田信長──私に再度、ここで殺されろ」

　強い目とその気き迫はくに、志信は圧あつ倒とうされる。それでもじっとその瞳ひとみを見み据すえ、彼に言った。

「……その前に、さ」

　蘭に必ず保もたせると言った。勝に死なないと言った。その約束を守ると言うよりも、その約束に縋すがりながら、志信は明智を見つめてポケットに手を突つっ込んだ。明智の刃が動いたが、志信が出したものを見て動きを止めた。

「あんた、コレが何か知ってる？」

　志信が掲かかげたのは、昨日拾った、青い粉の入ったガラス管だった。

「それが今何の関係がある」

「これ、毒薬だよ」

　明智の眉まゆがわずかに動いた気がした。

「あんたが俺を殺すっていうから、何かの役に立つかと思って持ってきた。俺、殺されたくねえしさ。殺されるぐらいなら、自殺の方がマシかと思って」

「下へ手たなハッタリはやめろ。出来るものならやってみるがいい」

「わかった。俺、痛いてぇの嫌いやだし、こっちのがいいや」

　志信はコルクを取って、ガラス管に口をつけ、呷あおった。一連の動作を躊ちゆう躇ちよなく一いつ瞬しゆんでやってのけると、さすがに明智も驚いたらしい。視界の端はしで刀が下げられたのが見えた。

「待てっ！　あなたは私が……！」

「殿っ!!」

　明智と勝が、同時に悲鳴のような声を上げた。勝はともかく、明智のその反応は少し意外だった。──本当に殺したいのか、疑問になる。

　志信は顔を元に戻し、顔を顰しかめた。

「うえ。まっじぃ……」

　唇くちびると舌先に付着した青い粉を手の甲こうと袖そでで拭ぬぐう。明智は目を瞠って志信を見つめていたが、すぐに鋭く目を細めた。

「何の真ま似ねだ……！」

「ごめん、これは今、あんたの話には関係ねえんだ。知らねえなら、いいや」

　もう一度口を拭いながら、志信は明智に言った。

「あんたは殺人事件の犯人じゃない。ま、わかってたけど。一応確かめさせてもらったんだ」

「何だと……？」

「あんた、無む駄だに人を殺すようには見えねえし。あんな風に、死んだ人を冒ぼう瀆とくするような、酷ひどい犯人とは到とう底てい思えない」

　志信を見据える彼の瞳に、わずかに動どう揺ようが走り、悔くやしげに顔を歪めた。

「……っ当たり前だ、この世界のことを知らない人間を巻き込み、殺すためだけに利用している。あのような卑ひ劣れつな犯行、許せるものか。司法で裁けないのならと、私が誅ちゆう戮りくしてやろうと思っていた」

　志信は目を瞠り、そして大学の前での彼の行動に納得した。

（ああ……だから相国寺で遺体が見つかった時、すぐにそっちに行ったのか……）

　本当にこの人は、憎にくしみで志信を殺したいのだろうか。

　明智は志信を見ると、刀を握にぎる手に力を込めた。

「だが、今はそんなことどうでもいい！　貴様は、私が殺す。あの殺さつ人じん鬼きと同列になっても、構わない」

　そう叫さけぶ彼の言葉は、自分に言い聞かせているようでもあった。志信はどこか苦しそうな明智を見据えた。

「俺を殺すのは、目的があってでしょ？　あんたは目的もなく、人を殺すようには見えない。たとえ俺を殺しても、殺人鬼と同列にはならないと思うけど。勝先せん輩ぱいも殺してねえし」

　志信がちらりと勝を見ると、彼は志信の言葉に驚いたように「確かに」と呟つぶやき、戸と惑まどうような顔を見せた。

　志信は明智に視線を戻し、彼の生き真面目まじめそうな切れ長の目を見つめる。誠実な彼は、志信が噓うそをついているかどうか、落ち着けば判断してくれるはずだ。

「あんたには悪いけど、俺は信長かどうかわからないんだ。あんた達みたいに、信長の記き憶おくがあるわけじゃねえから」

「な、に……？」

　明智の目が見開いた。ようやく志信の言葉は彼に伝わったようだ。明智は志信の言葉の真しん偽ぎを確かめるように、切れ長の目を瞠みはった。

「本当に、記憶が……？」

「あったらもっと、あんたとちゃんと向き合えてたかもな」

　織田信長がどんな人物なのか、志信はよく知らないが、蘭と勝があれだけ慕したっているのだから、自分のような適当な人間ではないはずだ。

「は……ははっ。なるほど……それで、私を殺さないのか」

　明智は乾かわいた笑いを発して、驚くほどあっさり刀を下ろした。

「あ、明智さん？」

「いっそ私も、記憶などなければ、楽でいられたか。──いや、きっとこの桔き梗きようが許してくれはしない……」

　彼は左手首の桔梗紋もんを見下ろし、悲しげに呟いた。その言葉は志信に聞かせるものか、独り言かわからない。

　刀を剝むき出しにしたまま、明智は志信を見つめる。

「……明智光秀の記憶が蘇よみがえる度たびに、私は人を信用出来なくなった。裏切りの烙らく印いんを押されているようで、誰だれも信用出来なくなった。自分は何をしても信用されないのだと思うようになった」

　──明智光秀が、裏切り者だから。

「なぁ。明智光秀は……何で信長を裏切ったんだ？」

　志信が恐おそる恐る問うと、明智はまた乾いた笑い方をした。

「待たい遇ぐうの不満、謀む反ほんを誰かに煽られた、天下への野望……」

「え、そんなにあんの？　そりゃ仕方なくね？」

　志信の吞のん気きな言葉に、明智は疲つかれたように、少しだけ口元を笑えませた。

「いや。色々あるが、すべて歴史家の推測の域を出ない。数多くの説の一つか、あるいは、別に理由があるのか……」

「もしかして、あんたは……知らないのか？」

　生真面目そうな顔が笑う。彼は、悲しげな、寂さびしげな、恨うらめしげな──笑みという表情とはまったく違ちがう感情を込めて笑っていた。しかしその感情は、志信に向けられたものではなかった。

「私は、明智光秀の生まれ変わりだ。信長様に尽つくし、奔ほん走そうした日々をこの魂たましいは覚えている。だが……本能寺の変の、信長を裏切ると決めた時の、その記憶だけがない！」

　慟どう哭こくにも聞こえる声は、本能寺の本堂の中で大きく響ひびく。

「何な故ぜ信長様を裏切ったのかわからないのに、私には、裏切りの事実だけがある……っ！」

　明智は刀を持つ右手で、左の手首にある桔梗の花を押さえた。そのまま手首を切ってしまいそうなほど、その表情は苦く悩のうに歪ゆがめられていた。

　桔梗紋を押さえ、呼吸を整えると、明智はゆっくりと志信を見据えた。

「……ならばもう一度、光秀と同じ状じよう況きようで同じことを──本能寺で信長を殺せば、光秀の気持ちがわかるかもしれない」

　明智はふっと息を吐ついた。それが自じ嘲ちようしているのだと理解するのに、志信は一いつ瞬しゆん悩なやんだ。

「何の根こん拠きよもない、馬ば鹿かな理り屈くつだ。だが……私にはもう、こうすることしか出来ない。だから、ここであなたを殺したかった」

「だから、本能寺に来いって……」

　彼にとってこの場所は、忌いま々いましい場所であり、縋すがる場所でもあったのだ。

「私は、光秀の気持ちを知らなければならない。知らなければ、私は……私として生きていけないんだ……っ」

「どういう、こと？」

「私は裏切り者だ。誰かを裏切ったことなど一度もないのに、生まれた時から裏切り者の烙印を押されている」

　彼の歪いびつな笑みは、神経質そうな顔立ちと相まって、狂きよう気きじみていた。

「私は何がきっかけで誰を裏切るか、自分でもわからない。だから誰も信用できない。いつか裏切って誰かを殺してしまうなら、誰にも信用されたくもなくて……っ」

　左手首にある桔梗紋を見つめ、彼は切れ長の目を細めた。

「……私は、ずっと一人だった。何度生まれ変わっても、一人で、疑いの中、いつも狂くるい死んでいた！　ただ一つ、光秀の気持ちさえわかれば、この業ごうからも解き放たれるはずだ！」

　もはや彼は志信に刀を向けることさえしなかった。ただ切れ長の目に収まる瞳ひとみだけがぎらつき、自分の左手首を睨にらんでいる。

「私の考えは……間ま違ちがっているか……？　私が一体、誰を裏切った」

「何であんたが……そんなに苦しまなきゃいけないんだろうな」

　志信はしっかりと彼を見み据すえ、一歩、彼に近づいた。

「人生は一回きりで、光秀の人生は光秀のものだったのに、何であんたが、その辛つらさを背負って生きなきゃいけないんだろう」

　彼の前に立って、志信は彼を見た。彼も、志信を見つめた。

「信長への裏切りは、明智光秀のものだよ。あんたのじゃない。あんたが受け継ついじゃ、いけないと思う」

　志信は手を伸のばし、彼の左手にそっと触ふれた。弾はじかれたように顔を上げ、彼は志信を見つめてきた。志信は彼に笑って見せる。

「俺は瓜巣志信っていうんだけどさ。あんたの名前を教えてよ。別人の名前で呼んだって、仕方ない」

　何より重要なことを聞いていなかった。彼は視線を彷徨さまよわせ、恐れるように志信に視線を戻もどしてから、ゆっくりと口を開いた。

「更さら吉よし、光こう史し郎ろう……」

「光史郎さんは、俺を殺したい？」

　はっきりと彼の名前を呼んで、志信は尋たずねた。志信の想像以上に、光史郎は動揺した。

「わ、わからない……私は……明智光秀は、私に、何を期待しているのか……」

　譫うわ言ごとのように呟く声はか細く、彼ごと消えてしまいそうだった。頭を抱かかえる彼の左ひだり腕うでを、志信は摑つかんだ。そこには綺き麗れいな桔梗の花が咲さいている。

「明智光秀のことは訊きいてないよ。あんたがどうしたいのか、訊いてんだ」

　驚おどろき、戸惑っている光史郎に、志信は言った。

「俺は光史郎さんの疑問に答えることは出来ない。たとえ信長の記憶を持ってたとしても、多分それは出来なかった。俺は瓜巣志信だから。──だけど、一いつ緒しよに答えを考えることなら、俺にも出来るかもしれない」

「一緒に……？」

　その言葉を繰くり返す光史郎の表情は、戸惑いの色が強くなる。

　光史郎の冷たい表情の向こうにチラついていたのは、孤こ独どくの影かげだ。明智光秀の本当の気持ちがわからず、主君を裏切ったという事実だけが、彼にはある。

　それはどれだけ心細いことなのだろう。

　どうしてこんなに誠実な人が、してもいないことの事実だけを背負わされるのだろう。

　志信の胸の奥で、誰に向けるのかわからない、攻こう撃げき的な火が灯ともった。

「何であんた達が、背負わなきゃいけないんだろうな」

　志信は光史郎に近づいた。もう刀への恐きよう怖ふはない。志信は光史郎の手を放した。そして彼に手を差し出した。光史郎は戸惑いの色を一層濃こくした。

「光史郎さんは俺のこと、殺したりしない。俺はそう信じるよ」

「何を言っている……！　何が引き金になって、あなたを殺すか、私にもわからないのに！」

「まぁ殺されるのはご免めんだけど、あんたがとんでもない理由で人を殺すとは思えないし。それに俺には、俺を護まもるって言ってる人が、すでに二人もいるから、大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　吞気にそう言って、ちらりと勝を見る志信に、光史郎は顔を歪めた。悲しそうな──羨うらやましそうな目。そういえば、初対面の時も、彼はこんな目をしていた。

「信じているのか、あの二人を。……記き憶おくもないのに」

「記憶は関係ない。先せん輩ぱい達が信じて欲しいって言ったし、俺は先輩達を信じられると思った」

　志信はじっと光史郎を見つめた。

「光史郎さんはどうよ？　俺に、信じて欲しいと思う？」

　光史郎もまた、志信を見つめる。呆ぼう然ぜんとした表情のまま、彼は言葉を零こぼした。

「……信じて、欲しい……」

　か細い声で、光史郎はそう言った。言った後、口元を押さえたがもう遅おそい。志信の耳にははっきりと聞こえた。志信がにっと笑うと、彼は顔を赤くした。

「おっけー、わかった。信じる」

　親指を立てて軽くそう言うと、光史郎はじろりと志信を睨んだ。

「……軽い」

「そんなもんじゃね？　信しん頼らい関係の第一歩なんてさ」

　一いつ切さいの迷いもなく言い切る志信に、光史郎はぽかんと口を開けた。知的で神経質そうな顔に浮かぶ表情のギャップに、志信は思わず吹ふき出しそうになったが、必死で堪こらえた。

　光史郎は目を伏ふせ、静かで穏おだやかな声を発した。

「最初から、こうしたらよかっただけなのでしょうか。私は自ら、信用してくれる人を切り捨てていたのでしょうか……」

　志信に問いかけたのか、独り言か。どちらかはわからなかった。刀を鞘さやに収める光史郎に、志信は答えた。

「やってみなきゃわかんねえこともあるよ。案外それが攻こう略りやく方法だったりするしね」

　納刀した後の光史郎の静かな表情に笑いかけ、志信は勝に向き直った。

「勝先輩、平気？」

　志信が顔を覗のぞき込むと、勝は光史郎を呆然と見つめていたが、我に返って志信を見た。

「殿との、お許しになるのですか？」

「許すも何も……何聞いてたんだよ勝先輩。俺はこの人に裏切られてなんかねえって」

「しかし私は納なつ得とく出来ません……っ！　明智光秀は信長様を討うった、私の仇きゆう敵てき！」

「勝先輩……」

　勝はきつく拳こぶしを握にぎり、険しい目をした。敵てき愾がい心しんに溢あふれるその目は、確実に明智に向けるものだろう。しかし彼はその目を、光史郎には向けないよう努めているようだった。

「彼は柴田勝家の記憶をしっかり持っているのですから、無理もありません」

「けど……」

「……そして、彼も」

　光史郎は志信達から視線だけを逸そらし、戸の方に目を向けた。その瞬しゆん間かん、叩たたき割りそうな勢いで、戸が開いた。
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　本堂に駆かけ込んできた蘭は、すぐさま志信に駆け寄ってきた。

「志信！　無事か！」

「う、うん。蘭先せん輩ぱいは？」

「全ぜん滅めつさせてやろうと思ったが、ラス一で消えやがった」

　そう言って舌打ちする。見たところ彼に怪け我がはないようだが、息が上がっていた。

「あの数の兵を、この短時間で……？」

　驚いて呟つぶやく光史郎に、蘭は憎ぞう悪おの目と槍やりの先を向ける。

「……あとはこいつを殺して終しまいか」

「待った。それはダメ」

　きっぱりと言った志信に、蘭は驚きを通り越こし、しばし呆然と志信を見つめていた。

　きつく拳を握ると、蘭は志信に詰つめ寄り、声を荒あらげた。

「お前、何言ってんだ！　こいつは──」

「この人は更吉光史郎さんだよ。蘭先輩が前世の人と同じじゃないように、この人も明智光秀じゃない」

　志信がそう言った瞬間、蘭の目に志信に対する怒いかりと、そして失望のようなものが見えた。蘭の大きな手が、志信の胸むなぐらを摑み上げる。

「蘭！」

　勝が咎とがめる声を上げたが、蘭は聞く耳を持たない。それは志信が一番よくわかっていた。

「……お前、さっき俺に訊いたじゃねえか。俺から信長様と弟達を奪うばったのは誰だれだってよ」

　押し殺した声と胸ぐらを摑む手に込められた力。これだけ激げき怒どしながらも、志信に攻撃しないようにしている蘭の優やさしさが見えた。

「俺の大切な人達を奪ったのは誰だよ。なあ？　お前が訊いたんだぞ」

「……俺は、蘭先輩に最低なことをした。謝って許してもらえるとは、思ってない」

　蘭の目を見ることが出来ず、志信は目を逸らす。

「やめろ！　何でお前が謝る！」

「俺は蘭先輩の復ふく讐しゆう心を利用して、ここへ来たから」

「やめろって言ってんだろ！　お前は俺を利用なんかしてねえ！　俺を見ろ志信！」

　志信を揺ゆさぶり、蘭は叫さけんだ。一度目を伏せて、志信は蘭を見上げた。

「利用なんて、言うな……っ！」

　彼の顔は険しく歪ゆがめられていたが、怒りの表情ではなかった。
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「今の言葉を取り消せ」

「……出来ない。俺、本当は──」

「それ以上言うなっ!!」

　怒りではなく懇こん願がんで、蘭は叫んでいた。

「蘭先輩の復讐は間ま違ちがってると思ってる。蘭先輩に、光史郎さんを殺して欲しくない」

　──俺は最低だ。

　蘭の一番強い復讐という気持ちを利用して、否定して、奪う。殺されても文句は言えないだろう。

　あれほど力強かった蘭の瞳ひとみが揺れ、槍を持つ手が震ふるえていた。

「俺から……復讐の機会を奪うのか……っ！　誰でもないお前が！」

　あれだけ怖こわいと思っていた蘭に睨にらまれても、今の志信は何とも思わなかった。蘭をじっと見み据すえると、蘭の方が恐おそれるように、瞳を揺らした。

　──だって、何かが違うから。

　志信の胸の奥で叫び続けていた『何か』が、ようやくわかった。

　蘭の復讐の相手は、更吉光史郎ではない。

　志信は蘭を見据え、胸ぐらを摑む手を握って、静かに言った。

「蘭先輩が復讐したい人は、本当にこの人なのか？」

　憎にくんで、殺されて──それを死んでからも続けるなんて、馬ば鹿かげてる。誰かを憎むことも、自分を嫌きらうことも、たった一度の人生の、たった一度きりの、つらくも大切な感情のはずなのに。生まれ変わってまで引き継つぎ、増大させるものではないはずなのに。

「この人は、明智光秀の生まれ変わりかもしれない。だけど、更吉光史郎って人間は、信長も、蘭丸やその弟達も殺してない。信長を裏切っても殺してもいない光史郎さんを、蘭先輩は殺す気なのか？　自分は前世の人と別人だって言ってたのに、光史郎さんは明智光秀と同一視するのか？──そんなのは、やっぱ、違うよ。間違ってる。だから、俺は蘭先輩の復讐を認められない」

　志信は一度息をつくと、静かに蘭に言った。

「蘭先輩が一番、前世と今を同一視しちゃいけないってこと、わかってるだろ？」

　志信の胸ぐらを摑む蘭の手から力が抜ぬけた。落ちそうになるその手を、志信はぎゅっと握る。

　何の感情もない表情で、蘭は志信を見つめる。否いな、見つめているのは、志信ではなかった。

「……俺の仇かたきは、もう、討てねえのか」

　呆ぼう然ぜんと呟く蘭の目には、何も映っていない。復讐の相手がいないことに、彼は気付いてしまった。志信が気付かせ、復讐という大きな目的を、奪ってしまった。

　彼の憎しみに満ちていた瞳が、空くう虚きよになった。

　蘭の手から槍が落ち、ガランと大きな音を立てた。

（ごめん……っ）

　いつも力強く立っている蘭の身体からだから、力が抜けていくのがわかった。志信は摑んだ蘭の手首を握る手に力を込めた。

「仇を討つ相手は、もうずっと昔に死んでるんだよ」

「……ああ、そうだ。信長様と弟達の仇は、弔とむらい合戦は、秀ひで吉よしが……」

　蘭は志信の肩かたに額を置き、ぽつりと呟いた。

「……だから俺はあの時、勝家じゃなく、秀吉についた」

『秀吉』が誰なのか、『あの時』がいつなのか、『俺』が誰なのか、志信にはわからない。

　蘭は肩を震わせて笑った。

「そうだよなぁ……。もう終わってんのに、何躍やつ起きになってたんだろうなぁ、俺」

　空むなしい笑いが止まる。蘭は胸の内の慟どう哭こくを、静かに志信に吐はき出した。

「俺を認めてくれた信長様と、誇ほこりだった弟達がいなくなったのが、悔くやしくて悔しくて……悲しくて、戦うしかなかったんだ。もう戦いたくなかったのに、俺は戦うことしか知らなかった」

　崩くずれ落ちそうな蘭の身体を支えるために、志信は肩に手を遣やった。そこには森家の家か紋もんがある。蘭は信長を一番近くで護まもる、その家紋と記き憶おくを持って生まれてきた。その家紋の意味まで否定してはいけない。

　志信は蘭の身を起こし、何も映していないその目を見た。

「蘭先輩。俺は、ひきこもりだし、出で来き損そこないだし、卑ひ怯きようだし汚きたないし、先輩の復讐心も利用して奪った、最低な奴やつだ。だけど、織田木もつ瓜こうを持って生まれてきた。だから、都合が良い言い分だけど、蘭先輩が良いって思うなら──」

　空虚だった瞳に、志信が映った。

「俺を──いや、俺じゃなくてもいい。この織田木瓜を、護って欲しい」

　その言葉を聞いて、蘭の瞳がしっかりと志信を見つめた。

　蘭は志信に言った。今度は護りたいと。それでは彼の生きる意味にならないだろうか。

　志信をじっと見つめている蘭がどう思っているのか、静かな表情からはわからない。

　蘭はしばらくじっと黙だまっていたが、不意に瞼まぶたを閉とざした。

「──御ぎよ意い」

　蘭はそう言うと、突とつ然ぜん唇くちびるを嚙かんだ。犬歯の先が刺ささり、紅あかい血が唇に滲にじむ。

「な、何してんの先輩！」

　ぎょっとする志信の前に、蘭は頭こうべを垂れるようにして屈かがみ込んだ。志信の胸むな元もとに、一いつ瞬しゆん、温かく濡ぬれた何かが触ふれた。蘭の顔が離はなれ、志信が胸元を見下ろすと、織田木瓜が血と同じ紅あかに染まっていた。

「え、何!?──いったぁっ！」

　直後、右みぎ肩かたに切れたような鋭するどい痛みを感じ、志信は飛び上がった。

　蘭の行動、織田木瓜の色の変化、右肩の痛み──状じよう況きようが把は握あくできず、志信は蘭と胸元と右肩にキョロキョロと忙いそがしく視線を彷徨さまよわせる。

　混乱しながらも、志信はまず痛みのある右肩を確かく認にんした。シャツの袖そでをまくると、志信の目はそこに釘くぎ付づけになった。

　志信の右肩には、鶴つるが翼つばさを広げた紋もん──蘭と同じ、森鶴の丸があった。

「ど、どういうこと……？」

　蘭は落とした槍やりを拾い上げて肩に担かついだ。血で濡れた唇を舐なめて、志信を見下ろす。そこにはいつもの強こわ面もての顔があった。

「お前が命令したことを、俺は実行するまでだ」

「そんなぼんやりした答えじゃなくて！」

「蘭は、殿とのの配下になったのです」

　志信の求める答えは、勝から返ってきた。勝を見ると、彼もまた志信の肩を呆然と見ていた。

「殿のその肩にある森鶴の丸は、主従の契けい約やくの証あかしです」

　ぽかんとした後、志信は蘭を振ふり返って叫んだ。

「え？　蘭先せん輩ぱい、配下になったの？　どこで何があってどうやって？」

「配下になるには、主君と決めた者の家紋の上に、己おのれの血を塗ぬるんです」

　光史郎の言葉を受けて、志信は右肩の家紋と、自分の胸元の家紋──すでに黒に戻もどっていた──、そして蘭を見つめ、ようやく状況を理解した。

「ああ、そういうことか！　びっくりしたぁ」

「怪け我がでもしてたら良かったんだが、あいにく無傷でな。……手を傷つけると、槍の精度が狂くるう可能性があるからよ」

「何で光史郎さん見て言うんだよ……」

　自分で切った唇を舐めて光史郎を睨む蘭は、どうみても獲え物ものを狙ねらう猛もう獣じゆうにしか見えない。

　志信は恐る恐る蘭を見上げる。

「蘭先輩……本当に、良かっ──いひゃい」

「お前が護れっつったんだろうが。責任……は取らんでいいから天下取れ」

「ンなやる気も出来る気もしないこと言われても……」

　抓つねられた頰ほおをさすっていると、光史郎が志信の前に出てきた。そして片かた膝ひざを突ついて、頭を垂れた。

　目を丸くする志信に、光史郎は真しん剣けんな声で言った。

「瓜巣志信。私も配下にしてください」

「……なんだと？」

　蘭が目を鋭くして、見下ろした。志信も彼の前で手を振った。

「いやだからさぁ、俺が信長って証しよう拠こはねえから。信長が確定したら諦あきらめるしか……いややっぱやだな」

「私は『瓜巣志信』に頼たのんでいるんです」

　顔を上げた彼は、縋すがるように志信を見た。

「馬ば鹿かげています。情けないと思います。人の繫つながりはこんなものではないと、わかっています！　それでも、私は……」

　光史郎は正座に座り直し、頭を下げて言った。

「……誰だれかに信用されているという、証が欲しいんです」

「何でこの人達はすぐ土下座するかなぁ……」

　苦く笑しようしながら、志信は光史郎の顔を上げさせ、念を押す。

「俺、超ちよう絶ぜつ庶しよ民みんで、普ふ通つう以下のマジ崖がけっぷち学生で……」

「ひきこもりのダメ人間で」

「うっさい！」

　事実だが勝手にダメな要素を追加する蘭に志信は怒ど鳴なった。しかし彼には効かない。蘭は志信を無視して言った。

「俺も賛成だな」

　蘭のその言葉を聞いて、瞬しゆん時じに反応したのは勝だった。

「蘭、正気か!?」

「ああ。こいつを配下にしておけば、俺達の目も届く」

「それは、そうかもしれんが……」

「お願いします」

　光史郎はもう一度志信に頭を下げた。志信は光史郎の顔を再度上げさせて、戸と惑まどいながら言った。

「……マジで、いいの？」

「はい」

　即そく答とうした光史郎の目は、志信も圧あつ倒とうされるほど真剣だった。

「わ、わかった。そこまで言うなら……いいよ」

　志信が頷うなずくと、光史郎は子どものような笑えみを浮うかべた。そんな顔も出来るのかと志信が驚おどろいている前で、光史郎は自分の刀で人差し指を切り、志信に向けた。真っ赤な血が流れる指を見て、志信は思わず後あと退ずさったが、一歩だけで思い止とどまる。

　志信は出来るだけ血を見ないようにして光史郎の前に出た。彼は遠えん慮りよがちに、そっと人差し指を志信の織田木瓜に押し当てた。左手首に痛みが走り、見ればそこに桔き梗きよう紋もんが浮き出ていた。

　左手首と右肩と胸元を見て、志信は苦笑した。

「もしもこの調子で増えていったら、俺の身体からだどうなっちゃうの」

「ほー、増やす気があるのかよ。良い度胸じゃねえか」

「ち、違ちがうよ！　ちょっと疑問に思っただけだって！──ん？」

　ニヤリと笑った蘭に、慌あわてて訂てい正せいしようとして、志信はふと後ろから漂ただよう暗い気配に気付いた。振り返ると、勝が床ゆかに突っ伏ぷしていた。彼は固く握にぎった拳こぶしで、悔くやしげに床を叩たたいた。

「か、勝先せん輩ぱい？」

「蘭に続き、明智まで……っ！　私もまだなのに！　殿！　私とも今こそ主従の契ちぎりを！」

「えー。勝先輩は別によくね？　裏切るわけなさそうだし」

「私だけ仲間はずれですか！　そうなんですか殿！」

「いやそうじゃなくて、先輩はそんなことしなくても──うぐっ!?」

　蘭が突とつ然ぜん手で志信の口を塞ふさぎ、足あし下もとでむせび泣いている勝を踏ふんで黙らせた。光史郎も一いつ瞬しゆん遅おくれて、刀の柄つかに手をかけた。蘭と光史郎の視線は境けい内だいの方に向けられている。

「誰かいる」

　先ほど蘭が気を失わせた講師かと思ったが、足音から違うとわかった。

　蘭と光史郎が本堂から出て、槍と刀を構える。

「誰だてめえ」

「やっぱりきみ達も、転生した人達だったんだね」

　その声には聞き覚えがあった。光が届くところまで近づくと、細長い影かげが見えた。

「あんたは……」

　その姿を見て、志信も本堂を出た。身体の自由がきかない勝も、戸に寄りかかりながら志信の隣となりに立ち、その人物を認識した。

「あいつは、あの画家では……」

　細長いシルエット、絵の具で汚よごれた服、子どものような目。彼は間ま違ちがいなく星見直興だった。

「志信も、そうだったんだね」

　彼は志信を見て無む邪じや気きに微笑ほほえみ、こちらへ歩み寄ってきた。しかし蘭が槍を向けると、距きよ離りを空けて立ち止まった。

「何でてめえがここにいる」

　蘭の鋭するどい目が、星見の手に向けられた。彼の手にも、光史郎と同じような刀が携たずさえられていた。

「音が聞こえた気がしたから、来てみたんだ」

　警けい戒かい心しんもなく首を傾かしげて微笑み、星見は蘭ではなく志信に向かって答えた。

「星見、直興……」

　ぽつりとその名を呟つぶやき、志信は身体を硬くした。ポケットのガラス管が、ずしりと重くなった気がした。

「殿？　いかがしました？」

　勝が怪け訝げんそうに志信を見下ろしてから、星見を見た。

　星見もまた志信を見つめる。そして唐とう突とつに笑みを消した。彼の澄すんだ瞳ひとみは、志信の胸むな元もとを見ていた。

「織田木もつ瓜こう……っ！」

　驚きと喜びの声で、星見は言った。そして弾はずむように言った。

「そう、きみは……いえ、あなたは、織田信長公だったのですね。僕は──」

　蘭の向けた槍やりを忘れてしまったかのように、星見は嬉うれしそうに志信に近づこうとする。しかし一歩踏み出した瞬しゆん間かん、蘭とは別の方向から光史郎の刀が向けられた。

「それ以上、瓜巣志信に近づくな」

　光史郎の行動に恐おそれるでもなく、星見はただムッとして彼を見た。その目が突然見開く。

「それは、桔き梗きよう、紋もん……」

　星見はそう呟いた。白目の真っ白な彼の目は、光史郎の左手首を食い入るように見つめていた。やがて星見は、ゆっくりと光史郎の顔を見つめた。

「あなたは、明智光秀公なのですか……？」

「それがどうした。私の首が目的か」

　光史郎は目を細めて警戒心を強くした。ゆっくりと彼から距離を取ろうとする。

　星見はしばらくじっと光史郎の顔を見つめていたが、徐じよ々じよに笑みを浮かべた。

「そうでしたか……ご挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ありません。明智光秀公──いえ、ちちうえ」

　志信は戸惑いながら、光史郎を見た。

「ちちうえ？　光史郎さん──じゃないか。明智光秀の、息むす子こってこと？」

　しかしそれにしては光史郎は険しい顔で星見を警けい戒かいしていた。

「名を名乗れ。私は父などと呼ばれる覚えは──」

　光史郎はそこまで言ってから、不意に口を閉とざした。驚きの表情のまま食い入るように星見を見つめ、光史郎は薄うすく唇くちびるを開く。

「まさか……」

　呟いた声は、星見ののんびりした声に搔かき消される。

「ああ、すみません。そうか、そういえば僕は素す性じようを明かしてなかったんだ。──信長公」

　星見は志信を「信長」と呼んで向き直り、深々と頭を下げた。

「どうか信長公も、ご覧下さい。あなたに賜たまわった紋は、今生でもこの身に刻まれています」

　星見は顔を上げてにっこりと微笑んだ。そして絵の具で汚れたカーディガンをまくり上げる。

　彼の白い脇わき腹ばらに、それはあった。大きな丸を中心に、八つの丸が囲んだ紋。

「九曜の紋……。やはりそうか」

　光史郎の声に警戒の色が強くなり、心なしか顔も青白くなる。反対に、青年の顔は嬉しそうに微笑む。

　子どものように無邪気な笑顔で、彼は名乗った。

「僕の以前の名は、細ほそ川かわ忠ただ興おき。明智光秀公、あなたの義理の息子ではありませんか」

　星見は今にも抱だきつきそうな勢いで、星見を警戒する光史郎を見つめている。

「明智光秀の義理の息子……？　えっとつまり、細川忠興の妻が、明智光秀の娘むすめってこと？」

　志信が一人でそう呟いていると、蘭の低い声が、雷らい鳴めいのように志信の耳に届いた。

「細川、忠興だと……！」

　緊きん張ちようと警戒を極限まで高めたその声に、志信の背筋に悪お寒かんが走った。

「殿との、どうかお下がり下さい。奴やつは……危険です」

　勝も満足に動かない身体で、それでも志信を背にして護まもろうとした。勝の背中から志信は星見を見て、勝に尋たずねる。

「え、何？　どういう人？」

「文武両道で、茶さ道どうにも造ぞう詣けいが深かった人物です。戦いくさでも数多くの武功を挙げた武将です。ですが、短気でも有名でした。特に、あやつの妻のことに関しては」

　張り詰つめた空気に気付いていないのか、星見は嬉しそうに笑っている。

「とても嬉しいです。まさか義父ちち上と信長公にお会い出来るなんて！　僕は義父上のことも探していたんですよ」

　無邪気にはしゃぎ、星見は首を傾げて光史郎を見た。

「義父上なら、知ってますよね？」

「何をだ」

　無防備にすら見える星見に対し、光史郎はいつでも攻こう撃げきできるよう刀を構えて星見に向き合っている。光史郎の警戒や刀など気にした様子もなく、星見は声も高らかに言った。

「僕の妻、玉たまの居場所です。探しても探しても見つからなくて！　どうか教えて下さい。義父上なら、無論知っていらっしゃるのでしょう？　ねえ、義父上！」

　星見が「妻」と言った瞬間、蘭と勝、そして光史郎は、さらに警戒心を強くした。三人の発する張り詰めた空気で、肌はだまでピリピリする。

　光史郎が星見を窺うかがうように、ゆっくりと口を開いた。

「……私は記き憶おくを断だん片ぺん的にしか持っていない。玉たま子こという娘のことは、覚えていないんだ」

「え……」

　笑え顔がおのまま、星見は消えそうな声を漏もらした。光史郎は星見を見つめ、はっきりと言った。

「明智光秀に玉子という娘がいたということも、今生で知識として得ているのみだ。どこにいるかなど、知りようもない」

「そん、な……そんな……！」

　星見は消え入りそうな声で呟き、光史郎が刀を構える間もなく彼に縋すがり付いた。志信が慌てて駆かけ寄ろうとしたが、星見は攻撃する様子はなかった。刀も放り出し、足あし下もとに転がっている。

　光史郎の腕うでを両手でぎゅっと摑つかみ、星見は絞しぼり出すようなか細い声で言った。

「噓うそ、でしょう？　だって、義父上は、玉の実の父親ではないですか！　何な故ぜ、どうして……！」

　光史郎の腕を摑んだまま、星見は膝ひざから崩くずれ落ちた。

「やっと……やっと玉を知っている人に、会えたと思ったのに……っ！」

　痛々しい表情で呟く星見に、光史郎も敵意を治めていた。同情を含ふくんだ目で、星見を見下ろし、もう一度はっきりと答えた。

「だが、私は知らないんだ」

「……そう、ですよね」

　光史郎の言葉を飲み込むように何度も頷うなずき、星見はするりと彼の腕から手を離はなす。

　そして不意に、蘭と勝に目を向けた。

「僕の個展で、彼女を知ってる気がすると言ってたよね？　きみ達は、知らない？」

「何でてめえが知ってやがる。盗み聞きかよ」

「だって、玉のことだもん。聞き逃せるわけ、ないでしょ？　ねえ、知らない？」

　勝はさらに志信を遠ざけるように下がり、蘭は槍を向けた。星見の目に、悲ひ愴そうな色が増す。

　星見は取り落とした刀を手た繰ぐるようにして握にぎり直した。星見の手から解放された光史郎は、星見が刀を取ったのを見て、後退して距離を取った。星見に敵意はなさそうだが、警戒は解かないつもりらしい。

　座り込んだまま、星見は顔を上げ、光史郎に微笑んだ。

「ごめんなさい。知らないのなら、仕方ないですよね。義父上に当たってしまって、すみませんでした」

「いや……。しかし、玉子が我々と同じように転生しているかどうかすら、わからないのではないのか」

　光史郎がそう言ったのを聞いた途と端たん、星見は柔やわらかかった笑みを、貼はり付けたように硬かたいものにする。そしてゆっくり首を横に振ふった。

「いいえ……いいえ？」

　わずかに声が震ふるえていた。その震えを止めるように、星見は喉のどを摑んで言葉を続けた。

「僕が転生しているんです。玉が転生していないはず、ないではありませんか」

「だが、玉子は……細川ガラシャは、キリスト教徒となったはずだ」

「僕達は愛し合っていたんです。玉が僕に会いたくないはずがない。そうでしょう？」

「キリスト教では、死後は天国へ行くと信じられている。熱心な信者なら……」

「そんなこと……あるはずがない……あってはならないんです」

　ゆるゆると首を振りながら、星見は深く俯うつむいた。

「玉は絶対に、僕に会いたいと思っている……っ」

　星見の震えた声を聞いた瞬間、志信の心臓の辺りが凍こおったように冷たくなった。勝は志信を後ろ手に庇かばい、蘭も槍を握り直していた。

　しかし警戒は杞き憂ゆうだったようだ。星見は立ち上がって光史郎を見ると、首を傾かしげて、敵意のない、純じゆん粋すいな笑みを浮うかべていた。

「何と言われようと、僕は諦あきらめません。だから義父上、玉のことを知っている人間を集めるのを、手伝ってくれませんか？　僕はどうしても、玉を探し出したいんですっ！」

「あ、ああ……わかった」

　星見の悲痛な訴うつたえは真しん剣けんそのものだった。それは光史郎にも伝わったのだろう。光史郎が頷くと、星見はパアッと光が差したように明るい笑顔になった。

「ありがとうございます、義父上。心から感謝します」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで、星見は光史郎にゆったりと近づく。星見の反応に戸と惑まどっていた光史郎の顔色が、サッと変わった。

　志信の目が捉とらえたのは、一いつ瞬しゆんの煌きらめきと、甲かん高だかい金属音だった。

「え……？」

　何が起こったのか、志信はすぐには理解出来なかった。

　感謝しますと言った笑顔のまま、星見は光史郎に斬きりかかっていた。まるで子どもが親に抱きつくような、甘えさえ感じさせる仕草で、星見は光史郎を殺そうとした。

　光史郎は顔を蒼あおくして驚おどろいていたが、咄とつ嗟さに刀を構えて防いでいた。

「光史郎さんっ!!」

　志信は叫さけんで思わず飛び出そうとしたが、勝の腕にきつく止められた。蘭も勝の前で、志信の行く手を阻はばむように立っている。

　鍔つば迫ぜり合いの中、星見は目をぱちぱちと瞬またたかせ、首を傾げた。白目の真っ白な目が、きょとんとして光史郎を見つめる。そこに悪意というものは一いつ切さいなかった。志信には、どうしても悪意が見えなかった。

「義父上？　どうしてですか？　どうして僕に協力してくれないんですか？　どうして？」

「協力、だと……っ？」

　光史郎が刀を弾はじき返すと、星見はあっさり退いた。ゆらりと倒たおれるような柔らかい仕草で、光史郎と距きよ離りを取った。星見は微笑んだまま、光史郎に刀を構える。

　人を斬ることにさえ躊躇ためらいのないその様子を見て、志信は呟つぶやいた。

「……やっぱり、あんたなんだな」

「殿！　いけません！」

　志信は勝の制止を振り切り、境けい内だいに降りた。蘭に行く手を阻まれ、仕方なく足を止める。志信はポケットからガラス管を取り出し、星見に掲かかげて見せた。

「あんたのだろ、これ」

　志信はガラス管を星見に向かって放ほうり投げた。ガラス管を受け止めた星見は、じっとそれを見てから、嬉しそうに志信に微笑んだ。

「うん、僕が昨日なくしたのだ。ありがとう。どこにあったの？」

　頷いた星見に、蘭と勝がさらに警けい戒かい心しんを強めた。

「相国寺の血ち溜だまりの、すぐ傍そばに落ちてたよ」

「そっか。やっぱりあの時落としちゃったんだね」

　あの時──それが何をしていた時なのか、もうわかりきっていた。

　志信の傍で、勝が疑問を口にした。

「殿との、何故、あれがあいつのだと……？」

「あれ、絵の具なんだよ。日本画で使う岩絵の具。膠にかわと混ぜて描かくんだって」

「お前、よくそんなの知ってたな」

「やったことあるゲームに、日本画家がいて、これが結構重要アイテムでさ！」

「よしわかったもういい」

　ゲームの言葉と共に目を輝かがやかせた志信に、蘭が強ごう引いんに会話を終わらせた。確かに今はゲームの話をしている場合ではない。志信も緊きん張ちよう感かんを取り戻もどして星見に目を向けた。

　星見は青い岩絵の具を握って、大切そうに胸むな元もとに当てた。

「今度この色で、玉の着物を描こうと思ってたんだ」

　首を傾げる純粋な仕草も、ちょっとはにかんだ笑顔も、とても人を殺すような人物には見えない。それでも志信は確信した。

「あんたが、あの殺人事件の犯人なんだな」

「うん。僕だよ」

　何の躊躇もなく、星見は頷いた。それを見た光史郎が、嘆なげくように呟く。

「お前が、あの殺人事件の……？　何ということを……っ」

　光史郎は個人的にあの殺人事件を追っていると言っていた。その犯人がまさか、生前自分の義理の息むす子こで、その妻に会うためだけの犯行だったとは。衝しよう撃げきも大きいはずだ。

「だって義父ちち上、仕方ないじゃないですか」

　後こう悔かいも罪悪感もない表情で、星見は微笑んだまま言う。

「ああすれば、全国ネットでたくさん騒さわいでくれる。そしたら、他ほかに転生した人が見て、きっとその人も京都に来てくれるでしょう？　その中に、玉を知ってる人がいるかもしれない」

「知らなかったら……？」

　尋たずねながらも、志信にも彼の返答はわかっていた。

「協力してもらうんだ。転生した人を集めるために」

　その協力方法が、『殺した人物の身体からだに家か紋もんを描えがき、晒さらすこと』なのだろう。家紋を描くことぐらい、画家である彼には造作もないはずだ。

「被ひ害がい者しやの中には、家紋を持たない人もいただろ。何で殺したんだよ！」

　志信の言葉に、星見は拗すねたような顔をして答えた。

「玉の絵を見て、『この人を知ってる』って言う人達だったから。でも、みんな本当は知らなかったんだ。それに……」

　一度言葉を切り、星見は刀の柄つかを握にぎりしめた。

「玉は僕だけのものなのに、彼女は自分の恋こい人びとだって断言する人もいて……許せなかったんだ」

　唇くちびるを尖とがらせてムッとする姿に迫はく力りよくはない。しかし彼はそののんびりした顔で、人の命を奪うばっていた。

　今までにない強きよう烈れつな寒さむ気けが、志信の身体を凍こごえさせた。

「……もしかしてこの人、すっげえやばい人？」

「先ほども申し上げた通り、戦国の頃ころから短気で有名で……。妻の玉子殿に見とれただけで、首を刎はねたという話もあります」

「嫁よめのこととなると見境がなくなるんだ。やっかいなことに、剣けんの腕うでも立つ」

　だから蘭は、のんびりしている星見を見ても、槍やりを構えたまま警けい戒かいを解かないのだ。

「信長公」

　改まって、星見は志信に呼びかけた。その声には敬意や好意が含ふくまれていた。

「あなたは僕と玉を巡めぐり合わせてくれた人です。だから今生でも、きっと僕と玉を引き合わせてくれますよね？」

「え……？」

　志信の反応も待たず、星見は蘭、勝、そして光史郎を順に見つめた。

「義父上達には、玉を見つけるために協力して欲しいんです」

「そりゃ、死体になって晒されろってことかよ？」

　蘭の轟とどろくような声にも、星見は顔色を変えずに答える。

「だって、三人とも玉の居場所を知らないんでしょう？　なら、死んで協力してもらうことぐらいしか、出来ないじゃないですか」

　きょとんとした顔で、至し極ごく当然とばかりに星見はそう言った。こちらがおかしいとでも言いたげな表情だ。

「明智光秀、森蘭丸、柴田勝家」

　長い指を折って、星見は一人ひとり名前を呼び、三人を順に見つめて微笑む。

「有名な三人の遺体だとわかれば、きっともっとたくさんの転生者が集まってくる。その中にはきっと、玉を知ってる人もいるはずです。もしかしたら、玉自身が来てくれるかもしれません。ああ、でも……」

　子どもがお菓か子しを選ぶような顔をして、星見は志信を見つめる。綺き麗れいな瞳ひとみのはずなのに、志信は恐きよう怖ふを感じずにはいられなかった。

「集客力で言ったら、やっぱり信長公がいいのかなぁ？　うーん」

　考え込んでいた星見が、突とつ然ぜん目を瞠みはって、後ろに飛び退すさった。星見の首が一瞬前まであった場所に、蘭の十字の槍先があった。

「させねえよ。俺の主君をてめえみてえな奴やつに利用されてたまるか」

「そっか。きみも、信長公が大事なんだね。わかった、信長公は殺さない」

　柔やわらかく微笑ほほえんで、星見は刀を抜ぬいた。白く光る刀身は、星見の白目の色に似ていた。

「信長公に殉じゆんじるなら、本ほん望もうだよね？　僕も協力してもらえるし」

「ああそうだな。俺もてめえみてえなイカレた野や郎ろうと戦やりあって叩たたき潰つぶすのは嫌きらいじゃねえ」

　蘭も星見も、ゆっくりと自分の得物を構える。どちらも、目の前の相手を斬きることだけを考えていた。戦いを知らない志信でも、この二人が戦って双そう方ほう無事で済むとは思えなかった。

　息を肺いっぱいに吸い込む。張り詰つめた空気は重く苦かった。

「待て！」

　肺に送り込んだ空気をすべて吐はき出すように、志信は大声を張り上げた。

「話はまだ終わってねえ！」

「ああっ!?　こいつが話が通じる相手だと思ってんのかボケッ!!」

　志信の精せい一いつ杯ぱいの叫さけび声を、間かん髪はつ容いれずに蘭に倍にされて返されてしまった。その気き迫はくに思わず謝ってしまいそうになる。しかしぐっと堪こらえ、出来るだけ蘭の鬼おにの形相を見ないようにして、志信はきょとんとしている星見を見つめて言った。

「なぁ。何でこんなことするんだよ。あんな風に人を殺して、それを晒して……あんた、本当に何とも思わないのか？」

　星見は志信が何を言っているのかわからないという顔で、首を傾かしげる。

「何とも……？　だって、玉を探すには仕方ないんだよ」

「殿。奴に言葉は通じないと思った方が良いのでは」

　勝の目に、得体の知れないものへの恐怖が滲にじんでいた。

「奴は──」

「俺は、そうは思わない。星見には、ちゃんと動機がある。狂くるってなんかいない」

　勝の言葉に先んじて、志信ははっきりとそう言った。狂っているなどという言葉で片付けてしまったら、志信の言葉は星見に届かない気がした。

　志信は星見の綺麗な瞳を見み据すえて、言った。

「探しているなら、自分から探しに行けばいいだろ。何でそうしないんだ？」

　志信がそう言った瞬しゆん間かん、星見の顔色が変わった。俯うつむいたと思った瞬間、刀を握る手に力が込められた。

「っそう出来るなら、やってるよ！」

　裏返るほどに声を上げて、星見は一瞬とも言える速さで志信に斬りかかってきた。その刀を、蘭が直前で弾はじいた。星見は刀を弾かれてよろめく。蘭がさらに槍を突つきつけるが、よろめいたまま、星見は間かん一いつ髪ぱつで避よけていた。

　星見は再び志信を斬りつけてくることもなく、刀と鞘さやを握る手を、だらりと下げていた。

　ぽたりと、星見の頰ほおから滴しずくが落ちた。蘭の槍は、彼の左の眉まゆの上をわずかに掠かすめていたようだ。赤い滴が、涙なみだのように頰に伝っている。

「探しに行けるなら……世界の果てだって、地じ獄ごくだって、どこへだって行くよ！」

　泣き出しそうな顔をする星見を見て、志信は彼の描えがいた『彼女』を思い出した。

「だけど、僕は……僕は──」

　──ああ、そうだ。

「最愛の人を……忘れてしまった……っ」

　──星見直興の描く『彼女』には、必ず顔がない。

「けど、あんた、愛し合ってるって……」

「愛してるよ。玉も僕を愛してくれてる。だけど、わかっていることは、それだけ。愛し合ってた幸せな気持ちはあるのに、僕は、玉の姿も声も匂においも感かん触しよくも……何もかも思い出せない。どうしても、思い出せないんだ……」

　刀と鞘を握りしめたまま、星見は顔を覆おおって叫んだ。

「僕は、僕が愛した人を、愛してくれた人を知りたいだけなのに……っ。たった一目でもいいから、会いたいだけなのに……どうして邪じや魔まをするんだっ!!」

　涙の滲んだ目で、星見は志信を睨にらんだ。睨んだと一見してわかる、怒いかりの感情。綺麗な白目が、赤く血走る。鋭するどい刀の切っ先が、志信に突きつけられる。

「邪魔をするなら、あなたでも殺すよ、信長公……！」

　笑え顔がおと同じように純じゆん粋すいな怒りを向けられ、志信の胸中は焦あせった。しかし、口から出たのは志信にも予想の付かない言葉だった。

「やってみろよ」

　志信の額や掌てのひらには、脂あぶら汗あせが滲んでいた。何で俺がこんなことをしているんだろう。いつもみたいに逃にげ出して、部屋にひきこもってしまえばいいのに。それが出来ない。

　星見と睨み合う中、胸むな元もとの織田木もつ瓜こうが疼うずく。

（信長が、逃げることを許さねえとでも言ってんのかな……）

　蘭の前で、勝の前で、光史郎の前で、情けない姿は見せるなと。星見の悲しい魂たましいを見捨てるなと。ここにいる者達には、志信にはない気高さがある。その魂に並べと、織田木瓜が叫んでいるような気がした。

　胸中は逃げ出したい気持ちしかないのに、志信が星見に向ける声は流れるように出てくる。

「あんたは、あんたと玉さん以外みんな同じ人間に見えてるのかもしれねえけど、人間はみんな、一人ひとり違ちがう。あんたが殺した人の中には、別の形で玉さんを探してくれる人だっていたかもしれない。──あんたはその機会を、自分で永遠になくしたんだ」

　最後の一言で、星見の顔色が変わった。刀の切っ先と彼の瞳が揺ゆれた。

「そ、そんな人……いなかった。僕と一いつ緒しよに玉を探してくれる人なんて……！　みんな天下を狙ねらったり、前世の因いん縁ねんを晴らしたいだけだったり……僕を殺そうとしただけだった！」

「じゃあ、俺が一緒に探す」

　星見の瞳が、未知のものを見る子どものように志信を見つめる。そんな星見の眼前に、志信は指を突きつけた。

「あんたらは、人を頼たよらなすぎ！　何でも一人で出来ると思ってんじゃねえぞ！」

　そう言って、背後もしっかりと睨みつけ、再度星見を見上げた。

「俺は信長じゃないから、すっげえ時間かかるかもしれない。だけど、あんたと一緒に玉さんを探す手伝いぐらいなら出来る」

　目を瞠って黙だまっている星見の唇くちびるが動くのを待つより早く、背後から声が聞こえてきた。

「なっ……志信、お前、何言ってんだ！」

「そうですよ殿との！　こいつは危険すぎます。殺さつ人じん鬼きですよ!?」

「第一、探し出せるかどうかも……」

　蘭と勝、光史郎が口々に言うが、志信はたった一言、

「うっさい」

　と言って、星見に向き直った。

「あんたがやりたいなら、ここにいる全員と殺し合えばいい。だけどこの人達を傷つけたら、俺はあんたには絶対協力しない。俺も良いい人じゃないし、この中の誰だれかを殺されたら、あんたを殺すかもしれない」

　睨むように見上げると、星見はびくりと肩かたを揺らした。

「そしたら、あんたはもう永遠に玉さんには会えねえかもな？」

「い、嫌いやだ……っ！」

　志信の言葉を全身で拒きよ否ひするように、星見は震ふるえながら首を振ふる。

「じゃあ、どうする？　全員殺して、今回もまた、玉さんを探す手を自分で永遠になくすか？」

　首を振る星見の頰に、涙が伝った。

「探して欲しい……っ。僕一人じゃ、見つけられない。見つからないんだ。僕、一人じゃ……」

　その手から刀を落とし、星見は志信に縋すがり付いた。涙で濡ぬれた目が、志信を映した。

「志信。一緒に、玉を探して下さい。そのためなら、僕、何でもする」

　極きよく端たんな星見の言葉に、志信は思わず苦く笑しようした。

「何でもはしなくていいけど……とにかく、人は殺すな」

　殺人を認めた時と同じように、何の躊ちゆう躇ちよもなく、星見は頷うなずいて、志信に抱だきついた。蘭達が殺気立ったが、志信が目配せすると、三人も警けい戒かいしたまま動きを止めた。

　志信に抱きつきながら、星見はぽつりと呟つぶやく。声も肩も言葉も、震えていた。

「ねえ、志信。僕は、寂さびしかったのかな……？」

「……俺には、そう見えた。あんた、子どもみたいだし」

「だって、玉がいないんだ。僕の、記き憶おくにすらいない……っ」

「玉さんはいないかもしれないけど、他ほかにもあんたの周りには、色んな人がいたはずだ。あんたが目を向けなかったり、自分の手でなくしてしまっただけだと思うよ」

「……ううん。志信みたいな人は、いなかったよ」

　星見はそう言って顔を上げた。涙で濡れた顔が、無む邪じや気きに笑う。

「と、殿！　いい加減離はなれてください！　こちらの心臓が持ちません！」

「そんなサイコパス野や郎ろう、信用出来っかよ。いつお前の首が飛ぶかわからねえんだぞ」

　勝と蘭がそう叫さけぶと、星見はにこりと微笑ほほえんだ。

「志信の言うことには従うよ。これが証しよう拠こ」

　星見が「証拠」の「こ」と言ったその時、志信の胸元にぽたりと何かが落ちてきた。星見の涙かと思った瞬間、脇わき腹ばらに激痛が走り、身体からだが飛び跳はねた。

「いってえっ!!」

　蘭達は星見に刺さされたとでも思ったのか、槍やりと刀の切っ先を星見に向けた。しかし志信の様子を見て、動きを止める。

「おおお……！　脇腹って不意打ちだとすげえ衝しよう撃げき──」

　志信は脇腹を押さえて痛みを堪こらえていたが、不意に真顔になって、パーカーを捲まくり上げた。そこには先ほど星見の脇腹で見た、九曜と呼ばれる家か紋もんが浮うかび上がっていた。

「うん……？　な、何で？」

　胸元の織田木瓜に触ふれると、やはりそこは星見の涙で濡れていた。星見の左眉まゆの上には、先ほど蘭によってつけられた傷がある。そこから流れた血が、涙と混ざって志信の織田木瓜に落ちたようだった。

　星見を見つめると、彼は誇ほこらしげに言った。

「僕も志信の配下になる。志信の言うことには、何だってちゃんと従うから」

　星見はそう言ってニコニコと笑っているが、志信を始め、他の三人も呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくしていた。

　しばらくして、志信の口から自然と乾かわいた笑いが零こぼれた。

「は、はは……ははははは」

　突とつ如じよ笑い出した志信に、蘭達が心配そうな目を向ける。

「おい、志信？　壊こわれたか？」

「志信、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「と、殿！　お気を確かに！」

　蘭達に心配される中、志信は顔を覆って言った。

「うっかり猛もう獣じゆうを拾っちゃった気分……っ」

　言った瞬しゆん間かん、志信の頭はスパンと叩たたかれた。

「下へ手たにお前が情けかけるからじゃねえか、このボケッ！」

「だって、何かこの人迷子みたいで……。それにあのままなら、あんたら殺し合いになってただろ！　殺人現場なんて見たくねえよ、少しはこっちの身になって考えろバーカバーカ！」

「ガキみてえな八つ当たりすんな！」

　もう一発スパンと頭を叩かれ、志信は大きくため息をついた。何だかこの数十分で、えらく自分の立場が変わってしまった気がする。

　志信は星見の正面に立って、彼を見上げた。配下というものが何なのか、志信はまだよく理解していないが、とにかく星見に言うことは一つだ。

「とにかく、俺の配下になったからには、人殺しは絶対に許さない。俺の前で人を殺したら絶交。てか俺が普ふ通つうに喋しやべれる自信がねえ。蘭先せん輩ぱいも、勝先輩も、光史郎さんもな」

「わかった。もうしないよ」

　星見は頷いた。やはりそこに躊躇はない。言葉は軽いが、その瞳ひとみはしっかりと志信を見み据すえていた。

「絶交って……小学生ですか」

　光史郎は呆あきれたようにそう言ったが、彼の言葉に被かぶせるように勝の大声が上がった。

「と、殿！　絶交なんて……そんなご無体なっ！」

「……何な故ぜ効く」

「殿と絶交だぞ!?　貴様、よく平然としていられるな!?」

「ねえ、義父ちち上？　義父上も一緒に探してくれるんですよね？　そうだ、親子ですから、もしかしたら義父上と玉が似ていたりするかも！」

「ち、近い近い近い！　寄るな！」

　無邪気に近づき、じーっと光史郎を凝ぎよう視しする星見に、凝視された光史郎は顔を真っ青にして距きよ離りを取っていた。そんな二人を見て、志信は小さくため息をついて呟いた。

「蘭先輩はともかく、光史郎さんと星見は配下にするつもりじゃなかったのに……！」

「ああ？　違ちがったのかよ。そのつもりだと思ってたぞ」

「い、いや……だって……正直、怖こわいじゃん？」

　志信が恐おそる恐るそう言う。てっきりまた殴なぐられるかと思ったが、蘭は呆れた顔をした。

「啖たん呵か切っといて今さら怖こえぇってお前。配下じゃねえままいられた方がよっぽど危険だろうが」

「だって、あの人達が俺達から離れたくなったら、殺されるんでしょ……？」

「そうなったら、お前があいつらに殺される前に、俺があいつらを殺してやる」

「いやだから殺すなって言ってんじゃん」

　志信はそう言うが、蘭は聞く耳持たずといった様子で、志信に笑って見せる。

「護まもるって言っただろうが。もう忘れたか、ボケ」

　蘭はくしゃりと志信の髪かみをかき混ぜる。子どもにするようなその仕草が妙みように恥はずかしく、蘭の手を退どけると、志信は早口で捲し立てた。

「……殺しはダメだっての！　言ったじゃん絶交って。……ったく、主君にボケとか、すげえ言い草ですよまったく。もっと崇あがめていいんだぜ!?」

「だーれがお前みてえな出来損ないを崇めるかボケ。少なくとも、照れ隠かくしはもっと上う手まくやるこったな、我が殿との？」

　余よ裕ゆうの笑えみを向けられ、志信の顔がカッと熱くなる。

「照れかく……違うよ!?　そ、そういうのじゃねえよ!?」

「わーったわーった」

　志信は赤くなった顔で言うが、蘭は適当に頷き、聞いている様子はなかった。彼は暇ひまそうに槍をくるくると回し、ぴたりとそれをやめて口を開いた。

「そういやぁ、星見が犯人っつーことは、世間的には殺人事件は迷めい宮きゆう入りか？」

「つまり……殿が殺人事件を終結させたということだな！」

　勝の唐とう突とつな言葉に、志信は目を瞠みはる。

「え？　何でそうなんの？」

「星見を配下に迎むかえ、殺しをやめさせたのは殿ではありませんか！」

「いや……まぁ確かにそうだけど」

　誇らしげな目を向けてくる勝に戸と惑まどいながら、志信は顔を蒼あおくした。

「……警察、行かなくていいのかな」

　星見に聞こえないよう、ぼそりとそう言った志信に、光史郎が答えた。

「行ったところで、事件のあらましを話すことは出来ませんし、星見は何が悪いかわかっていないでしょう」

　そう言って星見をちらりと見ると、小声で続けた。

「それに、星見は玉を見つけるためならば、何をするかわかりません。私達が目を光らせていた方が安全かと」

「それもそう、か……？」

　今は何が最善かはわからないが、確かに警察へ行けば、玉を探せない。それで星見がどうなるか、予想が出来ないわけではなかった。

　星見を見ると、彼は自分のことを話されているのはわかっているのだろうが、微笑んで黙だまっていた。志信の決定には従うと、無言の微笑みがそう言っている。志信は光史郎、蘭、勝を見て頷うなずいた。三人も志信に頷く。

「話は終わった？　僕はどうしたらいい？」

「てめえの刀、こっちで預からせてもらう。それで良いよな、志信？」

　確かに、星見に刀を持たせるのは危険だ。味方にすれば頼たのもしいのかもしれないが、いつ何なん時どき人を傷つけるかわからない。志信は星見の様子を見ながら蘭の言葉に頷いた。

　星見は微笑んだまま「わかった」と言って、やはり躊ちゆう躇ちよなく志信に刀を差し出した。

「い、いいのか？」

「志信の言うことには従うって言ったよ。それに、一いつ緒しよに探してくれるなら、もう要いらないと思ったから」

　ニコニコと言う星見は、刀の重さ分、身軽になっているような気がした。反対に志信は、刀の重さを両手で感じていた。これ以上の重いものを、ここ数十分で背負ってしまった気がする。

（俺なんかが、背負っていいもんなのかなぁ……）

　胸中で呟つぶやきながら、志信は「背負う」で、あることを思い出し、蘭を見て声を上げた。

「あ！　そうだ蘭先輩。種島先生連れて帰んねえと！」

　志信がそう言うと、蘭は一いつ瞬しゆん考えた後に頷いた。忘れていたらしい。蘭は億おつ劫くうそうな顔で門へと歩いて行く。志信がそれに続くと、勝と光史郎、星見も続いた。

　蘭が門前で種島を軽々と担かつぐと、勝が興奮した声を上げた。

「殿！　種島も見つけられたのですね！」

「見つけたって言うか、偶ぐう然ぜんここに来てたんだよ。俺は何も……」

「ということは、失しつ踪そう事件も殿が解決した……と！」

「聞いて。俺が解決したわけじゃねえってば」
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　志信が言ったが、勝は一人で満足げに頷き、懐ふところから出した手帳に何かを書いていた。

　勝に訂てい正せいしようとすると、星見が蘭の担ぐ種島を見て、志信を見下ろしてきた。

「あれ、誰だれ？」

「誰って……あんたがこの世界に連れてきた人だよ！　あんたから逃にげたって言ってたぞ」

「僕から逃げた人？　そういえば、いたような……。転生者でもなかったし、あんまり覚えてない」

　種島をこの世界に連れてきて殺し損ない、失踪させた張本人は、本当に種島のことを覚えていなかったらしい。個展で尋たずねた時はとぼけたわけではなかったようだ。

「そのせいでこっちは色んなことに巻き込まれたんだぞ！」

　志信がそう怒ど鳴なったが、まだいまいち種島のことを思い出せないのか、星見はきょとんとしたまま「ごめんね？」と謝った。その悪気のない様子に、志信は脱だつ力りよくした。肩かたが重いのは、星見から預かった刀が重いからだけではないだろう。

「あーもう、いいや。種島先生を早く病院に連れて行かなきゃだし、帰ろう」

　志信がそう言うと皆みな一様に頷いた。気を失った種島を担いだ蘭が、ふと志信を見下ろした。

「あ。ところでよ、志信」

「今度は何？　もう俺疲つかれたよ……」

　疲れ切った顔で蘭に答えると、彼はもう片方の肩に槍やりを担いで、志信を見て言った。

「お前、レポートどうなってんだ？」




　シンと静まりかえった世界で、志信の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。
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　本能寺で光史郎、星見と別れ、偶然見つけた風を装って種島を病院に送っていると、志信が帰宅したのはすでに空も白んだ明け方だった。志信は玄げん関かん先さきでばたりと倒たおれ込む。

「今日、テストじゃん……どうしよ。さっぱり勉強してねえ……」

　半泣きになりながら呟くと、そんな志信の襟えり首くびを摑つかみ、ずるずると部屋へ運ぶ腕うでがあった。

「どうするも何も、今から詰つめ込めるだけ詰め込むしかねえだろ」

　本能寺での戦いも種島を長時間運んだことも忘れたような顔で、蘭は志信を部屋へ移動させた。星見は光史郎が連れて帰り、勝も光史郎に薬を嗅かがされた体調が心配なので、志信が強く言って家に帰らせた。その際、星見から預かった刀と蘭の槍も勝が持ち帰った。

　蘭は志信を部屋に移動させると、志信の頭に今日のテストのノートを見つけて載のせてきた。今すぐ寝ねたいが、単位は何としてもとらなければいけない。志信は疲れきった体を起こした。

　その時、シャツの隙すき間まから、胸むな元もとの織田木もつ瓜こうが見えた。左手首には桔き梗きよう紋もん。袖そでをまくると、森もり鶴つるの丸があり、脇わき腹ばらにも九曜紋があった。織田木瓜と同じく、消えることはないようだ。

　一気に増えた家紋を確かく認にんして、志信は麦茶を運んできた蘭を見上げた。

「蘭先せん輩ぱい。俺、先輩を配下にしちゃったけど、本当に良かった？　信長かどうか、はっきりしてないよ？」

　志信の言葉を聞き、麦茶を飲み干してから、蘭は答えた。

「何だよ今さら。だからって配下をやめられるわけじゃねえんだぞ」

「そりゃ俺も殺されたくはないけど……」

「お前なら主君にしてもいいと思ったんだよ。文句あんのかコラ」

　不ふ機き嫌げんそうに視線を外し、蘭は唇くちびるを指で撫なでた。

（もしかして、先輩照れて……いや、ないな。照れてる人がこんな凶きよう悪あくな顔はしねえな）

　そんなことを志信が考えていると、不意に蘭は真しん剣けんな目をして、志信に向き直った。

「志信。お前は俺の主君になった。だから……俺が誰なのか、お前に言っておくことにする」

「えっ？　あー、そういえばそんな話してたっけ」

「忘れてんじゃねえよ」

「いった！」

　志信の額を強い衝しよう撃げきが襲おそった。志信はフローリングに倒れ込んで痛みに耐たえて、ようやくそれがデコピンであることがわかった。

　額を撫でながら起き上がると、蘭はただでさえ怖こわい顔をさらに険しくして、唇を親指で押さえつけていた。

　やがて静かな表情で蘭は息をつき、ゆっくりとした口調で話し始めた。

「俺は、森蘭丸じゃねえ。蘭丸は……以前の俺の弟だった」

　薄うす々うすわかっていた。家紋がある限り、まるきり別人を名乗れるわけもない。

「俺は……」

　何かを言いかけ、蘭は突とつ如じよ黙だまり込んで、長い長いため息をついた。

「ど、どしたの？」

　蘭は志信に、凶悪な顔を向けてきた。しかし志信を睨にらんでいるのではなく、彼は次の言葉を口にすることを躊躇ためらい、苦く悩のうしているのだとわかった。

「言っとくが、俺は鶴森長って人間だからな。確かにあの男の魂たましいは継ついでるみたいだが、俺は俺だからな！　軽けい蔑べつ……すんなよ？」

「蘭先輩がそんなに前置きするってどんな人なの!?　やめてよ怖ぇよ！　ま、まぁ蘭先輩のことはわかってるから、大だい丈じよう夫ぶだと思う。俺、蘭丸のお兄さんよく知らねえし。ていうか蘭丸もよく知らねえしなー」

「知らないままでいい……調べんな！」

　スマホで検けん索さくしようとした志信の手を阻そ止しし、今までにない必死な顔で蘭は言った。

「俺は……森長なが可よしって男だったんだ。鬼おに武蔵むさしとか言って、恐おそれられたりもした」

「鬼武蔵……？　あ、光史郎さんがそんなこと言ってたね。前世も鬼って呼ばれてたんだ」

「鬼のスケールが違ちげぇよ」

　嫌けん悪おさえ感じられる顔でため息をつき、蘭は冷たい声で言った。

「どんだけ人を殺したかなんて、覚えてねえぐらいだ。辺り一面、真っ赤な死体の山って景色が、俺の──長可の記き憶おくにはいくつもある」

　そう言った蘭の瞳ひとみは冷え冷えとしていた。冷たい瞳で静かにそんなことを話す蘭を、志信は正直に怖いと思った。それでも逃げ出す気にはならなかった。

　心を凍こおらせなければ話せないほど、森長可という男が見て来た景色は凄せい惨さんなものだったのだろう。

　もっとちゃんと、蘭のことを知らなければいけない。志信は、蘭が命をかける主君に選ばれたのだから。自分にそんな価値があるとは、あまり思えないのだが。

「あの時代、人を殺すのは武功にもなった。もちろん、今はンなこと思ってねえからな。だが、もうお前は俺の主君なわけだし、隠かくし事するよりは、やっぱ、嫌きらわれても本当のこと言っといた方が良いって思ってな。後出しになって、悪かった」

　沈しずんだ声で言って、蘭は頭を下げた。その頭を、志信は平手でペシンと叩たたいた。蘭がするように、スパンと気持ちの良い音は鳴らなかった。

「先に、信長じゃなくて俺でもいいって言ってくれたの、蘭先輩じゃん」

　目を丸くして志信を見た蘭に、志信は笑って見せた。

「そんな風に言ってくれる人を嫌えねえって。っていうか、案外小心者だなぁ先輩」

「うるせえ。お前がビビリだからだよ」

　からかって吹ふき出すと、蘭の手がこちらに伸のびてきた。またあの強力なデコピンをされるのかと思い額を隠した。しかし蘭の手は額を通り過ぎ、彼は静かな声音で言った。

「護まもる。護らせてくれ。──長可が、出来なかった分まで」

　くしゃりと志信の髪かみを混ぜて蘭の手が遠ざかる。乱れた髪を直して顔を上げると、蘭は唇を押さえながら、微笑ほほえんでいた。志信もつられて笑う。

「オッケー、任せた」

「だから軽いんだよ、お前の返事は」

「まぁ、俺の命が狙ねらわれるのは先輩達のせいなんですけどね……！」

　遠い目をする志信に、蘭は舌打ちした。

「名乗る手間を減らしただけだっつってんだろ。いつまでもうだうだ言うんじゃねえ。それに俺が護るからいいんだよ」

「いったっ！」

　結局二度デコピンを食くらい、志信はフローリングに倒れ込んだ。

「おい、志信……？　志信！」

　蘭が心配そうに志信を呼ぶ声が聞こえたが、もう瞼まぶたが開かない。指一本を動かすのも億おつ劫くうだった。

「……寝ただけかよ。ま、仕方ねえか」

　完全に眠ねむりに入る前に、温かい手が志信の頭をぽんと撫でた。

「お疲つかれさん」






[image: ]




　午後五時五十五分。志信はある大教室の前でガッツポーズした。

「ギリギリ……間に合った……！」

　志信の目の下には、くっきりしたクマが出来ている。この二日ほどほとんど寝ずにレポートを書き上げ、たった今、レポート提出場所の大教室に提出してきたばかりだ。

「フ、フフ……俺ってばやれば出来るじゃん。さすがは前世で天下統一した男かもしれない男」

　調子に乗ってそんなことを独りごちてしまい、慌あわてて口を押さえた。ふざけただけの言葉も、勝に聞かれたら都合良く「天下統一した男」の所だけ聞いて「ようやくその気になってくださったんですね殿との！」とか言って号ごう泣きゆうするに違ちがいない。

「あれ？　先輩達どこ行ったんだろ？」

　提出するまで教室の前で待っていると言っていたが、姿が見えない。

「これは逃にげるチャンスか……？」

　性しよう懲こりもなく志信がそう思った時、隣となりの教室から声が聞こえた。

「貴様……何をふざけたことを！」

　勝の怒ど鳴なり声だ。続けて蘭の低い声も聞こえた。

「声がでけえよボケ。外に聞こえんだろ」

（密談でもしてんのかな？　ハッ、猥わい談だんだったらどうしよう!?）

　いつもならさっさと帰るところだが、徹てつ夜や明けでテンションの高い志信は忍にん者じやにでもなった気分で、教室のドアの前に座り込んだ。

　蘭の低い声は普ふ段だんは聞きやすいが、ドアを隔へだてると少々聞き取りづらい。

「志信は誰だれかを従えたいとは思ってねえ。俺達は配下になっちまったが、お前は配下になるな」

（うん、もう配下とかはいらねえ）

　ドアの前で志信が頷うなずくと、再度勝の怒ど号ごうがした。

「貴様、何を言っている！　貴様や明智、細川までもが配下となった今、私が殿の配下でなくてどうする！」

　何となく予想できた勝の反応に、志信は苦く笑しようする。

　勝の声のトーンが落ち、彼にしては珍めずらしく沈んだ声で言った。

「……貴様とも、殿の下でなら理解し合えるかと思ったが、どうやら思い違いだったか」

「何をどう聞いたらそうなるんだこのボケ。俺はお前を、誰よりも織田の忠臣だと見込んで言ってんだ」

　声は聞こえなかったが、勝が驚おどろく様子は手に取るようにわかった。志信も驚いた。蘭があんな風に誰かを認めるとは。

　勝の反応などお構いなしに、蘭はいつもの調子で続ける。

「志信は誰かを殺すことを望んでねえ。だが……」

（だが？）

　志信はドアにぴたりと耳をつけた。蘭の低い声が、一言一句、聞こえてきた。

「志信に仇あだなす敵を、殺せる奴やつが必要だとは思わねえか」

　蘭の言葉に、志信の心臓はドクンと跳はね、鼓こ動どうが徐じよ々じよに速くなっていく。蘭の言葉は本気だった。勝の言葉を待つ間、志信の鼓動はどんどん速くなる。

「……確かにな。しかしそれは殿が望んでいない。殿の望みなら、私は従うまでだ」

　勝がはっきりそう言い、志信はホッと胸を撫なで下ろす。

　蘭は呆あきれたため息を零こぼし、言葉を続けた。その苛いら立だちを押し殺した声に、聞き耳を立てている志信の方がゾッとした。

「殿、殿、殿……そうやって鳴くだけなら家か畜ちくにでも出来んだよボケ。ちったぁてめえの頭で考えやがれ。織田の忠臣なんてのは、俺の思い違いか？」

「何だと……？」

　蘭の言葉に返す勝の言葉に、いつもの力強さがない。気き迫はくで蘭が勝っていた。勝は、蘭に気き後おくれしている。

「志信は誰かを殺すことを良しとはしねえ。志信の配下になっちまったら、俺と更吉、星見は誰も殺せねえんだよ。……俺達配下が万が一志信に刃やいばを向けても、だ。その時、俺達を殺せる奴が必要だ」

　──そんなの、必要ない。

　今すぐ教室の中に飛び込んで叫さけびたくなった。でも──声が出ない。

　配下でない勝には、命令も出来ない。彼は、彼の意志で決めることが出来る。

「私で……いいのか。私は──勝家は……」

　勝は何か言いかけたが、蘭がその言葉を遮さえぎった。

「俺がその役目をすれば良かったのかもしれねえが……俺はそう気が長い方じゃねえからな。多分、誰彼構わず殺しちまう。お前なら、志信にとって害のある奴かどうか、見み極きわめられる。違うかよ？」

　しばしの間、二人は黙だまっていた。

「……私の胸に、織田木もつ瓜こうは刻まれないのか」

「刻まれてねえのか？」

　勝の言葉に間かん髪はつ容いれずに、蘭はそう尋たずねた。勝はしばらく黙っていたが、やがて笑えみを含ふくんだ声が聞こえた。

「……いや。刻むまでもなく、ずっとここにある」

　声だけでもわかる、誇ほこらしげな言葉だった。

　志信は自分の胸むな元もと──織田木瓜を見下ろした。

（何で俺にあるんだか……）

　これだけ織田のことを考えていて、志信を護り、そのためなら手を汚よごすことも恐おそれない蘭と勝。志信は自分が、その期待に添そえる人物だとは到とう底てい思えない。

（人を殺すのはもちろんだけど……俺は人を従えたりすんのも、嫌いやなんだけどなぁ）

　どうして対等ではいけないのだろう。もうそんな時代ではないはずなのに。

（これがある限り、俺はあの人達と……一生、対等にはなれねえのかな）

　そう考えると、少しばかり寂さびしいような心ここ地ちがした。志信は数秒寂しさに浸ひたっていたが、ふと真顔になる。

（まぁ、あの二人と友達になるのも怖こえぇ気もするな）

　そんな風に考えていると、教室の中から勝の声が上がった。

「しかし、もし人を殺したら殿が絶交と仰おつしやっていたではないか！　どうすれば……！」

「馬ば鹿かかお前。あいつは『俺の前で』人を殺したら絶交って言ったんだろ？　つまり……」

　声を潜ひそめ、蘭は一度言葉を切った。嫌な予感がする。

「バレなきゃいいんだよ」

　蘭の悪あつ鬼きのような笑顔が、見なくてもわかった。志信がゾッとしていると、勝ですらも怯ひるんだような声で言った。

「……き、貴様、本当は蘭丸ではなく、兄の長可ではないのか」

「覚えとけ。森家の男児は信長様のためなら何でもするんだよ」

（俺、改めてとんでもない人を配下にしちゃったっぽい……！）

　頭を抱かかえていると、前方から派手な格好の女友達、国友が手を振ふりながらやってきた。

「あ、やっぱまだレポート出してたな。おーい、志──」

　名前を呼ばれそうになって、志信は口に人差し指を当て、必死に呼ぶなと国友に訴うつたえかける。国友が近くへ来ると、志信は彼女を手招きしながら大教室の前へ戻もどった。冷や汗あせをかきながら空き教室の方をしきりと気にする志信に、国友は首を傾かしげる。

「どしたの？」

「な、何でもねえよ。何か用か？」

　蘭と勝が来る様子はない。志信が胸むねを撫で下ろしていると、国友は嬉うれしそうに言った。

「種島先生、帰ってきたんだ！　で、私にだけ教えてくれたんだけど、あんたが見つけてくれたんだって？」

　その言葉に、志信はぎくりと身を硬かたくする。そして目を眇すがめて国友を見た。

「……お前それ、言うなって言われなかったか？　つーか無む理り矢や理り聞き出しただろ」

　種島には見つけた経いき緯さつも、あちらの世界での出来事も、決して他言するなときつく言っておいたはずだ。無論、志信ではなく、蘭と勝が。鬼おにの形相で。

「確かに言うなって怯おびえながら言われたけど、どうしてもお礼言っときたくてさ。詳くわしくは聞かないけど、よく見つけられたね。さすが探たん索さくを怠おこたらない男！」

「だからゲームとリアル一いつ緒しよにすんなって。ホントたまたまなんだよ、見つけたのは」

「そんな謙けん遜そんするなよー。マジですごいよ？　探し物があったらまたお願いしよっと。あんたノートで釣つれるし。じゃーねー。良い夏休みを！　あんまひきこもるなよー」

「だからたまたまだって言ってるだろ！　おい待て、聞けーっ！」

　国友は自分の言いたいことだけ言って、軽い足取りで立ち去っていった。志信の声が彼女に届いたとは思えない。肩かたを落としてぐったりしていると、重い肩にさらに重さが加わった。

「失しつ踪そう事件だけじゃなく、殺人事件も終わらせたって言ってやったらどうだ？」

　重さと同時に、意地の悪い声が頭上から聞こえた。内心ドキッとしながら、志信は肩に肘ひじを載のせてきた蘭を見上げた。傍そばにいた勝も誇らしげに頷く。

「そうですよ殿との。あの事件を解決し、星見を改心させたのは間ま違ちがいなく殿です。大々的に喧けん伝でん出来ないのがとても口くち惜おしい……！」

　歯を食いしばり、拳こぶしを握にぎりしめて悔くやしがる勝だが、志信は自分が事件を解決したとは思っていない。偶ぐう然ぜんに偶然が重なり、いつの間にか終わっていただけだ。

　まだ志信の肩に肘を載せている蘭が、不意に舌打ちした。

「しかしこうも簡単に口を割るとはな。種島の野や郎ろう、もう一回シメ直しとくか」

「さっそく私の出番か！」

　物ぶつ騒そうな目をする蘭と気合いを入れた勝を、志信は慌あわてて止めた。

「今度こそ種島先生ショック死するって！　国友の追及が異常にしつこかっただけだと思うから、勘かん弁べんしてあげて」

　第一、真実を語ったところで、精神的疲ひ労ろうから見た幻げん覚かく等で片付けられてしまうはずである。志信自身、まだあの『刀の世界』は夢だったのではないかと思えてしまう。

　ふと、蘭が志信をじっと見つめていることに気付く。

「な、何？　蘭先せん輩ぱいに見下ろされると怖ぇんだけど」

「いや、別に？　我が殿はこれからどうされるおつもりかなと思ってよ」

　試ためすような蘭の笑みに、志信は含むものを感じた。

（盗ぬすみ聞きしてたの、バレて……る？）

　聞いていたと言ったところで、蘭は別に隠かくし立てもしない気がする。その笑みが「聞いていたのは知っている。だから何だ？」と今にも言いそうだった。

「殿！」

　勝が突とつ然ぜん大声を出し、志信は肩を弾はじかせた。振り返ると同時に、ぎゅっと手を握られる。

「私はあなたの配下でなくとも、あなたを全身全ぜん霊れいでお護まもり致いたします！　それをこれからも、どうかお忘れにならぬよう！」

「はあ……。えー……？」

　何と返して良いのか、志信が曖あい昧まいな返事をするも、勝の瞳ひとみは活力に充みち満ちていた。

　蘭をちらりと一いち瞥べつすると、明後日あさつての方向を見ている。が、手が唇くちびるに当てられていた。

（笑ってねえか、この人）

　少し睨にらんでみると、志信の視線に気付いた蘭は手を下ろして、笑いながら舌を出した。

『森家の男児は何でもする』という言葉を、志信は苦い思いと共に強く胸に刻みつけた。







　校舎を出ると、ある一角にちょっとした人だかりが出来ていた。女子学生ばかりが一人の人物を囲んで楽しそうに騒さわいでいる。その中心にいた背の高い人物が、志信に気付き、女子達の間を縫ぬってこちらにやってきた。

「志信、レポート、終わった？」

「おー、何とかな。直興は何でうちの学校にいるんだ？」

「ここの校舎、この前見ていいなって思ったんだ。だからスケッチしにきた」

　そう言って、星見直興は志信にスケッチブックを見せた。その背後には、ベンチに座った光史郎がいた。彼はきっちりしたスーツを着て、脇わきには鞄かばんがある。どうやら仕事帰りのようだ。

「まったく、暑いのによくやる」

「義父ちち上、おじさんみたいですよ」

「うるさい。あと外でその呼び名はやめろと言っているだろう！　私はお前の義父ではない！」

「はーい」

「本当にわかっているのか？」

　直興のあまり気がなさそうな返事に、光史郎は顔を覆おおって大きなため息をついた。

「光史郎さん、平気？　何か、この前会った時より老ふけてね？」

「コレの面めん倒どうが大変で……！」

　直興は光史郎の元で預かることになった。いわば監かん視し役だ。生前義理の親子関係であったことと、彼の責任感の強さから、彼自ら監視すると言ったのだが、今さらながら何だか可か哀わい想そうになってきた。

　その時ふと、直興の周りにいた女子学生達が遠巻きになっていることに、志信は気付いた。

「あ、あの……星見くん？　瓜巣くん達と、知り合いなの？　どういう関係？」

「更吉さんも……？」

　女子学生達の目は、直興か光史郎にしか向けられていない。志信と蘭、勝には決して向けられなかった。

「僕達は志信の……えっと──配下とか家臣って言っても、通じないよね？」

　光史郎の元で多少の常識は習得したらしく、直興は志信に耳打ちしてきた。

「当たり前だろ！　普ふ通つうの友達でいい──」

「あっ、わかった。志信と僕達は」

　良い表現を見つけたのか、キラキラした目と笑え顔がおで、直興は女の子達に言った。

「ご主人様と、下僕」

　志信はしばらく直興の言葉を理解出来なかった。ご主人様と、下僕。ご主人様と、下僕。何度か脳内で繰くり返してその意味を理解した瞬しゆん間かん、志信は直興に怒ど鳴なりつけていた。

「違ちがあああああああう!!」

「あれー？　だって勝が志信の下僕だって言ってたよ？」

「あの人は違うのおかしいの!!」

　志信が必死で否定したが、遠巻きだった女子学生達は、真っ青な顔で後退──というより、ドン引きしていた。

「わ、私達……次の授業行かなきゃ……！　それじゃ！」

　全員踵きびすを返した後は全速力で駆かけ抜ぬけて行ってしまった。レポート提出日なのに、授業なんてどこでやっているというのか。

　残された志信達の間に、空むなしい沈ちん黙もくが落ちる。直興だけは鼻歌交じりにスケッチを再開した。

　光史郎が蒼あおい顔で志信を振ふり返る。

「ちょ、ちょっと、志信。完全に誤解されましたが……」

　自分はまだ部外者だが、志信はこの大学の学生だ。なのに妙みような噂うわさが立って大だい丈じよう夫ぶなのか──光史郎の心配そうな目がそう言っていた。

「てめえのせいだぞ勝！」

　背後でゴン、と鈍にぶい音がした。勝の頭頂部に、蘭の踵かかとが落とされた音だった。普通の人なら良くて失神していそうな踵落としを受けても、勝は顔を歪ゆがめるだけで、蘭に怒鳴った。

「わ、私はただ事実を言っただけではないか!!　殿の配下は皆みな下僕だ！」

「下僕はてめえ一人だ！　俺まで一緒にすんじゃねえ！」

　志信は全身から力が抜け、その場に倒たおれ込んだ。

「何で……何でこうなるんだ……っ!!」

　明日あしたから夏休みだ。大学生の長い夏休みの間に、この噂は消え、無事に後期を迎むかえられるのだろうか。絶望的な気分で、志信は頭を抱かかえた。
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　志し信のぶの部屋にはゲーム以外に物があまりなく、片付ければ一人暮らしには快適な広さだ。しかし六畳じよう一間に男五人が集まるとさすがに狭せまい。レポートを提出した後、志信は何な故ぜか前期終しゆう了りようの打ち上げを思いついて、蘭らんと勝かつ、そして光こう史し郎ろうと直なお興きを部屋に招いていた。

　しかしこうして揃そろってみると、五人で仲良く宴えん会かい……といくはずもなく、特に蘭と勝は光史郎と直興をまだ警けい戒かいしていた。直興は気にせず、志信と同じチョコレート菓が子しを食べている。

（き、気まずい……！　チョコが苦い気がする！）

　全員が床ゆかに座ると窮きゆう屈くつで、志信だけはベッドに座っていた。四人を見み渡わたし、志信は言った。

「あ、あのさ……あんまギスギスしないでよ、怖こえぇから」

　志信の言葉に、勝が慌あわてて頭を下げ、蘭達を振ふり返って怒ど鳴なった。

「も、申し訳ありません殿との！　貴様ら、仲良くしろ！　殿を怖こわがらせた者から断罪するぞ！」

「目的と手段が、ごっちゃになってうよ、勝せんぱ──ふあぁぁ……」

　そう言った志信だったが、不意に呂ろ律れつが怪あやしくなるほどの眠ねむ気けが襲おそってきた。瞼まぶたが自然と落ち、ベッドに倒たおれ込む。

「だめら……ごめ、もう俺、限界。寝ねる……」

「てめえで誘さそっといて寝るのかよ！」

　蘭の尖とがった声がしたが、もう返事をする気力もない。志信は目を閉じたまま手て探さぐりでタオルケットをたぐり寄せて頭まで被かぶった。

　しかしいざ眠ろうとすると、何故かなかなか眠りに入れない。部屋が明るかろうと傍そばで騒さわがれようと眠れる質たちなのだが。ただ、体は疲つかれているのか、再び起き上がることは億おつ劫くうだった。

「……マジで寝たのかよ」

　蘭の呆あきれた声がしたが、どうせそのうち本当に眠れるだろう。志信は寝たふりをした。

　長い沈ちん黙もくが落ちる。彼らは志信が喋しやべらないと会話ができないのだろうか。気まずい気分でそう考えていると、不意に蘭の低い声が部屋に響ひびいた。

「……お前らよ、こいつのこと、どう思ってんだ？」

　蘭の言葉で、一いつ瞬しゆん目が覚めた。

（その話題、寝てるとはいえ俺の前でする!?　悪口言われたら立ち直れねえよ俺！）

　起きるなら今だ。しかし蘭がすぐさま言葉を続け、志信は起きるタイミングを失った。

「本気でこいつのために命懸かけられるんだろうな？　こいつ、見た目通り体力もねえし、信のぶ長なが様の記き憶おくどころか歴史の知識もねえ、ただの現代っ子のひきこもりだぞ？」

（そこまでボロクソに言わなくても！……けどその通りだな）

　今起きたところで言い返せなかっただろう。志信はタオルケットの中で苦く笑しようするしかない。

「でも、志信は他の人とは違ちがう」

　直興ののんびりとした、しかし明瞭な声が響く。

「僕はずっと、誰だれかに玉たまへの愛情を認めて欲しかったんだと思う。妄もう想そうでも噓うそでも、ましてや芸術なんかでもないって、言って欲しかったんだ。……今思うと、誰かにそう言って欲しかったから、絵を描かいたんだと思う。一人で考えてるだけじゃ、玉が本当にいたのか、それとも妄想なのか、わからなくなって、怖かったから。──僕は志信に救われたんだ」

（す、救われたって……大おお袈げ裟さじゃね？）

　背中を向けてタオルケットにくるまっているため、志信に直興の顔は見えない。しかし直興の視線は、真っ直すぐに志信に向かっている気がした。

「僕は軽い気持ちで配下になったんじゃない。志信のためなら何だってする。だからね、蘭」

　直興の声は穏おだやかで心ここ地ちよい。このまま眠れそうな気がした。──次の言葉を聞くまでは。

「あまり志信を馬ば鹿かにすると、君をうっかり殺しちゃうかもしれない」

　頑かたくなに閉じていた志信の瞼が開いた。直興の声は穏やかだったが、突とつ然ぜん部屋の酸素が薄うすくなった気がした。止めなくてはと、身を起こす直前、凜りんとした声が響いた。

「直興。ただでさえお前は理性が利かないんだ。今は言葉だけのつもりでも、いつそれが行動になるかわからない。冗じよう談だんでも、今後は殺すなどと言うな。志信にも禁じられただろう」

「別に冗談じゃないけど……はーい。ごめんなさい、義父ちち上うえ」

「っだから、義父上はやめろ！　薄うす々うす思っていたが、お前わざとだろう！」

　気のない直興の謝罪と光史郎の苛いら立だった声に、志信はタオルケットの中でホッとした。直興を光史郎に任せたのは正解だったようだ。

「まともなこと言ってるが、俺はてめえのことも納得したわけじゃねえからな」

（何で一回持ち直した空気を険悪に戻もどすんだよ、蘭先せん輩ぱいの馬鹿！）

　鋭するどい声の蘭に内心で怒おこりつつ、志信は光史郎の言葉を待った。光史郎は静かに言葉を紡つむぐ。

「ああ……わかっている。そう簡単に信しん頼らいしてもらえるとは思っていない。ただ、私はお前達と同じく志信の配下となった。協力は無理に頼たのまない。だが少なくとも、志信を護まもる邪じや魔まだけはしないでくれ。私などに手を差し伸のべてくれた志信を、私は決して裏切らない」

（ホント大袈裟だなこの人達！　俺別に変なことしてねえのに恥はずかしくなってきたじゃん！）

　志信はタオルケットの下で、赤くなった顔をこっそり覆おおった。

「勝……と呼べばいいか。お前は志信と主従の契ちぎりを交わしていないのだろう。何故だ？」

　光史郎がそう言うと、勝の不ふ機き嫌げんそうな声がした。

「ふん！　私はそんなものがなくとも心の底から殿の配下だからだ！」

「今の状態でも病的なのに、配下になったら志信がストレスで死んじまうだろ」

「どういう意味だ失礼な！　納得するな！　私の何がストレスだというのだ！」

　蘭の言葉に、光史郎と直興は頷うなずいていた。そんな三人に勝は大声で怒鳴ったが、志信も内心頷き、そして笑いを堪こらえていた。勝は不意に涙なみだ声ごえになった。

「それに……殿は、私のことなど放ほうっておけばよろしいのに、危険を冒おかしてまで、私を助けに来て下さった……っ！　このご恩には必ず、命を懸けて報いねばならん！」

「……別に、殺す気はなかったが」

　光史郎の落ち込んだ小声がしたが、志信以外には聞こえていなかったようだ。勝は続ける。

「たとえ主従の契りを交わさなくとも、私は必ずや殿のお役に立ち、天下を摑つかんでいただく！──貴様こそどうなのだ蘭！　殿に無礼千万で、本当に主従の自覚があるのだろうな!?」

　もっと言ってやれと、志信は密かに拳こぶしを握にぎって勝を応おう援えんしていた。蘭は少しだけ間を空けてから、平静な声を発した。一度こちらを振り返った気がした。

「こいつは俺の復ふく讐しゆう心を利用してまで、自分の欲よくを優先した。その手段を選ばねえあたりが気に入った」

「利用などと……殿はそのような方ではない。言い方が悪いぞ」

「いいんだよ。俺はこいつの配下だ。こいつのためならどんだけでも利用されてやるよ」

（俺が手段を選ばない極ごく悪あく人みたいになってるじゃん！　確かに勝先輩を助けに行く時は本当最低なことしましたごめんなさい！　でもあの時は勝先輩が殺されると思ったからで……！）

　内心で蘭への謝罪と言い訳をしていると、顔が熱くなっていることに気付いた。

　大事に思われている。たとえそれが信長の代わりでも構わないと思えるぐらいに、嬉うれしかった。志信の胸中を見み透すかしたわけではないだろうが、蘭が確認するように言葉を発した。

「志信は織お田だ木もつ瓜こうを持ってるが、信長様じゃねえぞ」

　蘭の言葉に、三人からはすぐに返事があった。

「信長様にお仕え出来ぬのは当然だろう。殿の恩は殿へしか返せん！」

「私は最初から、更さら吉よし光史郎として瓜うり巣す志信の配下になった」

「信長様が、志信と同じように言ってくれるとは思えないしねー」

　顔どころか全身が熱されている。タオルケットの中がサウナのようだ。こんなに恥ずかしい気持ちになるならさっさと寝れば良かった。

（みんなホント、大袈裟なんだよ、恥ずかしい！　そんなこと言われた、ら……あれ……）

　今になってようやく強い眠気が襲ってきて、志信の瞼はぱたりと閉じる。

　志信は決して強くなどない。この状じよう況きようさえもよくわかっていない。彼らと出会って、まだ数日しか経たっていない。それでも──

「俺も、護り、た……い……」

　眠りの世界に引きずり込まれながらも、志信は強くそう思った。




　ベッドに背中を預けていた蘭は、志信の声に振り返る。

「ん？　今こいつ、何か言ったか？」

「なっ……！　ま、まさか起きて……!?」

　光史郎の顔が真っ赤になった。蘭はタオルケットをまくり、志信の顔を見た。まだわずかに幼さの残る顔は、確かに眠っていた。

「いや、寝てる。爆ばく睡すいだなこりゃ。ったく、緊きん張ちよう感かんのねえ奴やつだな。もっと危機感持つよう、ちょっと思い知らせてやるか」

　蘭は志信の鞄かばんからあるものを取り出すと、志信に覆い被さるようにベッドに座った。それを見て、直興も蘭の意図を察したようで、楽しげにベッドに近づいてきた。

「僕もやるー」

「やめんかこの馬鹿共！　殿とのの顔に何という無礼な真ま似ね──ぶはっ！」

「おい、やめないか。取れなくなったらどうす──ぷ、く……っ。に、似合わない、な」

　蘭と直興を止めようとした勝と光史郎も、志信の顔を見た瞬間に吹ふき出し、顔を背そむけていた。







　翌朝、志信は洗面台の前に立った後、床ゆかで雑ざ魚こ寝ねしていた蘭達を、真っ赤な顔で怒ど鳴なりつけた。

「俺の顔にラクガキしたの誰だコラー!!」

　志信の鼻の下と顎あごには、織田信長の肖しよう像ぞう画がに似た髭ひげが描かれていた。






　あとがき




　こんにちは。初めましての方は初めましてです。時とき田たとおると申します。

　この度たびは本書『よろず暗やみ解決屋　戦国敗者の復活ゲーム』をお手にとって下さり、誠にありがとうございます。

　この作品は、ゲーム以外やる気のないひきこもり大学生、瓜うり巣す志し信のぶが、いきなり強こわ面もての先せん輩ぱい二人に、「お前は織お田だ信のぶ長ながの生まれ変わりだ」と言われ、わけがわからないまま突とつ然ぜん命を狙ねらわれたり、さらに弱みにつけ込まれて行ゆく方え不明事件の解決を迫せまられたりするストーリーになっております。

　万事やる気がなく、巻き込まれっぱなしの志信ですが、彼には一つだけとても切実な問題があり、それが原動力となっています。その問題がどうなるかも、見守って頂きたいです。

　戦国武将が出てくるストーリーを書かせて頂きましたが、高校の日本史の時間は睡すい魔まとの戦いでした。と言っても、授業内容がつまらなかったわけではありません。その先生のお声が、もの凄すごーく心地良かったのです……。あの声は一種の特とく殊しゆ能力だったのではと今でも思っています。あの時の日本史の先生、本当にすみませんでした。ですがお陰かげ様さまで、このようなお話を書かせて頂けることになりました。……まぁ、成績のことはおいといて。




　イラストを担当して下さったhatsuko様。素敵なイラストの数々で、キャラクターに命を吹ふき込んでくださり、ありがとうございました！

　担当様。毎回ご迷めい惑わくをおかけしてすみません。お話ししていると本当にやる気と元気が出ます。いつもありがとうございます！　これからもよろしくお願い致いたします。

　出版にあたり、尽じん力りよくして下さった編集部の皆みな様さま、各関係者の皆様にも厚くお礼申し上げます。

　家族や友人にも感謝を。特に妹と友人達。徹てつ夜や明けのテンションに付き合わせてごめんなさい。これからも付き合わせると思いますのでよろしくお願いします。ごめんよ！

　そしてここまで読んで下さった読者の皆様に、心からの感謝を。本当に本当にありがとうございます！　息いき抜ぬきや暇ひまつぶし、心に少しでも楽しみを添そえられたのなら幸いです。




　それでは。またお会い出来ることを心から願っております。


時田　とおる　

















カバー・口絵・本文イラスト／hatsuko

デザイン／AFTERGLOW










よろず暗くらやみ解かい決けつ屋や




戦せん国ごく敗はい者しやの復ふつ活かつゲーム








時とき田たとおる
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